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働くあなたと企業の人材育成をサポートします



ポリテクセンターは、在職者の方に対するスキルアップのためのセミナーの実施及び、求職者の方に対する新
たな技能・技術の習得と就職に役立つ訓練を実施している厚生労働省所管の職業訓練施設です。
ポリテクセンターは全国に設置され、岡山県には岡山市にポリテクセンター岡山があります。

中国職業能力開発大学校（中国能開大）は、倉敷市玉島にあり、在職者の方を対象としたセミナーの実施と併
せて、高卒者等を対象とした学卒者教育訓練を実施しています。

ポリテクセンター岡山、中国能開大では、次の３つの主なメニューで、人材育成と生産性向上を支援します。
❶　ものづくり分野を中心とした企業の課題やニーズに対応した訓練　【能力開発セミナー】
❷　生産性向上に関する課題やニーズに対応した訓練　【生産性向上支援訓練】
❸　施設・設備の貸出し、職業訓練指導員の企業への派遣

『従業員教育を計画的に行いたい』『従業員のスキルアップを図りたい』『指導員を派遣してほしい』等、人材
育成に関するご相談やご要望が有りましたら、是非ご相談ください。

（１） 能力開発セミナー
企業の皆様からお伺いした人材ニーズ、技術革新や産業構造の変化への対応及び在職されている方々のスキ
ル向上などにお応えするため、「ものづくり分野」を中心に、「現場力の強化」、「技能伝承」、「生産性向上」、
「新分野展開」など企業経営の様々な課題に対応した短期間（2日～5日）の職業訓練　「能力開発セミナ
ー」を実施しています。

▶詳しくはP15からご覧ください

また、この能力開発セミナーを体系的に整理していますので、ご参考にしてください。
▶詳しくはP8をご覧ください

（２） オーダー型セミナー
「このコースガイドに掲載されているコースを受講したいが、日程が合わない」、「講師や機器、場所が不足して
研修が行えない」、「自社の実情や目的に合った研修を実施したい」などのご要望に対し、貴社のニーズ（内
容、日程、時間、場所）に合せたオーダー型セミナーを実施することができます。

▶詳しくはP47をご覧ください

生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識やスキルを習得するための訓練で
す。生産管理、組織力強化、販売・マーケティング力向上などご相談内容を踏まえて、全１３4コース（令和8年
度）のコースから選択できます。オーダーメイドで課題やニーズに応じた訓練コースをご提案します。ミドルシ
ニア世代のキャリア形成やDX(デジタルトランスフォーメーション)の推進に資する人材の育成を支援する訓練
コースも実施しています。

▶詳しくはP48をご覧ください

１．ものづくり分野を中心とした企業の課題やニーズに対応した訓練【能力開発セミナー】

２．生産性向上に関する課題やニーズに対応した訓練【生産性向上支援訓練】

　 ポリテクセンター・職業能力開発大学校のご案内
（１） 施設利用サービス
事業主団体または各事業者の皆様が、「従業員の方の教育訓練や研修、地域社会の発展に寄与する
目的で開催するイベントを行いたいが会場がない」などの時には、当施設・設備をお貸ししています。

▶詳しくはP49をご覧ください

（２） 職業訓練指導員派遣
事業主団体または各事業者の皆様が、「研修を行いたいが講師を担う人材がいない」など、自ら社員教育や研
修を行うのが困難な場合には、指導員を派遣・紹介しております。指導員により行うことができる研修の内容
など、詳しいことについてはお問合せ下さい。

（１） 事業主推薦制度のご案内
職場の“人材”を、プロフェッショナル ”人財”へ
事業主が雇用する従業員の方々を推薦する入校試験制度を設け、中国能開大の高度なものづくり人材を育成
する教育訓練により、中小企業等の人材育成の支援を行っております。

▶詳しくはP53をご覧ください

（２） 開発課題のご案内
製品開発能力の養成と併せ、コミュニケーション能力やプロジェクトの進め方やリーダシップカの向上など、学
生の社会性の向上を目指すため、専門分野の異なる学生（機械系・電気系・電子情報系）からなるチームを編
成し、製品開発を行う独自の教育訓練システムを採用しております。
開発課題テーマは、企業から広く公募させていただいております。つきましては、開発課題テーマの応募につい
て、ご協力をお願いします。

▶詳しくはP55をご覧ください

（３） 受託研究・共同研究のご案内
地域企業等が抱える技術力強化等の課題解決のため、中小企業等との共同研究や受託研究を行い、省力化や
機能性向上等に関する技術的支援を行っています。

▶詳しくはP57をご覧ください

多くの企業様が人材確保に活用しています
ポリテクセンター岡山では、就職意欲のある求職者の方々を対象にした職業訓練（訓練期間６か月）を実施し
ております。毎年約400名の訓練生がものづくり分野を主に、様々な分野に再就職しており、「実技重視」のカ
リキュラムは採用企業様から評価を頂いております。人材採用の予定が有りましたら、意欲溢れるポリテクセ
ンター岡山の訓練生のご活用をご検討下さい。

▶詳しくはP52をご覧ください

３． 施設利用サービス・職業訓練指導員の企業への派遣

　　新たな人材をお求めの事業主様、採用ご担当の皆様へ

　　地域企業に開かれた中国能開大

　中国能開大では、”ものづくり”ができる実践技術者としての技能・技術を習得する「専門課程（2年制）」と、専
門課程修了後、特定の専門技術の枠を超えた幅広く、かつ高度な技術教育の教育訓練を行う「応用課程（2年
制）」を実施しております。「専門」「応用」両課程における実践技術教育により、新しい時代の産業技術をリード
する技術者を育成し、地域産業の発展に貢献していきます。
　今後とも中国能開大の学生採用に対し、ご協力をお願いします。
   　　  　　　　　　　　　　　　  ▶詳しくは求人のお申込みページへ
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（３） 受託研究・共同研究のご案内
地域企業等が抱える技術力強化等の課題解決のため、中小企業等との共同研究や受託研究を行い、省力化や
機能性向上等に関する技術的支援を行っています。

▶詳しくはP57をご覧ください

多くの企業様が人材確保に活用しています
ポリテクセンター岡山では、就職意欲のある求職者の方々を対象にした職業訓練（訓練期間６か月）を実施し
ております。毎年約400名の訓練生がものづくり分野を主に、様々な分野に再就職しており、「実技重視」のカ
リキュラムは採用企業様から評価を頂いております。人材採用の予定が有りましたら、意欲溢れるポリテクセ
ンター岡山の訓練生のご活用をご検討下さい。

▶詳しくはP52をご覧ください

３． 施設利用サービス・職業訓練指導員の企業への派遣

　　新たな人材をお求めの事業主様、採用ご担当の皆様へ

　　地域企業に開かれた中国能開大

　中国能開大では、”ものづくり”ができる実践技術者としての技能・技術を習得する「専門課程（2年制）」と、専
門課程修了後、特定の専門技術の枠を超えた幅広く、かつ高度な技術教育の教育訓練を行う「応用課程（2年
制）」を実施しております。「専門」「応用」両課程における実践技術教育により、新しい時代の産業技術をリード
する技術者を育成し、地域産業の発展に貢献していきます。
　今後とも中国能開大の学生採用に対し、ご協力をお願いします。
   　　  　　　　　　　　　　　　  ▶詳しくは求人のお申込みページへ

働くあなたと企業の人材育成をサポートします
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ポリテクセンター、能開大が実施する職業訓練を従業員に受講させた事業主の方は、人材開発支援助成金を利用して、訓
練経費や訓練期間中の賃金の一部等の助成を受ける事ができます。尚、助成金の利用にあたっては、訓練対象者と訓練内
容の関連が認められること、10時間以上の訓練であることなど一定の条件が有りますので、詳しくは所轄の労働局にお問
合せ頂くか、厚生労働省ホームページをご確認ください。

要件等、詳しくは 検索人材開発支援助成金　厚生労働省

人材開発支援助成金のご案内

目次

申込方法
および申込先

裏表紙の「受講申込書」をコピーして必要事項をご記入のうえ、研修実施施設へFAXまたは
郵送にてお申し込みください。「受講申込書」は各施設のホームページからもダウンロード
することができます。WEBでの申込受付も可能です。ホームページから能力開発セミナー受
講申し込みフォームを開き、必要事項を入力して送信してください。
　※申込書の送付先をお間違え無いようご注意ください。
　※申込書は、1枚につき1コースの記入をお願いいたします。

受付締め切り
原則として、開講日の14日前までです。申し込みの受付は先着順で行い、定員になり次第締め
切らせていただきます。定員に達している場合は、申し込み順でのキャンセル待ちとなります。

受講決定
および受講案内

各コース開始日の１４日前を目途に、「受講票」、「請求書」等を発送いたします。請求書が届
きましたら、開講日の７日前までに受講料をお振込みください。
　※受講料に係る振込手数料は、お客様のご負担となります。

受講変更
および取り消し

受講キャンセルをする場合は、開講日の１４日前までに、「受講申込書」の「取り消し」
を〇で囲み、FAXしてください。FAX送信後にお電話にてキャンセル確認をお願いいた
します。開講日の14日前までに届の提出がなされない場合は、受講料をご負担いただき
ますので、予めご了承ください。また、受講者の変更をする場合は、開講日の前日まで
にご連絡ください。なお、WEBでのお申し込みの方は、電話にてご連絡ください。

コースの中止
申し込み人数が一定数に満たない場合などはコースを中止または日程の変更等をさせて
いただく場合がございます。別途ご連絡させていただき、受講料の返金や受講コースの
変更をいたしますので、あらかじめご了承ください。

研修初日
研修初日は、「受講票」に記載されている会場（教室・実習場）をご確認のうえ、直接会場ま
でお越しください。受講日には「受講票」を必ずお持ちください。お車でお越しの際は、
各施設の指示に従って駐車してください。

お問い合わせ先
　　ポリテクセンター岡山　訓練課 TEL（086）246‒2530
　　中国職業能力開発大学校　援助計画課 TEL（086）526‒3102

お気軽に、ご相談ください。

受講申込み手続きについて

　  3  　
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を〇で囲み、FAXしてください。FAX送信後にお電話にてキャンセル確認をお願いいた
します。開講日の14日前までに届の提出がなされない場合は、受講料をご負担いただき
ますので、予めご了承ください。また、受講者の変更をする場合は、開講日の前日まで
にご連絡ください。なお、WEBでのお申し込みの方は、電話にてご連絡ください。

コースの中止
申し込み人数が一定数に満たない場合などはコースを中止または日程の変更等をさせて
いただく場合がございます。別途ご連絡させていただき、受講料の返金や受講コースの
変更をいたしますので、あらかじめご了承ください。

研修初日
研修初日は、「受講票」に記載されている会場（教室・実習場）をご確認のうえ、直接会場ま
でお越しください。受講日には「受講票」を必ずお持ちください。お車でお越しの際は、
各施設の指示に従って駐車してください。

お問い合わせ先
　　ポリテクセンター岡山　訓練課 TEL（086）246‒2530
　　中国職業能力開発大学校　援助計画課 TEL（086）526‒3102

お気軽に、ご相談ください。

受講申込み手続きについて
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ポリテクセンター、能開大が実施する職業訓練を従業員に受講させた事業主の方は、人材開発支援助成金を利用して、訓
練経費や訓練期間中の賃金の一部等の助成を受ける事ができます。尚、助成金の利用にあたっては、訓練対象者と訓練内
容の関連が認められること、10時間以上の訓練であることなど一定の条件が有りますので、詳しくは所轄の労働局にお問
合せ頂くか、厚生労働省ホームページをご確認ください。
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人材開発支援助成金のご案内

目次

申込方法
および申込先
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郵送にてお申し込みください。「受講申込書」は各施設のホームページからもダウンロード
することができます。WEBでの申込受付も可能です。ホームページから能力開発セミナー受
講申し込みフォームを開き、必要事項を入力して送信してください。
　※申込書の送付先をお間違え無いようご注意ください。
　※申込書は、1枚につき1コースの記入をお願いいたします。

受付締め切り
原則として、開講日の14日前までです。申し込みの受付は先着順で行い、定員になり次第締め
切らせていただきます。定員に達している場合は、申し込み順でのキャンセル待ちとなります。

受講決定
および受講案内

各コース開始日の１４日前を目途に、「受講票」、「請求書」等を発送いたします。請求書が届
きましたら、開講日の７日前までに受講料をお振込みください。
　※受講料に係る振込手数料は、お客様のご負担となります。
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および取り消し
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コースの中止
申し込み人数が一定数に満たない場合などはコースを中止または日程の変更等をさせて
いただく場合がございます。別途ご連絡させていただき、受講料の返金や受講コースの
変更をいたしますので、あらかじめご了承ください。

研修初日
研修初日は、「受講票」に記載されている会場（教室・実習場）をご確認のうえ、直接会場ま
でお越しください。受講日には「受講票」を必ずお持ちください。お車でお越しの際は、
各施設の指示に従って駐車してください。

お問い合わせ先
　　ポリテクセンター岡山　訓練課 TEL（086）246‒2530
　　中国職業能力開発大学校　援助計画課 TEL（086）526‒3102

お気軽に、ご相談ください。
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※各月の日程は、当該研修コースの研修実施日です。
※会場表記について、「ポリテク岡山」はポリテクセンター岡山、「中国能開大」は中国職業能力開発大学校となります。

2026年度能力開発セミナーコース一覧　      【機械系】【工場管理・教育訓練】【居住系】【電気・電子・情報系】
2026年 4月～ 2027年 3月

区分 研修コース名 会場 研修
時間

研修
日数

掲 載
ページ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

機
械
系

機械設計
実践機械製図 ポリテク岡山 18 3 16 6/8,9,10 8/19,20,21 12/23,24,25
実践機械製図 中国能開大 18 3 32 5/20,21,22
幾何公差の解析と活用演習 中国能開大 12 2 32 10/28,29
機械設計のための総合力学 ポリテク岡山 18 3 16 7/22,23,24 2/8,9,10
２次元ＣＡＤによる機械製図技術 ポリテク岡山 24 4 16 4/20,21,22,23 10/6,7,8,9 11/10,11,12,13
２次元ＣＡＤによる機械製図技術 中国能開大 12 2 32 6/25,26
３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術 ポリテク岡山 18 3 17 5/13,14,15 10/14,15,16 11/18,19,20
設計者ＣＡＥを活用した構造解析＜静解析編＞ 中国能開大 12 2 33 6/16,17
設計者ＣＡＥを活用した振動解析＜動解析編＞ 中国能開大 12 2 34 7/21,22
３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術＜ SolidWorks 編＞ 中国能開大 12 2 33 5/21,22 8/4,5
３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術＜ SolidWorks 編＞ 中国能開大 12 2 33 6/16,17
治具設計の勘どころ 中国能開大 12 2 34 7/13,14
設計に活かす３次元ＣＡＤソリッドモデリング技術 ポリテク岡山 18 3 17 11/17,18,19
設計者ＣＡＥを活用した構造解析<SimulationXpress,CAE用Fusion> ポリテク岡山 12 2 17 3/10,11
機械加工　
旋盤加工技術（3つ爪編 ) ポリテク岡山 18 3 17 6/15,16,17 12/9,10,11
旋盤加工技術（4つ爪編） ポリテク岡山 18 3 18 6/24,25,26 12/16,17,18
ＮＣ旋盤プログラミング技術 ポリテク岡山 24 4 18 5/21,22,25,26 10/22,23,26,27
ＮＣ旋盤プログラミング技術 中国能開大 18 3 34 8/3,4,5
フライス盤加工技術 ポリテク岡山 18 3 18 7/1,2,3 1/13,14,15
マシニングセンタプログラミング技術 ポリテク岡山 24 4 18 6/1,2,3,4 11/26,27,30,12/1
金属加工／成形加工　
半自動アーク溶接技能クリニック ポリテク岡山 12 2 19 11/4,5 2/16,17
ＴＩＧ溶接技能クリニック ポリテク岡山 12 2 19 10/6,7 2/3,4
ろう付技能クリニック ポリテク岡山 12 2 20 9/8,9 3/3,4
金属材料の理論と実際（材料選定技術編）＜一部オンライン＞ ポリテク岡山 12 3 20 10/13,14,29
金属材料の理論と実際（表面処理プロセス編）＜一部オンライン＞ ポリテク岡山 12 3 20 1/25,26 2/5
金属材料の熱処理技術 中国能開大 12 2 35 7/21,22
鉄鋼材料の熱処理技術（表面硬化法） 中国能開大 18 3 35 7/27,28,29
鉄鋼材料の熱処理技術（標準プロセス編）＜一部オンライン＞ ポリテク岡山 12 3 20 10/19,20,30
測定／検査
精密測定技術 ポリテク岡山 12 2 19 4/27,28 9/3,4 1/28,29
精密測定技術 中国能開大 18 3 35 8/21,24,26
精密測定技術（校正・精度管理） 中国能開大 12 2 36 2/1,2
三次元測定技術 ポリテク岡山 12 2 19 2/4,5

工
場
管
理
・
教
育
訓
練

工場管理　
収益性向上のための現場改善マネジメント ポリテク岡山 12 2 28 7/16,17
製造業におけるコストダウン実践法 ポリテク岡山 12 2 28 11/19,20
製造現場におけるヒューマンエラー対策と実践的技法 ポリテク岡山 12 2 28 5/21,22 11/5,6
生産現場に活かす品質管理技法＜製造業必須QC編＞ 中国能開大 18 3 46 8/18,19,20
生産現場における現場改善技法 中国能開大 12 2 46 9/14,15
新QC7つ道具活用による製造現場における品質改善・品質保証 中国能開大 12 2 46 6/8,9 10/13,14
教育訓練
５Ｓによるムダ取り・改善の進め方 ポリテク岡山 12 2 29 6/16,18 10/13,15
生産現場で活用するリーダーシップ手法 ポリテク岡山 12 2 29 5/28,29 9/10,11
現場を動かすプレゼンテーションテクニック ポリテク岡山 12 2 29 6/25,26 10/8,9

居
住
系

建築計画／建築意匠設計　
実践建築設計 2次元CAD技術（操作編） ポリテク岡山 18 3 26 6/20,21,27 9/15,16,17
実践建築設計 2次元CAD技術（平面詳細編） ポリテク岡山 12 2 26 7/18,19
実践建築設計 2次元CAD技術（立面編） ポリテク岡山 12 2 26 8/1,2
実践建築設計３次元CAD技術（プレゼン総合編） ポリテク岡山 12 2 27 9/10,11
実践建築設計３次元CAD技術（申請図面作成編） ポリテク岡山 12 2 27 10/8,9
施工計画・管理／建築情報支援
BIMを用いた建築生産設計技術 ポリテク岡山 12 2 27 5/28,29 11/12,13
地理情報システムの運用技術 ポリテク岡山 12 2 27 10/29,30

電
気
・
電
子
・

情
報
系

通信設備／通信システム設計　
製造現場におけるＬＡＮ活用技術 ポリテク岡山 12 2 23 7/30,31 1/28,29
ＶＬＡＮ間ルーティング技術 ポリテク岡山 12 2 24 8/6,7 2/4,5
LAN構築施工・評価技術 ポリテク岡山 12 2 23 8/18,19
電気設備工事／通信設備工事
冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 ポリテク岡山 12 2 23 9/28,29

　  4  　 　  5  　

2026年度能力開発セミナーコース一覧　      【機械系】【工場管理・教育訓練】【居住系】【電気・電子・情報系】

区分 研修コース名 会場 研修
時間

研修
日数

掲 載
ページ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

機
械
系

機械設計
実践機械製図 ポリテク岡山 18 3 16 6/8,9,10 8/19,20,21 12/23,24,25
実践機械製図 中国能開大 18 3 32 5/20,21,22
幾何公差の解析と活用演習 中国能開大 12 2 32 10/28,29
機械設計のための総合力学 ポリテク岡山 18 3 16 7/22,23,24 2/8,9,10
２次元ＣＡＤによる機械製図技術 ポリテク岡山 24 4 16 4/20,21,22,23 10/6,7,8,9 11/10,11,12,13
２次元ＣＡＤによる機械製図技術 中国能開大 12 2 32 6/25,26
３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術 ポリテク岡山 18 3 17 5/13,14,15 10/14,15,16 11/18,19,20
設計者ＣＡＥを活用した構造解析＜静解析編＞ 中国能開大 12 2 33 6/16,17
設計者ＣＡＥを活用した振動解析＜動解析編＞ 中国能開大 12 2 34 7/21,22
３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術＜ SolidWorks 編＞ 中国能開大 12 2 33 5/21,22 8/4,5
３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術＜ SolidWorks 編＞ 中国能開大 12 2 33 6/16,17
治具設計の勘どころ 中国能開大 12 2 34 7/13,14
設計に活かす３次元ＣＡＤソリッドモデリング技術 ポリテク岡山 18 3 17 11/17,18,19
設計者ＣＡＥを活用した構造解析<SimulationXpress,CAE用Fusion> ポリテク岡山 12 2 17 3/10,11
機械加工　
旋盤加工技術（3つ爪編 ) ポリテク岡山 18 3 17 6/15,16,17 12/9,10,11
旋盤加工技術（4つ爪編） ポリテク岡山 18 3 18 6/24,25,26 12/16,17,18
ＮＣ旋盤プログラミング技術 ポリテク岡山 24 4 18 5/21,22,25,26 10/22,23,26,27
ＮＣ旋盤プログラミング技術 中国能開大 18 3 34 8/3,4,5
フライス盤加工技術 ポリテク岡山 18 3 18 7/1,2,3 1/13,14,15
マシニングセンタプログラミング技術 ポリテク岡山 24 4 18 6/1,2,3,4 11/26,27,30,12/1
金属加工／成形加工　
半自動アーク溶接技能クリニック ポリテク岡山 12 2 19 11/4,5 2/16,17
ＴＩＧ溶接技能クリニック ポリテク岡山 12 2 19 10/6,7 2/3,4
ろう付技能クリニック ポリテク岡山 12 2 20 9/8,9 3/3,4
金属材料の理論と実際（材料選定技術編）＜一部オンライン＞ ポリテク岡山 12 3 20 10/13,14,29
金属材料の理論と実際（表面処理プロセス編）＜一部オンライン＞ ポリテク岡山 12 3 20 1/25,26 2/5
金属材料の熱処理技術 中国能開大 12 2 35 7/21,22
鉄鋼材料の熱処理技術（表面硬化法） 中国能開大 18 3 35 7/27,28,29
鉄鋼材料の熱処理技術（標準プロセス編）＜一部オンライン＞ ポリテク岡山 12 3 20 10/19,20,30
測定／検査
精密測定技術 ポリテク岡山 12 2 19 4/27,28 9/3,4 1/28,29
精密測定技術 中国能開大 18 3 35 8/21,24,26
精密測定技術（校正・精度管理） 中国能開大 12 2 36 2/1,2
三次元測定技術 ポリテク岡山 12 2 19 2/4,5

工
場
管
理
・
教
育
訓
練

工場管理　
収益性向上のための現場改善マネジメント ポリテク岡山 12 2 28 7/16,17
製造業におけるコストダウン実践法 ポリテク岡山 12 2 28 11/19,20
製造現場におけるヒューマンエラー対策と実践的技法 ポリテク岡山 12 2 28 5/21,22 11/5,6
生産現場に活かす品質管理技法＜製造業必須QC編＞ 中国能開大 18 3 46 8/18,19,20
生産現場における現場改善技法 中国能開大 12 2 46 9/14,15
新QC7つ道具活用による製造現場における品質改善・品質保証 中国能開大 12 2 46 6/8,9 10/13,14
教育訓練
５Ｓによるムダ取り・改善の進め方 ポリテク岡山 12 2 29 6/16,18 10/13,15
生産現場で活用するリーダーシップ手法 ポリテク岡山 12 2 29 5/28,29 9/10,11
現場を動かすプレゼンテーションテクニック ポリテク岡山 12 2 29 6/25,26 10/8,9

居
住
系

建築計画／建築意匠設計　
実践建築設計 2次元CAD技術（操作編） ポリテク岡山 18 3 26 6/20,21,27 9/15,16,17
実践建築設計 2次元CAD技術（平面詳細編） ポリテク岡山 12 2 26 7/18,19
実践建築設計 2次元CAD技術（立面編） ポリテク岡山 12 2 26 8/1,2
実践建築設計３次元CAD技術（プレゼン総合編） ポリテク岡山 12 2 27 9/10,11
実践建築設計３次元CAD技術（申請図面作成編） ポリテク岡山 12 2 27 10/8,9
施工計画・管理／建築情報支援
BIMを用いた建築生産設計技術 ポリテク岡山 12 2 27 5/28,29 11/12,13
地理情報システムの運用技術 ポリテク岡山 12 2 27 10/29,30

電
気
・
電
子
・

情
報
系

通信設備／通信システム設計　
製造現場におけるＬＡＮ活用技術 ポリテク岡山 12 2 23 7/30,31 1/28,29
ＶＬＡＮ間ルーティング技術 ポリテク岡山 12 2 24 8/6,7 2/4,5
LAN構築施工・評価技術 ポリテク岡山 12 2 23 8/18,19
電気設備工事／通信設備工事
冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 ポリテク岡山 12 2 23 9/28,29

　  4  　 　  5  　



※各月の日程は、当該研修コースの研修実施日です。
※会場表記について、「ポリテク岡山」はポリテクセンター岡山、「中国能開大」は中国職業能力開発大学校となります。

2026年度能力開発セミナーコース一覧　      【機械系】【工場管理・教育訓練】【居住系】【電気・電子・情報系】
2026年 4月～ 2027年 3月

区分 研修コース名 会場 研修
時間

研修
日数

掲 載
ページ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

機
械
系

機械設計
実践機械製図 ポリテク岡山 18 3 16 6/8,9,10 8/19,20,21 12/23,24,25
実践機械製図 中国能開大 18 3 32 5/20,21,22
幾何公差の解析と活用演習 中国能開大 12 2 32 10/28,29
機械設計のための総合力学 ポリテク岡山 18 3 16 7/22,23,24 2/8,9,10
２次元ＣＡＤによる機械製図技術 ポリテク岡山 24 4 16 4/20,21,22,23 10/6,7,8,9 11/10,11,12,13
２次元ＣＡＤによる機械製図技術 中国能開大 12 2 32 6/25,26
３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術 ポリテク岡山 18 3 17 5/13,14,15 10/14,15,16 11/18,19,20
設計者ＣＡＥを活用した構造解析＜静解析編＞ 中国能開大 12 2 33 6/16,17
設計者ＣＡＥを活用した振動解析＜動解析編＞ 中国能開大 12 2 34 7/21,22
３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術＜ SolidWorks 編＞ 中国能開大 12 2 33 5/21,22 8/4,5
３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術＜ SolidWorks 編＞ 中国能開大 12 2 33 6/16,17
治具設計の勘どころ 中国能開大 12 2 34 7/13,14
設計に活かす３次元ＣＡＤソリッドモデリング技術 ポリテク岡山 18 3 17 11/17,18,19
設計者ＣＡＥを活用した構造解析<SimulationXpress,CAE用Fusion> ポリテク岡山 12 2 17 3/10,11
機械加工　
旋盤加工技術（3つ爪編 ) ポリテク岡山 18 3 17 6/15,16,17 12/9,10,11
旋盤加工技術（4つ爪編） ポリテク岡山 18 3 18 6/24,25,26 12/16,17,18
ＮＣ旋盤プログラミング技術 ポリテク岡山 24 4 18 5/21,22,25,26 10/22,23,26,27
ＮＣ旋盤プログラミング技術 中国能開大 18 3 34 8/3,4,5
フライス盤加工技術 ポリテク岡山 18 3 18 7/1,2,3 1/13,14,15
マシニングセンタプログラミング技術 ポリテク岡山 24 4 18 6/1,2,3,4 11/26,27,30,12/1
金属加工／成形加工　
半自動アーク溶接技能クリニック ポリテク岡山 12 2 19 11/4,5 2/16,17
ＴＩＧ溶接技能クリニック ポリテク岡山 12 2 19 10/6,7 2/3,4
ろう付技能クリニック ポリテク岡山 12 2 20 9/8,9 3/3,4
金属材料の理論と実際（材料選定技術編）＜一部オンライン＞ ポリテク岡山 12 3 20 10/13,14,29
金属材料の理論と実際（表面処理プロセス編）＜一部オンライン＞ ポリテク岡山 12 3 20 1/25,26 2/5
金属材料の熱処理技術 中国能開大 12 2 35 7/21,22
鉄鋼材料の熱処理技術（表面硬化法） 中国能開大 18 3 35 7/27,28,29
鉄鋼材料の熱処理技術（標準プロセス編）＜一部オンライン＞ ポリテク岡山 12 3 20 10/19,20,30
測定／検査
精密測定技術 ポリテク岡山 12 2 19 4/27,28 9/3,4 1/28,29
精密測定技術 中国能開大 18 3 35 8/21,24,26
精密測定技術（校正・精度管理） 中国能開大 12 2 36 2/1,2
三次元測定技術 ポリテク岡山 12 2 19 2/4,5

工
場
管
理
・
教
育
訓
練

工場管理　
収益性向上のための現場改善マネジメント ポリテク岡山 12 2 28 7/16,17
製造業におけるコストダウン実践法 ポリテク岡山 12 2 28 11/19,20
製造現場におけるヒューマンエラー対策と実践的技法 ポリテク岡山 12 2 28 5/21,22 11/5,6
生産現場に活かす品質管理技法＜製造業必須QC編＞ 中国能開大 18 3 46 8/18,19,20
生産現場における現場改善技法 中国能開大 12 2 46 9/14,15
新QC7つ道具活用による製造現場における品質改善・品質保証 中国能開大 12 2 46 6/8,9 10/13,14
教育訓練
５Ｓによるムダ取り・改善の進め方 ポリテク岡山 12 2 29 6/16,18 10/13,15
生産現場で活用するリーダーシップ手法 ポリテク岡山 12 2 29 5/28,29 9/10,11
現場を動かすプレゼンテーションテクニック ポリテク岡山 12 2 29 6/25,26 10/8,9

居
住
系

建築計画／建築意匠設計　
実践建築設計 2次元CAD技術（操作編） ポリテク岡山 18 3 26 6/20,21,27 9/15,16,17
実践建築設計 2次元CAD技術（平面詳細編） ポリテク岡山 12 2 26 7/18,19
実践建築設計 2次元CAD技術（立面編） ポリテク岡山 12 2 26 8/1,2
実践建築設計３次元CAD技術（プレゼン総合編） ポリテク岡山 12 2 27 9/10,11
実践建築設計３次元CAD技術（申請図面作成編） ポリテク岡山 12 2 27 10/8,9
施工計画・管理／建築情報支援
BIMを用いた建築生産設計技術 ポリテク岡山 12 2 27 5/28,29 11/12,13
地理情報システムの運用技術 ポリテク岡山 12 2 27 10/29,30

電
気
・
電
子
・

情
報
系

通信設備／通信システム設計　
製造現場におけるＬＡＮ活用技術 ポリテク岡山 12 2 23 7/30,31 1/28,29
ＶＬＡＮ間ルーティング技術 ポリテク岡山 12 2 24 8/6,7 2/4,5
LAN構築施工・評価技術 ポリテク岡山 12 2 23 8/18,19
電気設備工事／通信設備工事
冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 ポリテク岡山 12 2 23 9/28,29

　  4  　 　  5  　

2026年度能力開発セミナーコース一覧　      【機械系】【工場管理・教育訓練】【居住系】【電気・電子・情報系】

区分 研修コース名 会場 研修
時間

研修
日数

掲 載
ページ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

機
械
系

機械設計
実践機械製図 ポリテク岡山 18 3 16 6/8,9,10 8/19,20,21 12/23,24,25
実践機械製図 中国能開大 18 3 32 5/20,21,22
幾何公差の解析と活用演習 中国能開大 12 2 32 10/28,29
機械設計のための総合力学 ポリテク岡山 18 3 16 7/22,23,24 2/8,9,10
２次元ＣＡＤによる機械製図技術 ポリテク岡山 24 4 16 4/20,21,22,23 10/6,7,8,9 11/10,11,12,13
２次元ＣＡＤによる機械製図技術 中国能開大 12 2 32 6/25,26
３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術 ポリテク岡山 18 3 17 5/13,14,15 10/14,15,16 11/18,19,20
設計者ＣＡＥを活用した構造解析＜静解析編＞ 中国能開大 12 2 33 6/16,17
設計者ＣＡＥを活用した振動解析＜動解析編＞ 中国能開大 12 2 34 7/21,22
３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術＜ SolidWorks 編＞ 中国能開大 12 2 33 5/21,22 8/4,5
３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術＜ SolidWorks 編＞ 中国能開大 12 2 33 6/16,17
治具設計の勘どころ 中国能開大 12 2 34 7/13,14
設計に活かす３次元ＣＡＤソリッドモデリング技術 ポリテク岡山 18 3 17 11/17,18,19
設計者ＣＡＥを活用した構造解析<SimulationXpress,CAE用Fusion> ポリテク岡山 12 2 17 3/10,11
機械加工　
旋盤加工技術（3つ爪編 ) ポリテク岡山 18 3 17 6/15,16,17 12/9,10,11
旋盤加工技術（4つ爪編） ポリテク岡山 18 3 18 6/24,25,26 12/16,17,18
ＮＣ旋盤プログラミング技術 ポリテク岡山 24 4 18 5/21,22,25,26 10/22,23,26,27
ＮＣ旋盤プログラミング技術 中国能開大 18 3 34 8/3,4,5
フライス盤加工技術 ポリテク岡山 18 3 18 7/1,2,3 1/13,14,15
マシニングセンタプログラミング技術 ポリテク岡山 24 4 18 6/1,2,3,4 11/26,27,30,12/1
金属加工／成形加工　
半自動アーク溶接技能クリニック ポリテク岡山 12 2 19 11/4,5 2/16,17
ＴＩＧ溶接技能クリニック ポリテク岡山 12 2 19 10/6,7 2/3,4
ろう付技能クリニック ポリテク岡山 12 2 20 9/8,9 3/3,4
金属材料の理論と実際（材料選定技術編）＜一部オンライン＞ ポリテク岡山 12 3 20 10/13,14,29
金属材料の理論と実際（表面処理プロセス編）＜一部オンライン＞ ポリテク岡山 12 3 20 1/25,26 2/5
金属材料の熱処理技術 中国能開大 12 2 35 7/21,22
鉄鋼材料の熱処理技術（表面硬化法） 中国能開大 18 3 35 7/27,28,29
鉄鋼材料の熱処理技術（標準プロセス編）＜一部オンライン＞ ポリテク岡山 12 3 20 10/19,20,30
測定／検査
精密測定技術 ポリテク岡山 12 2 19 4/27,28 9/3,4 1/28,29
精密測定技術 中国能開大 18 3 35 8/21,24,26
精密測定技術（校正・精度管理） 中国能開大 12 2 36 2/1,2
三次元測定技術 ポリテク岡山 12 2 19 2/4,5

工
場
管
理
・
教
育
訓
練

工場管理　
収益性向上のための現場改善マネジメント ポリテク岡山 12 2 28 7/16,17
製造業におけるコストダウン実践法 ポリテク岡山 12 2 28 11/19,20
製造現場におけるヒューマンエラー対策と実践的技法 ポリテク岡山 12 2 28 5/21,22 11/5,6
生産現場に活かす品質管理技法＜製造業必須QC編＞ 中国能開大 18 3 46 8/18,19,20
生産現場における現場改善技法 中国能開大 12 2 46 9/14,15
新QC7つ道具活用による製造現場における品質改善・品質保証 中国能開大 12 2 46 6/8,9 10/13,14
教育訓練
５Ｓによるムダ取り・改善の進め方 ポリテク岡山 12 2 29 6/16,18 10/13,15
生産現場で活用するリーダーシップ手法 ポリテク岡山 12 2 29 5/28,29 9/10,11
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居
住
系

建築計画／建築意匠設計　
実践建築設計 2次元CAD技術（操作編） ポリテク岡山 18 3 26 6/20,21,27 9/15,16,17
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実践建築設計３次元CAD技術（申請図面作成編） ポリテク岡山 12 2 27 10/8,9
施工計画・管理／建築情報支援
BIMを用いた建築生産設計技術 ポリテク岡山 12 2 27 5/28,29 11/12,13
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電
気
・
電
子
・

情
報
系

通信設備／通信システム設計　
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ＶＬＡＮ間ルーティング技術 ポリテク岡山 12 2 24 8/6,7 2/4,5
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電気設備工事／通信設備工事
冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 ポリテク岡山 12 2 23 9/28,29
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※各月の日程は、当該研修コースの研修実施日です。
※会場表記について、「ポリテク岡山」はポリテクセンター岡山、「中国能開大」は中国職業能力開発大学校となります。

2026年度能力開発セミナーコース一覧　      【電気・電子・情報系】
2026年 4月～ 2027年 3月

区分 研修コース名 会場 研修
時間

研修
日数

掲 載
ページ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

電
気
・
電
子
・
情
報
系

回路設計 /システム設計
電子回路の計測技術 中国能開大 12 2 36 7/23,24 11/18,25
ディジタル回路設計技術 中国能開大 12 2 36 12/17,18
HDL による回路設計技術 中国能開大 12 2 36 1/28,29
パワー・デバイス回路設計技術 中国能開大 12 2 37 7/16,17
プリント基板設計技術<KiCad 編 > 中国能開大 12 2 37 4/15,16
組込みマイコン /システム開発
組込み技術者のためのプログラミング（関数・配列編） ポリテク岡山 12 2 24 4/13,14
組込み技術者のためのプログラミング（ポインタ編） ポリテク岡山 12 2 25 5/14,15
組込み技術者のためのプログラミング（ライントレースロボット編）ポリテク岡山 12 2 25 6/11,12
組込み技術者のためのプログラミング（C言語構文編） 中国能開大 12 2 37 5/8,15 9/29,30
マイコン制御システム開発技術（ArduinoI/O編 ) 中国能開大 12 2 37 5/19,26
マイコン制御システム開発技術（測定・制御編） 中国能開大 12 2 38 6/2,9
マイコン制御システム開発技術 中国能開大 12 2 38 6/20,27
マイコン制御システム開発技術　（PIC 編） 中国能開大 12 2 38 10/24,31
マイコンによるシリアル通信活用技術　（PIC 編） 中国能開大 12 2 38 1/16,23
ものづくり現場におけるAI 活用技術 中国能開大 12 2 39 5/21,22
組込み技術者のためのプログラミング<DXものづくりとPython> 中国能開大 12 2 39 6/18,19
センサを活用した IoT アプリケーション開発技術 中国能開大 12 2 39 12/3,4
オープンソースによる画像処理・認識プログラム開発<Python 編 > 中国能開大 12 2 39 9/11,18
AI 活用による画像認識システムの開発
<Tensorfl owと Python によるAI プログラミング>

ポリテク岡山 12 2 45 ※お申込みはいずれも
中国能開大へ

6/4,5
中国能開大 12 2 40 11/19,20

エッジコンピュータを用いたAI 活用技術 中国能開大 12 2 40 12/4,11
Webを活用した生産支援システム構築技術 中国能開大 12 2 40 12/24,25
表計算ソフトを活用したデータ通信プログラミング 中国能開大 12 2 40 9/30,10/1
PLCによる通信システム構築技術 （Java,MCプロトコル編）ポリテク岡山 12 2 24 10/8,9
PLCによる通信システム構築技術 （ExcelVBA, MX Component編）ポリテク岡山 12 2 24 11/12,13
制御システム設計
有接点シーケンス制御の実践技術 ポリテク岡山 12 2 21 4/22,23 7/28,29 10/6,7 1/14,15
有接点シーケンス制御の実践技術 中国能開大 18 3 41 5/20,21,22 7/1,2,3
シーケンス制御による電動機制御技術 ポリテク岡山 12 2 21 5/26,27 9/14,15
PLC プログラミング技術 ポリテク岡山 12 2 21 5/12,13 10/28,29 2/3,4
PLC プログラミング技術 中国能開大 12 2 41 6/3,4 10/6,7
PLC による電動機制御の実務 ポリテク岡山 12 2 21 6/11,12
PLC 制御の応用技術 中国能開大 12 2 41 8/19,20
PLC による FAセンサ活用技術 中国能開大 12 2 42 10/14,15
PLC による位置決め制御技術 中国能開大 12 2 42 9/24,25
PLC によるインバータ制御技術 中国能開大 12 2 43 10/22,23
PLC によるタッチパネル活用技術 中国能開大 12 2 41 9/3,4
PLC 制御の回路技術<シーケンス制御作業> 中国能開大 12 2 42 11/19,20
PLC 制御システムのマイコン換装技術 中国能開大 12 2 42 12/5,12
電動機のインバータ活用技術 中国能開大 12 2 43 8/5,6
PLC による電気空気圧技術 ポリテク岡山 12 2 22 12/3,4
空気圧実践技術 中国能開大 18 3 43 6/24,25,26
オブジェクト指向による組込みプログラム開発技術(Java編) ポリテク岡山 12 2 25 9/7,8
Webを活用した生産支援システム構築技術(Java、サーブレット編) ポリテク岡山 12 2 25 1/14,15
センサを活用したIoTアプリケーション開発技術(Arduino編) ポリテク岡山 12 2 26 7/23,24
生産設備保全
現場のための電気保全技術 中国能開大 12 2 43 9/10,11
電気系保全実践技術（有接点編） ポリテク岡山 12 2 22 11/11,12
電気系保全実践技術（有接点編） 中国能開大 12 2 44 11/8,15
機械の電気保全技術 中国能開大 18 3 44 5/27,28,29
電気系保全実践技術（PLC編） ポリテク岡山 12 2 22 11/25,26
電気系保全実践技術（PLC編） 中国能開大 12 2 44 11/29,12/6
実践的 PLC制御技術 ポリテク岡山 12 2 22 8/25,26
低圧電気設備の保守点検技術 ポリテク岡山 12 2 23 10/14,15
半導体デバイス製造プロセス<チップ製造編> 中国能開大 12 2 44 11/5,12
半導体デバイス製造プロセス<チップ組立編> 中国能開大 12 2 45 11/19,26
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パワー・デバイス回路設計技術 中国能開大 12 2 37 7/16,17
プリント基板設計技術<KiCad 編 > 中国能開大 12 2 37 4/15,16
組込みマイコン /システム開発
組込み技術者のためのプログラミング（関数・配列編） ポリテク岡山 12 2 24 4/13,14
組込み技術者のためのプログラミング（ポインタ編） ポリテク岡山 12 2 25 5/14,15
組込み技術者のためのプログラミング（ライントレースロボット編）ポリテク岡山 12 2 25 6/11,12
組込み技術者のためのプログラミング（C言語構文編） 中国能開大 12 2 37 5/8,15 9/29,30
マイコン制御システム開発技術（ArduinoI/O編 ) 中国能開大 12 2 37 5/19,26
マイコン制御システム開発技術（測定・制御編） 中国能開大 12 2 38 6/2,9
マイコン制御システム開発技術 中国能開大 12 2 38 6/20,27
マイコン制御システム開発技術　（PIC 編） 中国能開大 12 2 38 10/24,31
マイコンによるシリアル通信活用技術　（PIC 編） 中国能開大 12 2 38 1/16,23
ものづくり現場におけるAI 活用技術 中国能開大 12 2 39 5/21,22
組込み技術者のためのプログラミング<DXものづくりとPython> 中国能開大 12 2 39 6/18,19
センサを活用した IoT アプリケーション開発技術 中国能開大 12 2 39 12/3,4
オープンソースによる画像処理・認識プログラム開発<Python 編 > 中国能開大 12 2 39 9/11,18
AI 活用による画像認識システムの開発
<Tensorfl owと Python によるAI プログラミング>

ポリテク岡山 12 2 45 ※お申込みはいずれも
中国能開大へ

6/4,5
中国能開大 12 2 40 11/19,20

エッジコンピュータを用いたAI 活用技術 中国能開大 12 2 40 12/4,11
Webを活用した生産支援システム構築技術 中国能開大 12 2 40 12/24,25
表計算ソフトを活用したデータ通信プログラミング 中国能開大 12 2 40 9/30,10/1
PLCによる通信システム構築技術 （Java,MCプロトコル編）ポリテク岡山 12 2 24 10/8,9
PLCによる通信システム構築技術 （ExcelVBA, MX Component編）ポリテク岡山 12 2 24 11/12,13
制御システム設計
有接点シーケンス制御の実践技術 ポリテク岡山 12 2 21 4/22,23 7/28,29 10/6,7 1/14,15
有接点シーケンス制御の実践技術 中国能開大 18 3 41 5/20,21,22 7/1,2,3
シーケンス制御による電動機制御技術 ポリテク岡山 12 2 21 5/26,27 9/14,15
PLC プログラミング技術 ポリテク岡山 12 2 21 5/12,13 10/28,29 2/3,4
PLC プログラミング技術 中国能開大 12 2 41 6/3,4 10/6,7
PLC による電動機制御の実務 ポリテク岡山 12 2 21 6/11,12
PLC 制御の応用技術 中国能開大 12 2 41 8/19,20
PLC による FAセンサ活用技術 中国能開大 12 2 42 10/14,15
PLC による位置決め制御技術 中国能開大 12 2 42 9/24,25
PLC によるインバータ制御技術 中国能開大 12 2 43 10/22,23
PLC によるタッチパネル活用技術 中国能開大 12 2 41 9/3,4
PLC 制御の回路技術<シーケンス制御作業> 中国能開大 12 2 42 11/19,20
PLC 制御システムのマイコン換装技術 中国能開大 12 2 42 12/5,12
電動機のインバータ活用技術 中国能開大 12 2 43 8/5,6
PLC による電気空気圧技術 ポリテク岡山 12 2 22 12/3,4
空気圧実践技術 中国能開大 18 3 43 6/24,25,26
オブジェクト指向による組込みプログラム開発技術(Java編) ポリテク岡山 12 2 25 9/7,8
Webを活用した生産支援システム構築技術(Java、サーブレット編) ポリテク岡山 12 2 25 1/14,15
センサを活用したIoTアプリケーション開発技術(Arduino編) ポリテク岡山 12 2 26 7/23,24
生産設備保全
現場のための電気保全技術 中国能開大 12 2 43 9/10,11
電気系保全実践技術（有接点編） ポリテク岡山 12 2 22 11/11,12
電気系保全実践技術（有接点編） 中国能開大 12 2 44 11/8,15
機械の電気保全技術 中国能開大 18 3 44 5/27,28,29
電気系保全実践技術（PLC編） ポリテク岡山 12 2 22 11/25,26
電気系保全実践技術（PLC編） 中国能開大 12 2 44 11/29,12/6
実践的 PLC制御技術 ポリテク岡山 12 2 22 8/25,26
低圧電気設備の保守点検技術 ポリテク岡山 12 2 23 10/14,15
半導体デバイス製造プロセス<チップ製造編> 中国能開大 12 2 44 11/5,12
半導体デバイス製造プロセス<チップ組立編> 中国能開大 12 2 45 11/19,26
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2026年度能力開発セミナーコース一覧　      【電気・電子・情報系】

区分 研修コース名 会場 研修
時間

研修
日数

掲 載
ページ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

電
気
・
電
子
・
情
報
系

回路設計 /システム設計
電子回路の計測技術 中国能開大 12 2 36 7/23,24 11/18,25
ディジタル回路設計技術 中国能開大 12 2 36 12/17,18
HDL による回路設計技術 中国能開大 12 2 36 1/28,29
パワー・デバイス回路設計技術 中国能開大 12 2 37 7/16,17
プリント基板設計技術<KiCad 編 > 中国能開大 12 2 37 4/15,16
組込みマイコン /システム開発
組込み技術者のためのプログラミング（関数・配列編） ポリテク岡山 12 2 24 4/13,14
組込み技術者のためのプログラミング（ポインタ編） ポリテク岡山 12 2 25 5/14,15
組込み技術者のためのプログラミング（ライントレースロボット編）ポリテク岡山 12 2 25 6/11,12
組込み技術者のためのプログラミング（C言語構文編） 中国能開大 12 2 37 5/8,15 9/29,30
マイコン制御システム開発技術（ArduinoI/O編 ) 中国能開大 12 2 37 5/19,26
マイコン制御システム開発技術（測定・制御編） 中国能開大 12 2 38 6/2,9
マイコン制御システム開発技術 中国能開大 12 2 38 6/20,27
マイコン制御システム開発技術　（PIC 編） 中国能開大 12 2 38 10/24,31
マイコンによるシリアル通信活用技術　（PIC 編） 中国能開大 12 2 38 1/16,23
ものづくり現場におけるAI 活用技術 中国能開大 12 2 39 5/21,22
組込み技術者のためのプログラミング<DXものづくりとPython> 中国能開大 12 2 39 6/18,19
センサを活用した IoT アプリケーション開発技術 中国能開大 12 2 39 12/3,4
オープンソースによる画像処理・認識プログラム開発<Python 編 > 中国能開大 12 2 39 9/11,18
AI 活用による画像認識システムの開発
<Tensorfl owと Python によるAI プログラミング>

ポリテク岡山 12 2 45 ※お申込みはいずれも
中国能開大へ

6/4,5
中国能開大 12 2 40 11/19,20

エッジコンピュータを用いたAI 活用技術 中国能開大 12 2 40 12/4,11
Webを活用した生産支援システム構築技術 中国能開大 12 2 40 12/24,25
表計算ソフトを活用したデータ通信プログラミング 中国能開大 12 2 40 9/30,10/1
PLCによる通信システム構築技術 （Java,MCプロトコル編）ポリテク岡山 12 2 24 10/8,9
PLCによる通信システム構築技術 （ExcelVBA, MX Component編）ポリテク岡山 12 2 24 11/12,13
制御システム設計
有接点シーケンス制御の実践技術 ポリテク岡山 12 2 21 4/22,23 7/28,29 10/6,7 1/14,15
有接点シーケンス制御の実践技術 中国能開大 18 3 41 5/20,21,22 7/1,2,3
シーケンス制御による電動機制御技術 ポリテク岡山 12 2 21 5/26,27 9/14,15
PLC プログラミング技術 ポリテク岡山 12 2 21 5/12,13 10/28,29 2/3,4
PLC プログラミング技術 中国能開大 12 2 41 6/3,4 10/6,7
PLC による電動機制御の実務 ポリテク岡山 12 2 21 6/11,12
PLC 制御の応用技術 中国能開大 12 2 41 8/19,20
PLC による FAセンサ活用技術 中国能開大 12 2 42 10/14,15
PLC による位置決め制御技術 中国能開大 12 2 42 9/24,25
PLC によるインバータ制御技術 中国能開大 12 2 43 10/22,23
PLC によるタッチパネル活用技術 中国能開大 12 2 41 9/3,4
PLC 制御の回路技術<シーケンス制御作業> 中国能開大 12 2 42 11/19,20
PLC 制御システムのマイコン換装技術 中国能開大 12 2 42 12/5,12
電動機のインバータ活用技術 中国能開大 12 2 43 8/5,6
PLC による電気空気圧技術 ポリテク岡山 12 2 22 12/3,4
空気圧実践技術 中国能開大 18 3 43 6/24,25,26
オブジェクト指向による組込みプログラム開発技術(Java編) ポリテク岡山 12 2 25 9/7,8
Webを活用した生産支援システム構築技術(Java、サーブレット編) ポリテク岡山 12 2 25 1/14,15
センサを活用したIoTアプリケーション開発技術(Arduino編) ポリテク岡山 12 2 26 7/23,24
生産設備保全
現場のための電気保全技術 中国能開大 12 2 43 9/10,11
電気系保全実践技術（有接点編） ポリテク岡山 12 2 22 11/11,12
電気系保全実践技術（有接点編） 中国能開大 12 2 44 11/8,15
機械の電気保全技術 中国能開大 18 3 44 5/27,28,29
電気系保全実践技術（PLC編） ポリテク岡山 12 2 22 11/25,26
電気系保全実践技術（PLC編） 中国能開大 12 2 44 11/29,12/6
実践的 PLC制御技術 ポリテク岡山 12 2 22 8/25,26
低圧電気設備の保守点検技術 ポリテク岡山 12 2 23 10/14,15
半導体デバイス製造プロセス<チップ製造編> 中国能開大 12 2 44 11/5,12
半導体デバイス製造プロセス<チップ組立編> 中国能開大 12 2 45 11/19,26
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ポリテク岡山

19
半自動アーク溶接技能クリニック

ポリテク岡山

19
ＴＩＧ溶接技能クリニック

ポリテク岡山

20
ろう付技能クリニック

中国能開大

35
金属材料の熱処理技術

中国能開大

35

鉄鋼材料の熱処理技術
（表面硬化法）

ポリテク岡山

20

金属材料の理論と実際
（材料選定技術編）

ポリテク岡山

20

鉄鋼材料の熱処理技術
（標準プロセス編）

ポリテク岡山

20

金属材料の理論と実際
（表面処理プロセス編）

ポリテク岡山 中国能開大

19,35
精密測定技術

中国能開大

36

精密測定技術
（校正・精度管理）

ポリテク岡山

19
三次元測定技術

ポリテク岡山

26

実践建築設計２次元ＣＡＤ技術
（操作編）

ポリテク岡山

26

実践建築設計２次元ＣＡＤ技術
（平面詳細編）

ポリテク岡山

26

実践建築設計２次元ＣＡＤ技術
（立面編）

ポリテク岡山

27

実践建築設計3次元CAD技術
（プレゼン総合編）

ポリテク岡山

27

実践建築設計3次元ＣＡＤ技術
（申請図面作成編）

ポリテク岡山

27
BIMを用いた建築生産設計技術

ポリテク岡山

27
地理情報システムの運用技術

金
属
・
成
型
加
工
を
学
び
た
い
方

測
定
・
検
査
を
学
び
た
い
方

建
築
計
画
・
建
築
意
匠
設
計
を

学
び
た
い
方

建
築
情
報
支
援
・

施
工
計
画
管
理
を
学
び
た
い
方

3つのセミナーで「金属部品の仕様を考え、提案できる技術を養う」

ポリテク岡山

16
機械設計のための総合力学

ポリテク岡山 中国能開大

中国能開大

16,32
２次元ＣＡＤによる機械製図技術

ポリテク岡山

17

３次元ＣＡＤを活用した
ソリッドモデリング技術

ポリテク岡山

17

設計に活かす３次元ＣＡＤ
ソリッドモデリング技術

ポリテク岡山

17

設計者ＣＡＥを活用した構造解析
<SimulationXpress,CAE用Fusion>

中国能開大

33

設計者ＣＡＥを活用した構造解析
＜静解析編＞

中国能開大

32
幾何公差の解釈と活用演習

中国能開大

34

設計者ＣＡＥを活用した振動解析
＜動解析編＞

中国能開大

34
治具設計の勘どころ

ポリテク岡山

17
旋盤加工技術（3つ爪編）

ポリテク岡山

18
旋盤加工技術（4つ爪編）

中国能開大ポリテク岡山

18,34
ＮＣ旋盤プログラミング技術

中国能開大ポリテク岡山

16,32
実践機械製図

ポリテク岡山

18
フライス盤加工技術

ポリテク岡山

18

マシニングセンタ
プログラミング技術

中国能開大

33

３次元CADを活用した
アセンブリ技術

NEW!

機
械
設
計
を
学
び
た
い
方

機
械
加
工
を
学
び
た
い
方

体系的・段階的に受講することにより、技能・技術の更なる向上が図れます。
　ポリテク岡山　：ポリテクセンター岡山 　 中国能開大　  ：中国職業能力開発大学校

セミナーコース受講体系
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鉄鋼材料の熱処理技術
（標準プロセス編）

ポリテク岡山

20

金属材料の理論と実際
（表面処理プロセス編）

ポリテク岡山 中国能開大

19,35
精密測定技術

中国能開大

36

精密測定技術
（校正・精度管理）

ポリテク岡山

19
三次元測定技術

ポリテク岡山

26

実践建築設計２次元ＣＡＤ技術
（操作編）

ポリテク岡山

26

実践建築設計２次元ＣＡＤ技術
（平面詳細編）

ポリテク岡山

26

実践建築設計２次元ＣＡＤ技術
（立面編）

ポリテク岡山

27

実践建築設計3次元CAD技術
（プレゼン総合編）

ポリテク岡山

27

実践建築設計3次元ＣＡＤ技術
（申請図面作成編）

ポリテク岡山

27
BIMを用いた建築生産設計技術

ポリテク岡山

27
地理情報システムの運用技術
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計
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築
意
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た
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建
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情
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援
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施
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計
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学
び
た
い
方

3つのセミナーで「金属部品の仕様を考え、提案できる技術を養う」

ポリテク岡山

16
機械設計のための総合力学

ポリテク岡山 中国能開大

中国能開大

16,32
２次元ＣＡＤによる機械製図技術

ポリテク岡山

17

３次元ＣＡＤを活用した
ソリッドモデリング技術

ポリテク岡山

17

設計に活かす３次元ＣＡＤ
ソリッドモデリング技術

ポリテク岡山

17

設計者ＣＡＥを活用した構造解析
<SimulationXpress,CAE用Fusion>

中国能開大

33

設計者ＣＡＥを活用した構造解析
＜静解析編＞

中国能開大

32
幾何公差の解釈と活用演習

中国能開大

34

設計者ＣＡＥを活用した振動解析
＜動解析編＞

中国能開大

34
治具設計の勘どころ

ポリテク岡山

17
旋盤加工技術（3つ爪編）

ポリテク岡山

18
旋盤加工技術（4つ爪編）

中国能開大ポリテク岡山

18,34
ＮＣ旋盤プログラミング技術

中国能開大ポリテク岡山

16,32
実践機械製図

ポリテク岡山

18
フライス盤加工技術

ポリテク岡山

18

マシニングセンタ
プログラミング技術

中国能開大

33

３次元CADを活用した
アセンブリ技術

NEW!

機
械
設
計
を
学
び
た
い
方

機
械
加
工
を
学
び
た
い
方

セミナーコース受講体系
□内の数字は、コース詳細のページ番号です。
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設計者ＣＡＥを活用した振動解析
＜動解析編＞
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旋盤加工技術（3つ爪編）
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フライス盤加工技術
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マシニングセンタ
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中国能開大

33
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（立面編）

ポリテク岡山

27

実践建築設計3次元CAD技術
（プレゼン総合編）

ポリテク岡山

27

実践建築設計3次元ＣＡＤ技術
（申請図面作成編）

ポリテク岡山

27
BIMを用いた建築生産設計技術

ポリテク岡山

27
地理情報システムの運用技術

金
属
・
成
型
加
工
を
学
び
た
い
方

測
定
・
検
査
を
学
び
た
い
方

建
築
計
画
・
建
築
意
匠
設
計
を

学
び
た
い
方

建
築
情
報
支
援
・

施
工
計
画
管
理
を
学
び
た
い
方

3つのセミナーで「金属部品の仕様を考え、提案できる技術を養う」

ポリテク岡山

16
機械設計のための総合力学

ポリテク岡山 中国能開大

中国能開大

16,32
２次元ＣＡＤによる機械製図技術

ポリテク岡山

17

３次元ＣＡＤを活用した
ソリッドモデリング技術

ポリテク岡山

17

設計に活かす３次元ＣＡＤ
ソリッドモデリング技術

ポリテク岡山

17

設計者ＣＡＥを活用した構造解析
<SimulationXpress,CAE用Fusion>

中国能開大

33

設計者ＣＡＥを活用した構造解析
＜静解析編＞

中国能開大

32
幾何公差の解釈と活用演習

中国能開大

34

設計者ＣＡＥを活用した振動解析
＜動解析編＞

中国能開大

34
治具設計の勘どころ

ポリテク岡山

17
旋盤加工技術（3つ爪編）

ポリテク岡山

18
旋盤加工技術（4つ爪編）

中国能開大ポリテク岡山

18,34
ＮＣ旋盤プログラミング技術

中国能開大ポリテク岡山

16,32
実践機械製図

ポリテク岡山

18
フライス盤加工技術

ポリテク岡山

18

マシニングセンタ
プログラミング技術

中国能開大

33

３次元CADを活用した
アセンブリ技術

NEW!

機
械
設
計
を
学
び
た
い
方

機
械
加
工
を
学
び
た
い
方

セミナーコース受講体系
□内の数字は、コース詳細のページ番号です。
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ポリテク岡山

28

収益性向上のための
現場改善マネジメント

ポリテク岡山

28

製造業における
コストダウン実践法

ポリテク岡山

28

製造現場におけるヒューマンエラー
対策と実践的技法

ポリテク岡山

29
5Sによるムダ取り・改善の進め方

ポリテク岡山

29

生産現場で活用する
リーダーシップ手法

中国能開大

46

生産現場に活かす品質管理技法
〈製造業必須QC編〉

中国能開大

46
生産現場における現場改善技法

中国能開大

27

新ＱＣ７つ道具活用による
製造現場における
品質改善・品質保証

中国能開大

46

新ＱＣ７つ道具活用による
製造現場における
品質改善・品質保証

ポリテク岡山

29

現場を動かすプレゼンテーション
テクニック

NEW!

工
場
管
理
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
た
い
方

教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
た
い
方

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
有接点シーケンス制御の実践技術

ポリテク岡山

21

シーケンス制御による
電動機制御技術

ポリテク岡山

22
ＰＬＣによる電気空気圧技術

ポリテク岡山

21
ＰＬＣによる電動機制御の実務

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
ＰＬＣプログラミング技術

中国能開大

41
ＰＬＣ制御の応用技術

中国能開大

42
ＰＬＣによるＦＡセンサ活用技術

中国能開大

41
ＰＬＣによるタッチパネル活用技術

中国能開大

42
ＰＬＣによる位置決め制御技術

中国能開大

42

ＰＬＣ制御システムの
マイコン換装技術

中国能開大

43
ＰＬＣによるインバータ制御技術

中国能開大

43
空気圧実践技術

中国能開大

43
現場のための電気保全技術

ポリテク岡山 中国能開大

22,44
電気系保全実践技術（有接点編）

中国能開大

44
機械の電気保全技術

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
有接点シーケンス制御の実践技術

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
ＰＬＣプログラミング技術

ポリテク岡山

22
電気系保全実践技術（PLC編）

ポリテク岡山

22
実践的ＰＬＣ制御技術

中国能開大

44

半導体デバイス製造プロセス
＜チップ製造編＞

中国能開大

45

半導体デバイス製造プロセス
＜チップ組立編＞

中国能開大

44
電気系保全実践技術（ＰＬＣ編）

中国能開大

42

ＰＬＣ制御の回路技術
＜シーケンス制御作業＞

中国能開大

43
電動機のインバータ活用技術

NEW!

制
御
シ
ス
テ
ム
設
計
を
学
び
た
い
方

生
産
設
備
保
全
を
学
び
た
い
方

体系的・段階的に受講することにより、技能・技術の更なる向上が図れます。
　ポリテク岡山　：ポリテクセンター岡山 　 中国能開大　  ：中国職業能力開発大学校
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ポリテク岡山

28

収益性向上のための
現場改善マネジメント

ポリテク岡山

28

製造業における
コストダウン実践法

ポリテク岡山

28

製造現場におけるヒューマンエラー
対策と実践的技法

ポリテク岡山

29
5Sによるムダ取り・改善の進め方

ポリテク岡山

29

生産現場で活用する
リーダーシップ手法

中国能開大

46

生産現場に活かす品質管理技法
〈製造業必須QC編〉

中国能開大

46
生産現場における現場改善技法

中国能開大

27

新ＱＣ７つ道具活用による
製造現場における
品質改善・品質保証

中国能開大

46

新ＱＣ７つ道具活用による
製造現場における
品質改善・品質保証

ポリテク岡山

29

現場を動かすプレゼンテーション
テクニック

NEW!

工
場
管
理
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
た
い
方

教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
た
い
方

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
有接点シーケンス制御の実践技術

ポリテク岡山

21

シーケンス制御による
電動機制御技術

ポリテク岡山

22
ＰＬＣによる電気空気圧技術

ポリテク岡山

21
ＰＬＣによる電動機制御の実務

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
ＰＬＣプログラミング技術

中国能開大

41
ＰＬＣ制御の応用技術

中国能開大

42
ＰＬＣによるＦＡセンサ活用技術

中国能開大

41
ＰＬＣによるタッチパネル活用技術

中国能開大

42
ＰＬＣによる位置決め制御技術

中国能開大

42

ＰＬＣ制御システムの
マイコン換装技術

中国能開大

43
ＰＬＣによるインバータ制御技術

中国能開大

43
空気圧実践技術

中国能開大

43
現場のための電気保全技術

ポリテク岡山 中国能開大

22,44
電気系保全実践技術（有接点編）

中国能開大

44
機械の電気保全技術

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
有接点シーケンス制御の実践技術

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
ＰＬＣプログラミング技術

ポリテク岡山

22
電気系保全実践技術（PLC編）

ポリテク岡山

22
実践的ＰＬＣ制御技術

中国能開大

44

半導体デバイス製造プロセス
＜チップ製造編＞

中国能開大

45

半導体デバイス製造プロセス
＜チップ組立編＞

中国能開大

44
電気系保全実践技術（ＰＬＣ編）

中国能開大

42

ＰＬＣ制御の回路技術
＜シーケンス制御作業＞

中国能開大

43
電動機のインバータ活用技術

NEW!

制
御
シ
ス
テ
ム
設
計
を
学
び
た
い
方

生
産
設
備
保
全
を
学
び
た
い
方

□内の数字は、コース詳細のページ番号です。
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ポリテク岡山

28

収益性向上のための
現場改善マネジメント

ポリテク岡山

28

製造業における
コストダウン実践法

ポリテク岡山

28

製造現場におけるヒューマンエラー
対策と実践的技法

ポリテク岡山

29
5Sによるムダ取り・改善の進め方

ポリテク岡山

29

生産現場で活用する
リーダーシップ手法

中国能開大

46

生産現場に活かす品質管理技法
〈製造業必須QC編〉

中国能開大

46
生産現場における現場改善技法

中国能開大

27

新ＱＣ７つ道具活用による
製造現場における
品質改善・品質保証

中国能開大

46

新ＱＣ７つ道具活用による
製造現場における
品質改善・品質保証

ポリテク岡山

29

現場を動かすプレゼンテーション
テクニック

NEW!

工
場
管
理
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
た
い
方

教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
た
い
方

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
有接点シーケンス制御の実践技術

ポリテク岡山

21

シーケンス制御による
電動機制御技術

ポリテク岡山

22
ＰＬＣによる電気空気圧技術

ポリテク岡山

21
ＰＬＣによる電動機制御の実務

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
ＰＬＣプログラミング技術

中国能開大

41
ＰＬＣ制御の応用技術

中国能開大

42
ＰＬＣによるＦＡセンサ活用技術

中国能開大

41
ＰＬＣによるタッチパネル活用技術

中国能開大

42
ＰＬＣによる位置決め制御技術

中国能開大

42

ＰＬＣ制御システムの
マイコン換装技術

中国能開大

43
ＰＬＣによるインバータ制御技術

中国能開大

43
空気圧実践技術

中国能開大

43
現場のための電気保全技術

ポリテク岡山 中国能開大

22,44
電気系保全実践技術（有接点編）

中国能開大

44
機械の電気保全技術

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
有接点シーケンス制御の実践技術

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
ＰＬＣプログラミング技術

ポリテク岡山

22
電気系保全実践技術（PLC編）

ポリテク岡山

22
実践的ＰＬＣ制御技術

中国能開大

44

半導体デバイス製造プロセス
＜チップ製造編＞

中国能開大

45

半導体デバイス製造プロセス
＜チップ組立編＞

中国能開大

44
電気系保全実践技術（ＰＬＣ編）

中国能開大

42

ＰＬＣ制御の回路技術
＜シーケンス制御作業＞

中国能開大

43
電動機のインバータ活用技術

NEW!

制
御
シ
ス
テ
ム
設
計
を
学
び
た
い
方

生
産
設
備
保
全
を
学
び
た
い
方

体系的・段階的に受講することにより、技能・技術の更なる向上が図れます。
　ポリテク岡山　：ポリテクセンター岡山 　 中国能開大　  ：中国職業能力開発大学校
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ポリテク岡山

28

収益性向上のための
現場改善マネジメント

ポリテク岡山

28

製造業における
コストダウン実践法

ポリテク岡山

28

製造現場におけるヒューマンエラー
対策と実践的技法

ポリテク岡山

29
5Sによるムダ取り・改善の進め方

ポリテク岡山

29

生産現場で活用する
リーダーシップ手法

中国能開大

46

生産現場に活かす品質管理技法
〈製造業必須QC編〉

中国能開大

46
生産現場における現場改善技法

中国能開大

27

新ＱＣ７つ道具活用による
製造現場における
品質改善・品質保証

中国能開大

46

新ＱＣ７つ道具活用による
製造現場における
品質改善・品質保証

ポリテク岡山

29

現場を動かすプレゼンテーション
テクニック

NEW!

工
場
管
理
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
た
い
方

教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
た
い
方

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
有接点シーケンス制御の実践技術

ポリテク岡山

21

シーケンス制御による
電動機制御技術

ポリテク岡山

22
ＰＬＣによる電気空気圧技術

ポリテク岡山

21
ＰＬＣによる電動機制御の実務

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
ＰＬＣプログラミング技術

中国能開大

41
ＰＬＣ制御の応用技術

中国能開大

42
ＰＬＣによるＦＡセンサ活用技術

中国能開大

41
ＰＬＣによるタッチパネル活用技術

中国能開大

42
ＰＬＣによる位置決め制御技術

中国能開大

42

ＰＬＣ制御システムの
マイコン換装技術

中国能開大

43
ＰＬＣによるインバータ制御技術

中国能開大

43
空気圧実践技術

中国能開大

43
現場のための電気保全技術

ポリテク岡山 中国能開大

22,44
電気系保全実践技術（有接点編）

中国能開大

44
機械の電気保全技術

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
有接点シーケンス制御の実践技術

ポリテク岡山 中国能開大

21,41
ＰＬＣプログラミング技術

ポリテク岡山

22
電気系保全実践技術（PLC編）

ポリテク岡山

22
実践的ＰＬＣ制御技術

中国能開大

44

半導体デバイス製造プロセス
＜チップ製造編＞

中国能開大

45

半導体デバイス製造プロセス
＜チップ組立編＞

中国能開大

44
電気系保全実践技術（ＰＬＣ編）

中国能開大

42

ＰＬＣ制御の回路技術
＜シーケンス制御作業＞

中国能開大

43
電動機のインバータ活用技術

NEW!

制
御
シ
ス
テ
ム
設
計
を
学
び
た
い
方

生
産
設
備
保
全
を
学
び
た
い
方

□内の数字は、コース詳細のページ番号です。
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中国能開大

中国能開大

37

プリント基板設計技術
＜KiCad編＞

中国能開大

37
パワー・デバイス回路設計技術

中国能開大

36
ディジタル回路設計技術

中国能開大

36
電子回路の計測技術

ポリテク岡山

37

組込み技術者のための
プログラミング
（C言語構文編）

中国能開大

39

組込み技術者のための
プログラミング

＜DXものづくりとPython＞

中国能開大

39

ものづくり現場における
AI活用技術

中国能開大

39

センサを活用した
ＩｏＴアプリケーション開発技術
＜無線ネットワーク構築から見える化まで＞

中国能開大

37

マイコン制御システム開発技術
（Arduino I／O編）

中国能開大

38
マイコン制御システム開発技術

中国能開大

38

マイコン制御システム開発技術
（ＰＩＣ編）

中国能開大

36

HDLによる回路設計技術
＜ＡＩ時代を支えるＦＰＧＡを学んでみませんか？＞

中国能開大

39

オープンソースによる
画像処理・認識プログラム開発

＜Python編＞

中国能開大

38

マイコン制御システム開発技術
（測定・制御編）

中国能開大

40

Ｗｅｂを活用した
生産支援システム構築技術

中国能開大

40

表計算ソフトを活用した
データ通信プログラミング

中国能開大

38

マイコンによるシリアル通信
活用技術（ＰＩＣ編）

中国能開大

40

エッジコンピュータを用いた
AI活用技術

中国能開大

40,45

AI活用による画像認識システムの開発
＜TensorflowとPythonによる

AIプログラミング＞

NEW!

NEW!

NEW!

NEW!

NEW!

NEW!回
路
設
計
／
シ
ス
テ
ム
設
計
を
学
び
た
い
方

組
込
み
マ
イ
コ
ン
／
シ
ス
テ
ム
開
発
を
学
び
た
い
方

NEW!
ReRe

※いずれの会場に関しても
　申し込みは中国能開大に
　お願いします

ポリテク岡山

24

組込み技術者のための
プログラミング（関数・配列編）

ポリテク岡山

25

オブジェクト指向による組込み
プログラム開発技術(Java編)

ポリテク岡山

21
PLCプログラミング技術

ポリテク岡山

25

組込み技術者のための
プログラミング（ポインタ編）

ポリテク岡山

25

組込み技術者のためのプログラミング
（ライントレースロボット編）

ポリテク岡山

25

Ｗｅｂを活用した生産支援システム
構築技術(Java、サーブレット編)

ポリテク岡山

24

PLCによる通信システム構築技術
（Java、MCプロトコル編）

ポリテク岡山

24

PLCによる通信システム構築技術
（ExcelVBA、MX Component編）

ポリテク岡山

26

センサを活用した
IoTアプリケーション開発技術

（Arduino編）

ポリテク岡山

23
製造現場におけるＬＡＮ活用技術

ポリテク岡山

24
ＶＬＡＮ間ルーティング技術

ポリテク岡山

23
低圧電気設備の保守点検技術

ポリテク岡山

23
LAN構築施工・評価技術

ポリテク岡山

23

冷媒配管の施工と
空調機器据付け技術

NEW!

NEW! NEW!

NEW!

NEW!

組
込
み
マ
イ
コ
ン
／
シ
ス
テ
ム
開
発
を
学
び
た
い
方

通
信
設
備
／
通
信
シ
ス
テ
ム
設
計
を
学
び
た
い
方

電
気
設
備
工
事
／
通
信
設
備
工
事
を
学
び
た
い
方

NEW!
ReRe

NEW!
ReRe NEW!

ReRe

体系的・段階的に受講することにより、技能・技術の更なる向上が図れます。
　ポリテク岡山　：ポリテクセンター岡山 　 中国能開大　  ：中国職業能力開発大学校
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中国能開大

中国能開大

37

プリント基板設計技術
＜KiCad編＞

中国能開大

37
パワー・デバイス回路設計技術

中国能開大

36
ディジタル回路設計技術

中国能開大

36
電子回路の計測技術

ポリテク岡山

37

組込み技術者のための
プログラミング
（C言語構文編）

中国能開大

39

組込み技術者のための
プログラミング

＜DXものづくりとPython＞

中国能開大

39

ものづくり現場における
AI活用技術

中国能開大

39

センサを活用した
ＩｏＴアプリケーション開発技術
＜無線ネットワーク構築から見える化まで＞

中国能開大

37

マイコン制御システム開発技術
（Arduino I／O編）

中国能開大

38
マイコン制御システム開発技術

中国能開大

38

マイコン制御システム開発技術
（ＰＩＣ編）

中国能開大

36

HDLによる回路設計技術
＜ＡＩ時代を支えるＦＰＧＡを学んでみませんか？＞

中国能開大

39

オープンソースによる
画像処理・認識プログラム開発

＜Python編＞

中国能開大

38

マイコン制御システム開発技術
（測定・制御編）

中国能開大

40

Ｗｅｂを活用した
生産支援システム構築技術

中国能開大

40

表計算ソフトを活用した
データ通信プログラミング

中国能開大

38

マイコンによるシリアル通信
活用技術（ＰＩＣ編）

中国能開大

40

エッジコンピュータを用いた
AI活用技術

中国能開大

40,45

AI活用による画像認識システムの開発
＜TensorflowとPythonによる

AIプログラミング＞

NEW!

NEW!

NEW!

NEW!

NEW!

NEW!回
路
設
計
／
シ
ス
テ
ム
設
計
を
学
び
た
い
方

組
込
み
マ
イ
コ
ン
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シ
ス
テ
ム
開
発
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び
た
い
方

NEW!
ReRe

※いずれの会場に関しても
　申し込みは中国能開大に
　お願いします

ポリテク岡山

24

組込み技術者のための
プログラミング（関数・配列編）

ポリテク岡山

25

オブジェクト指向による組込み
プログラム開発技術(Java編)

ポリテク岡山

21
PLCプログラミング技術

ポリテク岡山

25

組込み技術者のための
プログラミング（ポインタ編）

ポリテク岡山

25

組込み技術者のためのプログラミング
（ライントレースロボット編）

ポリテク岡山

25

Ｗｅｂを活用した生産支援システム
構築技術(Java、サーブレット編)

ポリテク岡山

24

PLCによる通信システム構築技術
（Java、MCプロトコル編）

ポリテク岡山

24

PLCによる通信システム構築技術
（ExcelVBA、MX Component編）

ポリテク岡山

26

センサを活用した
IoTアプリケーション開発技術

（Arduino編）

ポリテク岡山

23
製造現場におけるＬＡＮ活用技術

ポリテク岡山

24
ＶＬＡＮ間ルーティング技術

ポリテク岡山

23
低圧電気設備の保守点検技術

ポリテク岡山

23
LAN構築施工・評価技術

ポリテク岡山

23

冷媒配管の施工と
空調機器据付け技術

NEW!

NEW! NEW!
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NEW!
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□内の数字は、コース詳細のページ番号です。
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中国能開大

中国能開大

37

プリント基板設計技術
＜KiCad編＞

中国能開大

37
パワー・デバイス回路設計技術

中国能開大

36
ディジタル回路設計技術

中国能開大

36
電子回路の計測技術

ポリテク岡山

37

組込み技術者のための
プログラミング
（C言語構文編）

中国能開大

39

組込み技術者のための
プログラミング

＜DXものづくりとPython＞

中国能開大

39

ものづくり現場における
AI活用技術

中国能開大

39

センサを活用した
ＩｏＴアプリケーション開発技術
＜無線ネットワーク構築から見える化まで＞

中国能開大

37

マイコン制御システム開発技術
（Arduino I／O編）

中国能開大

38
マイコン制御システム開発技術

中国能開大

38

マイコン制御システム開発技術
（ＰＩＣ編）

中国能開大

36

HDLによる回路設計技術
＜ＡＩ時代を支えるＦＰＧＡを学んでみませんか？＞

中国能開大

39

オープンソースによる
画像処理・認識プログラム開発

＜Python編＞

中国能開大

38

マイコン制御システム開発技術
（測定・制御編）

中国能開大

40

Ｗｅｂを活用した
生産支援システム構築技術

中国能開大

40

表計算ソフトを活用した
データ通信プログラミング

中国能開大

38

マイコンによるシリアル通信
活用技術（ＰＩＣ編）

中国能開大

40

エッジコンピュータを用いた
AI活用技術

中国能開大

40,45

AI活用による画像認識システムの開発
＜TensorflowとPythonによる

AIプログラミング＞

NEW!

NEW!

NEW!

NEW!

NEW!
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方

組
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開
発
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方

NEW!
ReRe

※いずれの会場に関しても
　申し込みは中国能開大に
　お願いします

ポリテク岡山

24

組込み技術者のための
プログラミング（関数・配列編）

ポリテク岡山

25

オブジェクト指向による組込み
プログラム開発技術(Java編)

ポリテク岡山

21
PLCプログラミング技術

ポリテク岡山

25

組込み技術者のための
プログラミング（ポインタ編）

ポリテク岡山

25

組込み技術者のためのプログラミング
（ライントレースロボット編）

ポリテク岡山

25

Ｗｅｂを活用した生産支援システム
構築技術(Java、サーブレット編)

ポリテク岡山

24

PLCによる通信システム構築技術
（Java、MCプロトコル編）

ポリテク岡山

24

PLCによる通信システム構築技術
（ExcelVBA、MX Component編）

ポリテク岡山

26

センサを活用した
IoTアプリケーション開発技術

（Arduino編）

ポリテク岡山

23
製造現場におけるＬＡＮ活用技術

ポリテク岡山

24
ＶＬＡＮ間ルーティング技術

ポリテク岡山

23
低圧電気設備の保守点検技術

ポリテク岡山

23
LAN構築施工・評価技術

ポリテク岡山

23

冷媒配管の施工と
空調機器据付け技術
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NEW! NEW!

NEW!
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み
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体系的・段階的に受講することにより、技能・技術の更なる向上が図れます。
　ポリテク岡山　：ポリテクセンター岡山 　 中国能開大　  ：中国職業能力開発大学校
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中国能開大

中国能開大

37

プリント基板設計技術
＜KiCad編＞

中国能開大

37
パワー・デバイス回路設計技術

中国能開大

36
ディジタル回路設計技術

中国能開大

36
電子回路の計測技術

ポリテク岡山

37

組込み技術者のための
プログラミング
（C言語構文編）

中国能開大

39

組込み技術者のための
プログラミング

＜DXものづくりとPython＞

中国能開大

39

ものづくり現場における
AI活用技術

中国能開大

39

センサを活用した
ＩｏＴアプリケーション開発技術
＜無線ネットワーク構築から見える化まで＞

中国能開大

37

マイコン制御システム開発技術
（Arduino I／O編）

中国能開大

38
マイコン制御システム開発技術

中国能開大

38

マイコン制御システム開発技術
（ＰＩＣ編）

中国能開大

36

HDLによる回路設計技術
＜ＡＩ時代を支えるＦＰＧＡを学んでみませんか？＞

中国能開大

39

オープンソースによる
画像処理・認識プログラム開発

＜Python編＞

中国能開大

38

マイコン制御システム開発技術
（測定・制御編）

中国能開大

40

Ｗｅｂを活用した
生産支援システム構築技術

中国能開大

40

表計算ソフトを活用した
データ通信プログラミング

中国能開大

38

マイコンによるシリアル通信
活用技術（ＰＩＣ編）

中国能開大

40

エッジコンピュータを用いた
AI活用技術

中国能開大

40,45

AI活用による画像認識システムの開発
＜TensorflowとPythonによる

AIプログラミング＞
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方
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NEW!
ReRe

※いずれの会場に関しても
　申し込みは中国能開大に
　お願いします

ポリテク岡山

24

組込み技術者のための
プログラミング（関数・配列編）

ポリテク岡山

25

オブジェクト指向による組込み
プログラム開発技術(Java編)

ポリテク岡山

21
PLCプログラミング技術

ポリテク岡山

25

組込み技術者のための
プログラミング（ポインタ編）

ポリテク岡山

25

組込み技術者のためのプログラミング
（ライントレースロボット編）

ポリテク岡山

25

Ｗｅｂを活用した生産支援システム
構築技術(Java、サーブレット編)

ポリテク岡山

24

PLCによる通信システム構築技術
（Java、MCプロトコル編）

ポリテク岡山

24

PLCによる通信システム構築技術
（ExcelVBA、MX Component編）

ポリテク岡山

26

センサを活用した
IoTアプリケーション開発技術

（Arduino編）

ポリテク岡山

23
製造現場におけるＬＡＮ活用技術

ポリテク岡山

24
ＶＬＡＮ間ルーティング技術

ポリテク岡山

23
低圧電気設備の保守点検技術

ポリテク岡山

23
LAN構築施工・評価技術

ポリテク岡山

23

冷媒配管の施工と
空調機器据付け技術
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ポリテクセンター岡山
能力開発セミナー詳細

岡山職業能力開発促進センター［アクセス：P64］
愛称：ポリテクセンター岡山

TEL：086‒246‒2530　FAX：086‒241‒1909
〒700‒0951　岡山県岡山市北区田中580
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4M106
4M107
4M108

２次元ＣＡＤによる機械製図技術 2 次元 CADを活用し
製図作業の効率化を
目指している方2 次元 CADをマスターして、製図作業の効率化を目指します。

機械設計／機械製図の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安
全性向上に向けた構想段階から具体的加工の指示を出すための図面の作図を通して、
ＣＡＤを使用する場合の環境の構築、効果的かつ効率的使用法及びデータ管理方法に
ついて習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1構想から図面への考え方
2機械製図の留意事項
3製図効率を向上させるための準備
4実践課題
5図面作成

4M104
4M105

機械設計のための総合力学 これから機械設計を
学んでいく方

これから機械設計を学んでいく方にお勧めです。

機械設計／機械製図の新たな品質及び製品の創造をめざして、高付加価値化に向けた
機械の力学や材料の強度設計、また機械要素設計（ねじ・軸・軸受・歯車）など詳細
設計に必要な力学の全般を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1強度設計の重要性
2機械の力学
3材料の静的強度設計
4機械要素設計
5機械設計課題

備　考 外部講師：スキップデザイン　中藤　賢二

4M101
4M102
4M103

実践機械製図 機械図面の読図・製図方法を
学びたい方

機械図面の読図・製図方法を学びたい方にお勧めです。

機械設計／機械製図の現場力強化及び技能継承をめざして、技能高度化に向けた設計
現場で求められる機械製図の規格から製作図に関する総合的かつ実践的な知識、技能
を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製図一般
2機械製図上の留意事項
3実践的設計図面の描き方
4総合課題

備　考 外部講師：スキップデザイン　中藤　賢二

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
4M101 : ６月8日（月）、９日（火）、１０日（水）
4M102 : ８月19日（水）、２0日（木）、２1日（金）
4M103 : １２月２３日（水）、２４日（木）、２５日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 13,000 円
使　用
器具等 製図機器等

持ち物 筆記用具

日　程
4M106 : ４月20日（月）、21日（火）、22日（水）、23日（木）
4M107 : 10月6日（火）、7日（水）、8日（木）、9日（金）
4M108 : 11月10日（火）、11日（水）、12日（木）、13日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 12,000 円
使　用
器具等 AutoCAD2024

持ち物 筆記用具

日　程
4M104 ： ７月22日（水）、23日（木）、24日（金）
4M105 ： ２月8日（月）、9日（火）、10日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 14,500 円
使　用
器具等
持ち物 筆記用具、関数電卓

おしえてハロトレ君

WEBで申込みできないの ?!

WEBでのお申込み
受付が可能です！

？

ご活用ください
ホームページから
能力開発セミナー
受講申込フォーム

を開く

１

必要事項を
入力

２

送信ボタンを
クリック

３

受講可否
についての返信
を受信※1

４

（※1）受講可否の返信には 2～3営業日お時間をいただくことがあります。
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4M116
4M117

旋盤加工技術（３つ爪編） 旋盤の３つ爪による
加工技術を習得したい方

旋盤の３つ爪による高精度の加工技術を習得したい方にお勧めです。

汎用機械加工の生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向けた加工実習
を通して、加工方法の検討や段取り等、実践的な旋盤作業に関する技能・技術を習得
します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1外径加工
2溝加工
3テーパ加工
4総合課題実習

4M301
設計に活かす３次元ＣＡＤソリッドモデリング技術 設計を考えたモデル、

図面化を学びたい方
３次元ＣＡＤの機能を使って図面化し、テンプレート、Tool boxを活用します。

製品設計業務における生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向けた
「製品（部品）機能＝フィーチャー」と捉えた開発・設計への３次元ＣＡＤ活用方法、
図面の活用および設計検討方法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製品設計と設計の流れ
2テンプレートの活用
3開発・設計のモデリング手法
4アセンブリ、Toolbox の活用
5ライブラリの活用

4M109
4M110
4M111

３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術 製品設計の考え方に基づいた
3次元CADの使い方を

習得したい方製品設計の考え方に基づいた、3次元 CADの使い方をマスターしよう！

製品設計業務における生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向けたモ
デリング実習を通して、ソリッドモデル作成のポイントについて理解し、高品質なＣ
ＡＤデータ作成方法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1設計とは
2３次元CADの概要
3モデリング時のポイント
4構想設計
5総合演習

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

4M308
設計者CAEを活用した構造解析（SimulationXpress,CAE用Fusion）

普段CADを使っている方

3 次元 CAD の CAE を活用した寸法、形状、最適化を演習します。モデルは
SolidWorks で作成 / 作成済みの部品、アセンブリを Fusion でシュミレーション /
仮装解析します。前半は SolidWorks で、後半は Fusion で解析します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1線型解析・非線型解析
2ミーゼス応力と降伏強さ
3特異点とメッシュ
4 SolidWorks Simulation
　操作手順
5分割ラインと部品分割

6最適化とレポート
7 SimulationXpress の限界と
　Fusion の活用
8 Fusion の静解析
9アセンブリの静解析

NEW!

このような方にお勧め

日　程 １1月17日（火）、18日（水）、19日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 11,000 円
使　用
器具等 SolidWorks 2023

持ち物 筆記用具

日　程
4M116 : ６月15日（月）、16日（火）、17日（水）
4M117 : １２月9日（水）、10日（木）、11日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 16,000 円
使　用
器具等 普通旋盤（TAKISAWA）、各種バイト、測定器具

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記用具、
関数電卓

日　程
4M109 : ５月１3日（水）、１4日（木）、１5日（金）
4M110 : 10月14日（水）、15日（木）、16日（金）
4M111 : 11月18日（水）、19日（木）、20日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 SolidWorks2023

持ち物 筆記用具

日　程 3月10日（水）、11日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

Sol idWorks 2023(Simulat ionXpress は
Professional,Standerd で使えます ),Autodesk 
Fusion

持ち物 筆記用具
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4M106
4M107
4M108

２次元ＣＡＤによる機械製図技術 2 次元 CADを活用し
製図作業の効率化を
目指している方2 次元 CADをマスターして、製図作業の効率化を目指します。

機械設計／機械製図の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安
全性向上に向けた構想段階から具体的加工の指示を出すための図面の作図を通して、
ＣＡＤを使用する場合の環境の構築、効果的かつ効率的使用法及びデータ管理方法に
ついて習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1構想から図面への考え方
2機械製図の留意事項
3製図効率を向上させるための準備
4実践課題
5図面作成

4M104
4M105

機械設計のための総合力学 これから機械設計を
学んでいく方

これから機械設計を学んでいく方にお勧めです。

機械設計／機械製図の新たな品質及び製品の創造をめざして、高付加価値化に向けた
機械の力学や材料の強度設計、また機械要素設計（ねじ・軸・軸受・歯車）など詳細
設計に必要な力学の全般を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1強度設計の重要性
2機械の力学
3材料の静的強度設計
4機械要素設計
5機械設計課題

備　考 外部講師：スキップデザイン　中藤　賢二

4M101
4M102
4M103

実践機械製図 機械図面の読図・製図方法を
学びたい方

機械図面の読図・製図方法を学びたい方にお勧めです。

機械設計／機械製図の現場力強化及び技能継承をめざして、技能高度化に向けた設計
現場で求められる機械製図の規格から製作図に関する総合的かつ実践的な知識、技能
を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製図一般
2機械製図上の留意事項
3実践的設計図面の描き方
4総合課題

備　考 外部講師：スキップデザイン　中藤　賢二

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
4M101 : ６月8日（月）、９日（火）、１０日（水）
4M102 : ８月19日（水）、２0日（木）、２1日（金）
4M103 : １２月２３日（水）、２４日（木）、２５日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 13,000 円
使　用
器具等 製図機器等

持ち物 筆記用具

日　程
4M106 : ４月20日（月）、21日（火）、22日（水）、23日（木）
4M107 : 10月6日（火）、7日（水）、8日（木）、9日（金）
4M108 : 11月10日（火）、11日（水）、12日（木）、13日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 12,000 円
使　用
器具等 AutoCAD2024

持ち物 筆記用具

日　程
4M104 ： ７月22日（水）、23日（木）、24日（金）
4M105 ： ２月8日（月）、9日（火）、10日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 14,500 円
使　用
器具等
持ち物 筆記用具、関数電卓

おしえてハロトレ君

WEBで申込みできないの ?!

WEBでのお申込み
受付が可能です！

？

ご活用ください
ホームページから
能力開発セミナー
受講申込フォーム

を開く

１

必要事項を
入力

２

送信ボタンを
クリック

３

受講可否
についての返信
を受信※1

４

（※1）受講可否の返信には 2～3営業日お時間をいただくことがあります。
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

4M116
4M117

旋盤加工技術（３つ爪編） 旋盤の３つ爪による
加工技術を習得したい方

旋盤の３つ爪による高精度の加工技術を習得したい方にお勧めです。

汎用機械加工の生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向けた加工実習
を通して、加工方法の検討や段取り等、実践的な旋盤作業に関する技能・技術を習得
します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1外径加工
2溝加工
3テーパ加工
4総合課題実習

4M301
設計に活かす３次元ＣＡＤソリッドモデリング技術 設計を考えたモデル、

図面化を学びたい方
３次元ＣＡＤの機能を使って図面化し、テンプレート、Tool boxを活用します。

製品設計業務における生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向けた
「製品（部品）機能＝フィーチャー」と捉えた開発・設計への３次元ＣＡＤ活用方法、
図面の活用および設計検討方法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製品設計と設計の流れ
2テンプレートの活用
3開発・設計のモデリング手法
4アセンブリ、Toolbox の活用
5ライブラリの活用

4M109
4M110
4M111

３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術 製品設計の考え方に基づいた
3次元CADの使い方を

習得したい方製品設計の考え方に基づいた、3次元 CADの使い方をマスターしよう！

製品設計業務における生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向けたモ
デリング実習を通して、ソリッドモデル作成のポイントについて理解し、高品質なＣ
ＡＤデータ作成方法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1設計とは
2３次元CADの概要
3モデリング時のポイント
4構想設計
5総合演習

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

4M308
設計者CAEを活用した構造解析（SimulationXpress,CAE用Fusion）

普段CADを使っている方

3 次元 CAD の CAE を活用した寸法、形状、最適化を演習します。モデルは
SolidWorks で作成 / 作成済みの部品、アセンブリを Fusion でシュミレーション /
仮装解析します。前半は SolidWorks で、後半は Fusion で解析します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1線型解析・非線型解析
2ミーゼス応力と降伏強さ
3特異点とメッシュ
4 SolidWorks Simulation
　操作手順
5分割ラインと部品分割

6最適化とレポート
7 SimulationXpress の限界と
　Fusion の活用
8 Fusion の静解析
9アセンブリの静解析

NEW!

このような方にお勧め

日　程 １1月17日（火）、18日（水）、19日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 11,000 円
使　用
器具等 SolidWorks 2023

持ち物 筆記用具

日　程
4M116 : ６月15日（月）、16日（火）、17日（水）
4M117 : １２月9日（水）、10日（木）、11日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 16,000 円
使　用
器具等 普通旋盤（TAKISAWA）、各種バイト、測定器具

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記用具、
関数電卓

日　程
4M109 : ５月１3日（水）、１4日（木）、１5日（金）
4M110 : 10月14日（水）、15日（木）、16日（金）
4M111 : 11月18日（水）、19日（木）、20日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 SolidWorks2023

持ち物 筆記用具

日　程 3月10日（水）、11日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

Sol idWorks 2023(Simulat ionXpress は
Professional,Standerd で使えます ),Autodesk 
Fusion

持ち物 筆記用具
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4M124
4M125

マシニングセンタプログラミング技術 これからマシニングセンタの
プログラミングを
学ぼうとする方これからマシニングセンタのプログラミングを学ぼうとする方にお勧めです。

ＮＣ機械加工の生産性向上をめざして、工程の最適化（改善）に向けたプログラミン
グ課題実習と加工・検証実習を通じて、要求される条件を満足するためのプログラム、
工具補正の設定法などマシニングセンタ作業に関する技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1各種機能とプログラム作成方法
2プログラミング課題実習
3加工の検証と評価

4M122
4M123

フライス盤加工技術 フライス盤による
正面フライス加工や
エンドミル加工を学ぶ方フライス盤による正面フライス加工やエンドミル加工を学ぼうとする方にお勧めです。

汎用機械加工の生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向けた加工実習
を通して、加工方法の検討や段取り等、実践的な旋盤作業に関する技能・技術を習得
します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1フライス加工
2総合課題実習

4M120
4M121

ＮＣ旋盤プログラミング技術 これからＮＣ旋盤の
プログラミングを
学ぼうとする方これからＮＣ旋盤のプログラミングを学ぼうとする方にお勧めです。

ＮＣ機械加工の生産性向上をめざして、工程の最適化（改善）に向けたプログラミン
グ課題実習と加工・検証実習を通じて、要求される条件を満足するためのプログラム、
工具補正の設定法などNC旋盤作業に関する技術を習得する。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1各種機能とプログラム作成方法
2プログラミング課題実習
3加工の検証と評価

4M118
4M119

旋盤加工技術（４つ爪編） 旋盤の４つ爪による
加工技術を習得したい方

旋盤の４つ爪による高精度の加工技術を習得したい方にお勧めです。

汎用機械加工の生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向けた加工実習
を通して、加工方法の検討や段取り等、実践的な旋盤作業に関する技能・技術を習得
します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1心出し作業
2外径加工
3溝加工
4偏心加工
5テーパ加工
6総合課題実習

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
4M118 : ６月24日（水）、25日（木）、26日（金）
4M119 : １２月16日（水）、17日（木）、１8日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 16,000 円
使　用
器具等 普通旋盤（TAKISAWA）、各種バイト、測定器具

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記用具、
関数電卓

日　程
4M120 : ５月２1日（木）、２2日（金）、２5日（月）、26日（火）
4M121 : 10月22日（木）、２3日（金）、２6日（月）、２7日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 14,000 円
使　用
器具等

NC 旋盤（TAKISAWA TCN-2100L6、制御装置：
FANUC Series oi-TF）

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記用具、
関数電卓

日　程
4M122 : ７月1日（水）、2日（木）、3日（金）
4M123 : １月13日（水）、１4日（木）、１5日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 ５名 受講料 16,000 円
使　用
器具等 フライス盤（イワシタ2VB）、各種工具、測定器具

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記用具、
電卓

日　程
4M124 : 6月1日（月）、2日（火）、3日（水）、4日（木）
4M125 : １１月２6日（木）、27日（金）、30日（月）、12月1日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 15,000 円
使　用
器具等

マシニングセンタ（DMG MORI NVX5060、制御
装置：CELOS）

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記用具、
関数電卓
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4M115
三次元測定技術

三次元測定に携わる方
三次元測定に携わる方はこのコースからスタート！

機械・精密測定 /機械検査の生産性向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向け
た測定実習を通し、三次元測定機による測定結果のばらつきの要因を理解し、測定結
果の信頼性を判断できる能力と、生産活動に見合った測定品質（測定点数や測定位置
など）の改善に関する技能・技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1三次元測定概論
2三次元測定実習
3製品の測定
4測定の評価と改善

4M302
4M303

半自動アーク溶接技能クリニック アーク溶接にこれから携わる方
からすでに携わっている方まで

普段溶接をしている方も溶接の基本を再確認し、仕事に活かしませんか？

溶接加工の現場力強化及び技能継承をめざして、現在の習熟度を確認し、技能高度化
に向けた半自動アーク溶接作業の各種姿勢の溶接実習等を通して、適切な半自動アー
ク溶接施工に関する技能と実際に起こりうる品質上の問題点の把握及び解決手法を習
得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1半自動アーク溶接の知識
2溶接施工実習
3品質の問題把握と解決手法

4M304
4M305

ＴＩＧ溶接技能クリニック TIG 溶接にこれから携わる方
からすでに携わっている方まで

普段溶接をしている方も溶接の基本を再確認し、仕事に活かしませんか？

溶接加工の現場力強化及び技能継承をめざして、現在の習熟度を確認し、その結果に
基づいたＴＩＧ溶接作業の各種継手の溶接実習を通して、技能高度化に向けた適正な
溶接施工に関する技能と実際に起こりうる品質上の問題点の把握及び解決手法を習得
します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1TIG溶接の知識
2溶接施工実習
3品質の問題把握と解決手法

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

4M112
4M113
4M114

精密測定技術 各種測定器の取り扱いと
読み取り、測定方法を

学びたい方若手のエンジニアの方必見です。

機械・精密測定 /機械検査の生産性向上をめざして、長さ寸法測定の適正化に向けた
測定実習を通して、精密で信頼性の高い測定を行うための理論を学び、測定器の定期
検査方法を含めた正しい取り扱いと、測定方法、データ活用、誤差要因とその対処に
必要な技能・技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1測定の重要性
2長さ測定実習

このような方にお勧め

日　程
4M302 : １１月4日（水）、5日（木）
4M303 : 2月16日（火）、１7日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 15,000 円
使　用
器具等

半自動アーク溶接装置一式、安全保護具、器工具
一式

持ち物 作業服 ( 長袖 )、作業帽 (ヘルメット以外 )、安全靴、
筆記用具

日　程
4M304 : １０月6日（火）、7日（水）
4M305 : ２月3日（水）、4日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 16,000 円
使　用
器具等 TIG 溶接装置一式、安全保護具、器工具一式

持ち物 作業服 ( 長袖 )、作業帽 (ヘルメット以外 )、安全靴、
筆記用具

日　程 ２月4日（木）、5日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 ５名 受講料 7,000 円
使　用
器具等

３次元座標測定機（東京精密　ザイザックス 
FUSION NEX 7/5/5）

持ち物 筆記用具、関数電卓

日　程
4M112 : ４月27日（月）、28日（火）
4M113 : ９月3日（木）、4日（金）
4M114 : １月２8日（木）、29日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 6,000 円
使　用
器具等 各種測定器（ノギス、マイクロメータ等）

持ち物 筆記用具、関数電卓
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4M124
4M125

マシニングセンタプログラミング技術 これからマシニングセンタの
プログラミングを
学ぼうとする方これからマシニングセンタのプログラミングを学ぼうとする方にお勧めです。

ＮＣ機械加工の生産性向上をめざして、工程の最適化（改善）に向けたプログラミン
グ課題実習と加工・検証実習を通じて、要求される条件を満足するためのプログラム、
工具補正の設定法などマシニングセンタ作業に関する技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1各種機能とプログラム作成方法
2プログラミング課題実習
3加工の検証と評価

4M122
4M123

フライス盤加工技術 フライス盤による
正面フライス加工や
エンドミル加工を学ぶ方フライス盤による正面フライス加工やエンドミル加工を学ぼうとする方にお勧めです。

汎用機械加工の生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向けた加工実習
を通して、加工方法の検討や段取り等、実践的な旋盤作業に関する技能・技術を習得
します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1フライス加工
2総合課題実習

4M120
4M121

ＮＣ旋盤プログラミング技術 これからＮＣ旋盤の
プログラミングを
学ぼうとする方これからＮＣ旋盤のプログラミングを学ぼうとする方にお勧めです。

ＮＣ機械加工の生産性向上をめざして、工程の最適化（改善）に向けたプログラミン
グ課題実習と加工・検証実習を通じて、要求される条件を満足するためのプログラム、
工具補正の設定法などNC旋盤作業に関する技術を習得する。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1各種機能とプログラム作成方法
2プログラミング課題実習
3加工の検証と評価

4M118
4M119

旋盤加工技術（４つ爪編） 旋盤の４つ爪による
加工技術を習得したい方

旋盤の４つ爪による高精度の加工技術を習得したい方にお勧めです。

汎用機械加工の生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向けた加工実習
を通して、加工方法の検討や段取り等、実践的な旋盤作業に関する技能・技術を習得
します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1心出し作業
2外径加工
3溝加工
4偏心加工
5テーパ加工
6総合課題実習

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
4M118 : ６月24日（水）、25日（木）、26日（金）
4M119 : １２月16日（水）、17日（木）、１8日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 16,000 円
使　用
器具等 普通旋盤（TAKISAWA）、各種バイト、測定器具

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記用具、
関数電卓

日　程
4M120 : ５月２1日（木）、２2日（金）、２5日（月）、26日（火）
4M121 : 10月22日（木）、２3日（金）、２6日（月）、２7日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 14,000 円
使　用
器具等

NC 旋盤（TAKISAWA TCN-2100L6、制御装置：
FANUC Series oi-TF）

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記用具、
関数電卓

日　程
4M122 : ７月1日（水）、2日（木）、3日（金）
4M123 : １月13日（水）、１4日（木）、１5日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 ５名 受講料 16,000 円
使　用
器具等 フライス盤（イワシタ2VB）、各種工具、測定器具

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記用具、
電卓

日　程
4M124 : 6月1日（月）、2日（火）、3日（水）、4日（木）
4M125 : １１月２6日（木）、27日（金）、30日（月）、12月1日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 15,000 円
使　用
器具等

マシニングセンタ（DMG MORI NVX5060、制御
装置：CELOS）

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記用具、
関数電卓
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4M115
三次元測定技術

三次元測定に携わる方
三次元測定に携わる方はこのコースからスタート！

機械・精密測定 /機械検査の生産性向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向け
た測定実習を通し、三次元測定機による測定結果のばらつきの要因を理解し、測定結
果の信頼性を判断できる能力と、生産活動に見合った測定品質（測定点数や測定位置
など）の改善に関する技能・技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1三次元測定概論
2三次元測定実習
3製品の測定
4測定の評価と改善

4M302
4M303

半自動アーク溶接技能クリニック アーク溶接にこれから携わる方
からすでに携わっている方まで

普段溶接をしている方も溶接の基本を再確認し、仕事に活かしませんか？

溶接加工の現場力強化及び技能継承をめざして、現在の習熟度を確認し、技能高度化
に向けた半自動アーク溶接作業の各種姿勢の溶接実習等を通して、適切な半自動アー
ク溶接施工に関する技能と実際に起こりうる品質上の問題点の把握及び解決手法を習
得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1半自動アーク溶接の知識
2溶接施工実習
3品質の問題把握と解決手法

4M304
4M305

ＴＩＧ溶接技能クリニック TIG 溶接にこれから携わる方
からすでに携わっている方まで

普段溶接をしている方も溶接の基本を再確認し、仕事に活かしませんか？

溶接加工の現場力強化及び技能継承をめざして、現在の習熟度を確認し、その結果に
基づいたＴＩＧ溶接作業の各種継手の溶接実習を通して、技能高度化に向けた適正な
溶接施工に関する技能と実際に起こりうる品質上の問題点の把握及び解決手法を習得
します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1TIG溶接の知識
2溶接施工実習
3品質の問題把握と解決手法

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

4M112
4M113
4M114

精密測定技術 各種測定器の取り扱いと
読み取り、測定方法を

学びたい方若手のエンジニアの方必見です。

機械・精密測定 /機械検査の生産性向上をめざして、長さ寸法測定の適正化に向けた
測定実習を通して、精密で信頼性の高い測定を行うための理論を学び、測定器の定期
検査方法を含めた正しい取り扱いと、測定方法、データ活用、誤差要因とその対処に
必要な技能・技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1測定の重要性
2長さ測定実習

このような方にお勧め

日　程
4M302 : １１月4日（水）、5日（木）
4M303 : 2月16日（火）、１7日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 15,000 円
使　用
器具等

半自動アーク溶接装置一式、安全保護具、器工具
一式

持ち物 作業服 ( 長袖 )、作業帽 (ヘルメット以外 )、安全靴、
筆記用具

日　程
4M304 : １０月6日（火）、7日（水）
4M305 : ２月3日（水）、4日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 16,000 円
使　用
器具等 TIG 溶接装置一式、安全保護具、器工具一式

持ち物 作業服 ( 長袖 )、作業帽 (ヘルメット以外 )、安全靴、
筆記用具

日　程 ２月4日（木）、5日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 ５名 受講料 7,000 円
使　用
器具等

３次元座標測定機（東京精密　ザイザックス 
FUSION NEX 7/5/5）

持ち物 筆記用具、関数電卓

日　程
4M112 : ４月27日（月）、28日（火）
4M113 : ９月3日（木）、4日（金）
4M114 : １月２8日（木）、29日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 6,000 円
使　用
器具等 各種測定器（ノギス、マイクロメータ等）

持ち物 筆記用具、関数電卓
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4M310
鉄鋼材料の熱処理技術（標準プロセス編）<※一部オンライン> 金属加工に従事している方

（材料選定の基礎を理解している
と、内容理解がより深まります）金属材料の理論と実際との併せての受講がお勧めです。

金属熱処理の生産性の向上を目指して、効率化、最適化 (改善）に向けた熱処理実習
を通じて、鉄鋼材料の知識と各種熱処理方法と評価及び熱処理の不具合とその対策に
関する技能と技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1鉄鋼材料の基礎
2鉄処理技術
3熱処理欠陥の原因と対策
4熱処理と評価実習

備　考 ※初日から 2日間はオンライン講義、最終日は集合形式での実習を行います。

4M311
金属材料の理論と実際（表面処理プロセス編）<※一部オンライン> 金属加工に従事している方

（材料選定、熱処理の基礎を理解して
いると、内容理解がより深まります）金属材料の理論と実際（材料選定技術編）・鉄鋼材料の熱処理技術と併せての受講がお勧めです。

金属材料の表面処理技術を理論と実践の両面から学びます。炭素鋼・合金鋼・ステン
レスなど各種材料の処理適性を理解し、浸炭・窒化・高周波焼入・CVD・めっきなど
の改質プロセスと特性向上の仕組みを解説します。さらに、膜厚・硬さ・密着性・耐
食性の検査実習を通じて、処理品質の評価力と診断技術を養います。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1合金理論
2展伸材と鋳造材
3材料強化理論
4材料検査実習

備　考 ※初日から 2日間はオンライン講義、最終日は集合形式での実習を行います。

4M309
金属材料の理論と実際(材料選定技術編)<※ 一部オンライン>

金属加工に従事している方
鉄鋼材料の熱処理技術と併せての受講がお勧めです。

機械材料（金属材料）選定の現場力強化及び技能継承をめざして、金属部品の品質ト
ラブルの対応と予防など技能高度化に向けた材料検査実習等を通じて、材料特性に関
する知識と材料評価（検査）に関する技能と技術を習得する。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1合金理論
2展伸材と鋳造材
3材料強化理論
4材料欠陥種類と発生メカニズム
5材料検査の原理と適用
6材料検査実習

あ

備　考 ※初日から 2日間はオンライン講義、最終日は集合形式での実習を行います。

4M306
4M307

ろう付技能クリニック
ろう付けに関して学びたい方

各種ろう材の特性を理解し、実践的なろう付けの施工法を習得します。

溶接加工（ろう付）の現場力強化をめざして、現在の習熟度を確認し、その結果に基
づいた各種材料のろう付実習を通して、技能高度化に向けた適正なろう付施工に関す
る技能と実際に起こりうる品質上の問題点の把握及び解決手法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ろう付技術の知識
2各種材料のろう付実習
3品質の問題把握と解決手法

備　考 外部講師：元ユテクジャパン㈱　川場　諭司

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
時　間

10月13日（火）、14日（水）　13：00 ～16：00
オンライン形式
10月29日（木）　　　　　　９：00 ～16：00
集合形式（会場：ポリテク岡山）

定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 金属顕微鏡、硬さ試験機（マイクロビッカース）

持ち物 オンライン：端末機器
実習：作業服、筆記用具

日　程
時　間

10月19日（月）、20日（火）　13：00 ～16：00
オンライン形式
10月30日（金）　　　　　　９：00 ～16：00
集合形式（会場：ポリテク岡山）

定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等 硬さ試験機（マイクロビッカース）、金属顕微鏡

持ち物 オンライン：端末機器
実習：作業服、筆記用具

日　程
時　間

1月25日（月）、26日（火）　13：00 ～16：00
オンライン形式
2月5日（金）　　　　　　９：00 ～16：00
集合形式（会場：ポリテク岡山）

定　員 10名 受講料 10,500 円
使　用
器具等 硬さ試験機（マイクロビッカーズ）、金属顕微鏡

持ち物 オンライン：端末機器
実習：作業服、筆記用具

日　程
4M306 : ９月8日（火）、9日（水）
4M307 : ３月3日（水）、4日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 18,500 円
使　用
器具等

ガス溶接装置一式、自溶合金溶射装置、安全保護具、
器工具一式

持ち物 作業服 ( 長袖 )、作業帽、安全靴、筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

4D105
4D106

シーケンス制御による電動機制御技術 「有接点シーケンス制御の実践
技術」を受講された方、または
同等の知識をお持ちの方電動機の運転を自在にコントロール

各種電動機の始動方法を学び、電動機制御実習を通して、電動機制御の実務能力を習
得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1三相電動機の概要
2電磁接触器と熱動継電器
3直入れ始動運転回路作成
4正逆運転回路作成
5Y- Δ始動運転回路作成

4D101
4D102
4D103
4D104

有接点シーケンス制御の実践技術 シーケンス制御について
学びたい方

作って学ぶ理論と実践！自動制御の最初の一歩！

有接点シーケンス制御の制御機器、図面の読み方を学び、課題を作成することで有接
点シーケンス制御製作の実務能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1各種制御機器の種類と選定方法
2主回路と制御回路
3シーケンス図の読み方
4配線方法
5有接点シーケンス製作実習
　（リレー制御回路、タイマー制御回路）

備　考 当セミナー受講後に「シーケンス制御による電動機制御技術」の受講をおすすめします

4D107
4D108
4D109

ＰＬＣプログラミング技術 「有接点シーケンス制御の実践
技術」を受講された方、または
同等の知識をお持ちの方サクッっと動かす、自動制御を PLCで！

PLC( プログラマブルコントローラ )の概要および回路 (ラダー図 )の作成方法など実
習を通して、制御プログラム設計の実務能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1自動化における PLC
2入出力機器と配線
3プログラム作成ツール
4各種回路作成実習

備　考 有接点シーケンス制御のコースと併せて受講すると理解が深まります

4D110
ＰＬＣによる電動機制御の実務 「PLC プログラミング技術」を

受講された方、または同等の知
識をお持ちの方PLC で電動機の運転をより一層自在にコントロール

PLC（プログラマブルコントローラ）を用いた電動機の始動方法を学び、電動機制御
の実務能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電動機の特徴と運転回路
2制御機器と配線
3回路設計のポイント
4連続運転回路と限時運転回路の作成
5正逆運転回路作成
6Y- Δ始動運転回路

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
4D105 ： ５月２６日（火）、２７日（水）
4D106 ： 9月14日（月）、15日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

スイッチ、表示灯、電磁接触器、熱動継電器、Y-Δ
タイマー、テスター、工具

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

日　程
4D107 : ５月１２日（火）、１３日（水）
4D108 : １０月２８日（水）、２９日（木）
4D109 : ２月３日（水）、４日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等

PLC（Q03CPU）、プログラミングツール（GX 
Works2）、負荷装置

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

日　程 ６月１１日（木）、１２日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円

使　用
器具等

PLC（Q03CPU）、プログラミングツール（GX 
Works2）、電磁接触器、熱動継電器、三相誘導電
動機、テスター、工具

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

日　程

4D101 ： ４月２2日（水）、２3日（木）
4D102 ： ７月２８日（火）、２９日（水）
4D103 ： 10月6日（火）、7日（水）
4D104 ： １月１４日（木）、１５日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

スイッチ、表示灯、リレー、タイマー、テスター、
工具

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

大人気
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4M310
鉄鋼材料の熱処理技術（標準プロセス編）<※一部オンライン> 金属加工に従事している方

（材料選定の基礎を理解している
と、内容理解がより深まります）金属材料の理論と実際との併せての受講がお勧めです。

金属熱処理の生産性の向上を目指して、効率化、最適化 (改善）に向けた熱処理実習
を通じて、鉄鋼材料の知識と各種熱処理方法と評価及び熱処理の不具合とその対策に
関する技能と技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1鉄鋼材料の基礎
2鉄処理技術
3熱処理欠陥の原因と対策
4熱処理と評価実習

備　考 ※初日から 2日間はオンライン講義、最終日は集合形式での実習を行います。

4M311
金属材料の理論と実際（表面処理プロセス編）<※一部オンライン> 金属加工に従事している方

（材料選定、熱処理の基礎を理解して
いると、内容理解がより深まります）金属材料の理論と実際（材料選定技術編）・鉄鋼材料の熱処理技術と併せての受講がお勧めです。

金属材料の表面処理技術を理論と実践の両面から学びます。炭素鋼・合金鋼・ステン
レスなど各種材料の処理適性を理解し、浸炭・窒化・高周波焼入・CVD・めっきなど
の改質プロセスと特性向上の仕組みを解説します。さらに、膜厚・硬さ・密着性・耐
食性の検査実習を通じて、処理品質の評価力と診断技術を養います。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1合金理論
2展伸材と鋳造材
3材料強化理論
4材料検査実習

備　考 ※初日から 2日間はオンライン講義、最終日は集合形式での実習を行います。

4M309
金属材料の理論と実際(材料選定技術編)<※ 一部オンライン>

金属加工に従事している方
鉄鋼材料の熱処理技術と併せての受講がお勧めです。

機械材料（金属材料）選定の現場力強化及び技能継承をめざして、金属部品の品質ト
ラブルの対応と予防など技能高度化に向けた材料検査実習等を通じて、材料特性に関
する知識と材料評価（検査）に関する技能と技術を習得する。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1合金理論
2展伸材と鋳造材
3材料強化理論
4材料欠陥種類と発生メカニズム
5材料検査の原理と適用
6材料検査実習

あ

備　考 ※初日から 2日間はオンライン講義、最終日は集合形式での実習を行います。

4M306
4M307

ろう付技能クリニック
ろう付けに関して学びたい方

各種ろう材の特性を理解し、実践的なろう付けの施工法を習得します。

溶接加工（ろう付）の現場力強化をめざして、現在の習熟度を確認し、その結果に基
づいた各種材料のろう付実習を通して、技能高度化に向けた適正なろう付施工に関す
る技能と実際に起こりうる品質上の問題点の把握及び解決手法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ろう付技術の知識
2各種材料のろう付実習
3品質の問題把握と解決手法

備　考 外部講師：元ユテクジャパン㈱　川場　諭司

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
時　間

10月13日（火）、14日（水）　13：00 ～16：00
オンライン形式
10月29日（木）　　　　　　９：00 ～16：00
集合形式（会場：ポリテク岡山）

定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 金属顕微鏡、硬さ試験機（マイクロビッカース）

持ち物 オンライン：端末機器
実習：作業服、筆記用具

日　程
時　間

10月19日（月）、20日（火）　13：00 ～16：00
オンライン形式
10月30日（金）　　　　　　９：00 ～16：00
集合形式（会場：ポリテク岡山）

定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等 硬さ試験機（マイクロビッカース）、金属顕微鏡

持ち物 オンライン：端末機器
実習：作業服、筆記用具

日　程
時　間

1月25日（月）、26日（火）　13：00 ～16：00
オンライン形式
2月5日（金）　　　　　　９：00 ～16：00
集合形式（会場：ポリテク岡山）

定　員 10名 受講料 10,500 円
使　用
器具等 硬さ試験機（マイクロビッカーズ）、金属顕微鏡

持ち物 オンライン：端末機器
実習：作業服、筆記用具

日　程
4M306 : ９月8日（火）、9日（水）
4M307 : ３月3日（水）、4日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 18,500 円
使　用
器具等

ガス溶接装置一式、自溶合金溶射装置、安全保護具、
器工具一式

持ち物 作業服 ( 長袖 )、作業帽、安全靴、筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

4D105
4D106

シーケンス制御による電動機制御技術 「有接点シーケンス制御の実践
技術」を受講された方、または
同等の知識をお持ちの方電動機の運転を自在にコントロール

各種電動機の始動方法を学び、電動機制御実習を通して、電動機制御の実務能力を習
得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1三相電動機の概要
2電磁接触器と熱動継電器
3直入れ始動運転回路作成
4正逆運転回路作成
5Y- Δ始動運転回路作成

4D101
4D102
4D103
4D104

有接点シーケンス制御の実践技術 シーケンス制御について
学びたい方

作って学ぶ理論と実践！自動制御の最初の一歩！

有接点シーケンス制御の制御機器、図面の読み方を学び、課題を作成することで有接
点シーケンス制御製作の実務能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1各種制御機器の種類と選定方法
2主回路と制御回路
3シーケンス図の読み方
4配線方法
5有接点シーケンス製作実習
　（リレー制御回路、タイマー制御回路）

備　考 当セミナー受講後に「シーケンス制御による電動機制御技術」の受講をおすすめします

4D107
4D108
4D109

ＰＬＣプログラミング技術 「有接点シーケンス制御の実践
技術」を受講された方、または
同等の知識をお持ちの方サクッっと動かす、自動制御を PLCで！

PLC( プログラマブルコントローラ )の概要および回路 (ラダー図 )の作成方法など実
習を通して、制御プログラム設計の実務能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1自動化における PLC
2入出力機器と配線
3プログラム作成ツール
4各種回路作成実習

備　考 有接点シーケンス制御のコースと併せて受講すると理解が深まります

4D110
ＰＬＣによる電動機制御の実務 「PLC プログラミング技術」を

受講された方、または同等の知
識をお持ちの方PLC で電動機の運転をより一層自在にコントロール

PLC（プログラマブルコントローラ）を用いた電動機の始動方法を学び、電動機制御
の実務能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電動機の特徴と運転回路
2制御機器と配線
3回路設計のポイント
4連続運転回路と限時運転回路の作成
5正逆運転回路作成
6Y- Δ始動運転回路

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
4D105 ： ５月２６日（火）、２７日（水）
4D106 ： 9月14日（月）、15日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

スイッチ、表示灯、電磁接触器、熱動継電器、Y-Δ
タイマー、テスター、工具

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

日　程
4D107 : ５月１２日（火）、１３日（水）
4D108 : １０月２８日（水）、２９日（木）
4D109 : ２月３日（水）、４日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等

PLC（Q03CPU）、プログラミングツール（GX 
Works2）、負荷装置

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

日　程 ６月１１日（木）、１２日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円

使　用
器具等

PLC（Q03CPU）、プログラミングツール（GX 
Works2）、電磁接触器、熱動継電器、三相誘導電
動機、テスター、工具

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

日　程

4D101 ： ４月２2日（水）、２3日（木）
4D102 ： ７月２８日（火）、２９日（水）
4D103 ： 10月6日（火）、7日（水）
4D104 ： １月１４日（木）、１５日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

スイッチ、表示灯、リレー、タイマー、テスター、
工具

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

大人気
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。
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4D114
電気系保全実践技術（PLC編） 「PLC プログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方配線とプログラミングをマスター！

電気系保全作業に必要な知識及び技能を技能検定（電気系保全作業２級）の課題を通
して習得します。（回路設計）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電気系保全の概要　PLC制御の概要、電気系故障の分類
2 PLCと制御機器の配線
3 PLCの回路設計
4総合実習（技能検定（電気系保全作業２級）課題による実習）

備　考 持参するPLCの設定やプログラム作成方法は各自で対応してください

4D111
実践的ＰＬＣ制御技術 「PLC プログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方生産システム保全の要、PLC保全スキルを習得

PLC を使った生産設備の故障対応・予防に向けた総合実習を通じて、設備設計と保全
の知識・技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ＰＬＣシステムの保全
2ＰＬＣの保全機能
3ＰＬＣプログラム
4システム構成
5ＦＡシステム制御回路保全実習

4D112
PLCによる電気空気圧技術 「PLC プログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方空気圧を PLCで自在にコントロール

ＰＬＣを活用した電気空気圧制御システムの設計・運用技術を実習を通じて
習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1空気圧システム概要
2空気圧機器の特徴
3シリンダとソレノイドの関係
4 PLCプログラミングとソレノイド
5空気圧システム制御回路設計

NEW!

4D113
電気系保全実践技術（有接点編） 「有接点シーケンス制御の実践

技術」を受講された方、または
同等の知識をお持ちの方トラブル発見の勘所を習得

電気系保全作業に必要な知識及び技能を技能検定（電気系保全作業２級）の課題を通
して習得します。（リレーの故障診断、有接点シーケンス回路のトラブル発見技法）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電気系保全の概要　有接点シーケンス制御の概要、電気系故障の分類
2制御機器に生じる不良の原因と対策
3トラブルとその対応
　（１）制御機器（リレー等）やシーケンス回路の故障原因と対策
　（２）制御装置の回路の修復と追加
4総合実習（技能検定（電気系保全作業２級）課題による実習）

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 １１月１１日（水）、１２日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

制御対象装置（スイッチ、表示灯など）、工具、
その他

持ち物
筆記用具、2番プラスドライバー、ニッパー、ワイ
ヤストリッパー、裸端子用圧着ペンチ、テスター（検
定で使用予定のもの）

日　程 １１月２５日（水）、２６日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等

制御対象装置（スイッチ、表示灯など）、工具、
その他

持ち物
筆記用具、PLC、ノート PC( 検定で使用予定の
PLC プログラミングツール )、2番プラスドライバー、
ニッパー、ワイヤストリッパー、裸端子用圧着ペンチ、
テスター

日　程 ８月２５日（火）、２６日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

PLC（Q03CPU）、プログラミングツール（GX 
Works2）、負荷装置

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

日　程 １２月３日（木）、４日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

PLC（Q03CPU）、プログラミングツール（GX 
Works2）、負荷装置

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

4D115
冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 これからルームエアコンの

施工に携わろうとする方
ルームエアコン設置を一通り練習

空調機器の据付、撤去作業の技能向上をめざして、冷媒配管の加工及び据付・撤去時
の注意事項やノウハウを習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1空調機器概要
2設備配管工事の施工条件
3冷媒配管施工
4漏洩検査
5試運転
6取外し方法

4D116
ＬＡＮ構築施工・評価技術 情報配線施工（LAN、光ファイバ、

TVアンテナケーブル）に
携わろうとする方通信インフラの要！ポイントを押さえてスキルを習得

情報配線施工（LAN、光ファイバ、TVアンテナケーブル）に必要な機器と部材を理
解し、LANケーブルおよび光ファイバケーブルを用いた LAN の構築作業を通して、
情報配線施工に関する技能・技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ＬＡＮの概要
2端末処理（LANケーブル、
光ファイバ、TVアンテナケーブル）
3情報配線施工
4測定実習

4D117
低圧電気設備の保守点検技術 低圧電気設備の点検管理業務や

施工に携わろうとする方
低圧電気設備の保守に必要な測定器の使い方を習得

低圧電気設備の保守点検に必要な測定器（テスタ、絶縁抵抗計、クランプメータなど）
の使い方を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1低圧電気設備と保全
2電気事故の種類と要因
3保守点検器具と点検要領
4低圧電気設備の保守点検演習
（検電、電圧測定、電流測定、絶縁抵抗測定、
接地抵抗測定等）

NEW!

4D118
4D119

製造現場におけるＬＡＮ活用技術 ネットワーク構築に
従事されている方

またはこれから従事される方ネットワーク設定の仕組みやトラブル対応方法を習得

LANに接続する機器のネットワーク設定やトラブル時の対応に必要なコマンド操作
方法を習得し、ネットワーク構築に必要な技術を身につけます。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ネットワーク概要
2プロトコル概要と設定
3ネットワーク機器の役割と設定
4ＬＡＮ構築実習

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 ９月２８日（月）、２９日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,000 円
使　用
器具等 空気調和機器、配管工具一式、ゲージマニホールド

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装、作業手袋

日　程 ８月１８日（火）、１９日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等

ＨＵＢ、ＵＴＰケーブル、ＲＪ－４５コネクタ、圧着工具、
LANテスタ、光ファイバ、情報コンセント　他

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

日　程 １０月１４日（水）、１５日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等

検電器、テスタ、クランプメータ、絶縁抵抗計、接
地抵抗計

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

日　程
4D118 : ７月３０日（木）、３１日（金）
4D119 : １月２８日（木）、２９日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 パソコン、ブロードバンドルータ　他

持ち物 筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



4D114
電気系保全実践技術（PLC編） 「PLC プログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方配線とプログラミングをマスター！

電気系保全作業に必要な知識及び技能を技能検定（電気系保全作業２級）の課題を通
して習得します。（回路設計）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電気系保全の概要　PLC制御の概要、電気系故障の分類
2 PLCと制御機器の配線
3 PLCの回路設計
4総合実習（技能検定（電気系保全作業２級）課題による実習）

備　考 持参するPLCの設定やプログラム作成方法は各自で対応してください

4D111
実践的ＰＬＣ制御技術 「PLC プログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方生産システム保全の要、PLC保全スキルを習得

PLC を使った生産設備の故障対応・予防に向けた総合実習を通じて、設備設計と保全
の知識・技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ＰＬＣシステムの保全
2ＰＬＣの保全機能
3ＰＬＣプログラム
4システム構成
5ＦＡシステム制御回路保全実習

4D112
PLCによる電気空気圧技術 「PLC プログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方空気圧を PLCで自在にコントロール

ＰＬＣを活用した電気空気圧制御システムの設計・運用技術を実習を通じて
習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1空気圧システム概要
2空気圧機器の特徴
3シリンダとソレノイドの関係
4 PLCプログラミングとソレノイド
5空気圧システム制御回路設計

NEW!

4D113
電気系保全実践技術（有接点編） 「有接点シーケンス制御の実践

技術」を受講された方、または
同等の知識をお持ちの方トラブル発見の勘所を習得

電気系保全作業に必要な知識及び技能を技能検定（電気系保全作業２級）の課題を通
して習得します。（リレーの故障診断、有接点シーケンス回路のトラブル発見技法）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電気系保全の概要　有接点シーケンス制御の概要、電気系故障の分類
2制御機器に生じる不良の原因と対策
3トラブルとその対応
　（１）制御機器（リレー等）やシーケンス回路の故障原因と対策
　（２）制御装置の回路の修復と追加
4総合実習（技能検定（電気系保全作業２級）課題による実習）

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 １１月１１日（水）、１２日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

制御対象装置（スイッチ、表示灯など）、工具、
その他

持ち物
筆記用具、2番プラスドライバー、ニッパー、ワイ
ヤストリッパー、裸端子用圧着ペンチ、テスター（検
定で使用予定のもの）

日　程 １１月２５日（水）、２６日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等

制御対象装置（スイッチ、表示灯など）、工具、
その他

持ち物
筆記用具、PLC、ノート PC( 検定で使用予定の
PLC プログラミングツール )、2番プラスドライバー、
ニッパー、ワイヤストリッパー、裸端子用圧着ペンチ、
テスター

日　程 ８月２５日（火）、２６日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

PLC（Q03CPU）、プログラミングツール（GX 
Works2）、負荷装置

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

日　程 １２月３日（木）、４日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

PLC（Q03CPU）、プログラミングツール（GX 
Works2）、負荷装置

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

4D115
冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 これからルームエアコンの

施工に携わろうとする方
ルームエアコン設置を一通り練習

空調機器の据付、撤去作業の技能向上をめざして、冷媒配管の加工及び据付・撤去時
の注意事項やノウハウを習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1空調機器概要
2設備配管工事の施工条件
3冷媒配管施工
4漏洩検査
5試運転
6取外し方法

4D116
ＬＡＮ構築施工・評価技術 情報配線施工（LAN、光ファイバ、

TVアンテナケーブル）に
携わろうとする方通信インフラの要！ポイントを押さえてスキルを習得

情報配線施工（LAN、光ファイバ、TVアンテナケーブル）に必要な機器と部材を理
解し、LANケーブルおよび光ファイバケーブルを用いた LAN の構築作業を通して、
情報配線施工に関する技能・技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ＬＡＮの概要
2端末処理（LANケーブル、
光ファイバ、TVアンテナケーブル）
3情報配線施工
4測定実習

4D117
低圧電気設備の保守点検技術 低圧電気設備の点検管理業務や

施工に携わろうとする方
低圧電気設備の保守に必要な測定器の使い方を習得

低圧電気設備の保守点検に必要な測定器（テスタ、絶縁抵抗計、クランプメータなど）
の使い方を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1低圧電気設備と保全
2電気事故の種類と要因
3保守点検器具と点検要領
4低圧電気設備の保守点検演習
（検電、電圧測定、電流測定、絶縁抵抗測定、
接地抵抗測定等）

NEW!

4D118
4D119

製造現場におけるＬＡＮ活用技術 ネットワーク構築に
従事されている方

またはこれから従事される方ネットワーク設定の仕組みやトラブル対応方法を習得

LANに接続する機器のネットワーク設定やトラブル時の対応に必要なコマンド操作
方法を習得し、ネットワーク構築に必要な技術を身につけます。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ネットワーク概要
2プロトコル概要と設定
3ネットワーク機器の役割と設定
4ＬＡＮ構築実習

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 ９月２８日（月）、２９日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,000 円
使　用
器具等 空気調和機器、配管工具一式、ゲージマニホールド

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装、作業手袋

日　程 ８月１８日（火）、１９日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等

ＨＵＢ、ＵＴＰケーブル、ＲＪ－４５コネクタ、圧着工具、
LANテスタ、光ファイバ、情報コンセント　他

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

日　程 １０月１４日（水）、１５日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等

検電器、テスタ、クランプメータ、絶縁抵抗計、接
地抵抗計

持ち物 筆記用具、作業しやすい服装

日　程
4D118 : ７月３０日（木）、３１日（金）
4D119 : １月２８日（木）、２９日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 パソコン、ブロードバンドルータ　他

持ち物 筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



4D124
組込み技術者のためのプログラミング（関数・配列編） マイコンによるものづくりに

興味があり、C言語を
習得したい方あらゆるプログラミング言語の原典を楽しく習得

組込みシステム開発・設計の生産性の向上をめざして、効率化に向けた組込みマイコ
ンシステムの構成や開発手法の実習を通して、システムの最適化のための設計・開発
技法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1Ｃ言語の概要　
2データの入出力と変数　
3制御構造
4関数の作成と変数のスコープ　
5配列と文字列の基本
6マイコンプログラミング

4D123
PLCによる通信システム構築技術（ExcelVBA、MX Component編） PLC のプログラミング経験を

有する方
表計算ソフトで FA 監視システムを構築

MX Component を活用しパソコンから PLC のデータを読書きする手法を習得し、
Excel 上でデータを見える化することを目指します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1通信の概要
2ソフトウェア開発
3パソコンと PLC間の通信
4システム構築実習

4D122
PLCによる通信システム構築技術（Java、MCプロトコル編） 言語を問わず入門レベルの

プログラミング言語の経験を
有する方FA 監視システムを構築

PLC との通信に利用されるMCプロトコル（SLMP）を Java 言語で実装します。FA
監視システムを構築し、社内システムと PLCの連携について習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1通信の概要
2ソフトウェア開発
3パソコンと PLC間の通信
4システム構築実習

4D120
4D121

ＶＬＡＮ間ルーティング技術 「製造現場における LAN活用
技術」を受講された方、

または同等の知識をお持ちの方社内向けネットワークを構築

社内 LANの構築で利用されているレイヤ 3スイッチやルータなどのネットワーク機
器の実機を使って LANを構築し、簡単な性能評価を行います。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 LANの概要
2ルーティング方式
3 LAN構築と性能評価
4 LANの設計
5レイヤ 3スイッチの各種設定

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
4D120 : ８月６日（木）、７日（金）
4D121 : ２月４日（木）、５日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

パソコン、レイヤ3スイッチ、ブロードバンドルータ　
他

持ち物 筆記用具

日　程 １０月８日（木）、９日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等 パソコン、三菱電機製 PLC

持ち物 筆記用具

日　程 １１月１２日（木）、１３日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等 パソコン、三菱電機製 PLC

持ち物 筆記用具

日　程 ４月１３日（月）、１４日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

パソコン、C言語環境「VisualStudio」、マイコン開
発環境「ArduinoIDE」、マイコン評価ボード

持ち物 筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

4D125
組込み技術者のためのプログラミング（ポインタ編） 「組込み技術者のためのプログラミ

ング（関数・配列編）」を受講された
方、または同等の知識をお持ちの方C 言語で最もつまづきやすい「ポインタ」に集中！

C言語の中で習得のハードルが高い「ポインタ」に焦点を当て、C言語をより使いこ
なしたシステム開発技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1Ｃ言語の概要
2変数とメモリ
3ポインタ
4配列とポインタ
5構造体とポインタ
6マイコンプログラミング

4D126
組込み技術者のためのプログラミング（ライントレースロボット編）「組込み技術者のためのプログラミ

ング（ポインタ編）」を受講された方、
または同等の知識をお持ちの方マイコン制御技術をロボットを動かして楽しく習得

工場内の搬送ロボットなどにも利用される、ライントレースを主軸にマイコン制御技
術の向上・システム開発技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1開発環境
2開発技法とプログラミング
3プログラミング応用課題

4D127
オブジェクト指向による組込みプログラム開発技術(Java編) これからアプリケーション開発

をするためにオブジェクト指向
について習得したい方オブジェクト指向プログラミングの考え方を習得

Webアプリ開発の基本となる Java 言語を題材に、近年のシステム開発の主流であ
るオブジェクト指向プログラミングについて習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 Java と開発環境の概要
2 Java の基本構文
3オブジェクト指向の考え方とメリット
4オブジェクト指向プログラミング演習
5まとめ

4D128
Ｗｅｂを活用した生産支援システム構築技術(Java、サーブレット編) 在庫管理システムなどデータ

ベースと連携したシステムによ
る業務効率化に興味のある方Webを活用した業務支援システムを構築

Webアプリケーションの仕組みから、簡易的なWebページの作成、Java による
Webシステム開発手法、データベースとの連携方法までの「Webシステム開発技術」
を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1Webアプリケーションの概要
2データベースの設計
3 Java、サーブレットによる
Webアプリケーション開発
4データベース連携

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 ５月１４日（木）、１５日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

パソコン、C言語環境「VisualStudio」、マイコン開
発環境「ArduinoIDE」、マイコン評価ボード

持ち物 筆記用具

日　程 ６月１１日（木）、１２日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

パソコン、C 言語開発環境「LPCXpresso」、ARM
搭載実習教材

持ち物 筆記用具

日　程 ９月７日（月）、８日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 パソコン、Javaプログラム開発環境

持ち物 筆記用具

日　程 １月１４日（木）、１５日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 パソコン、Javaプログラム開発環境

持ち物 筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



4D124
組込み技術者のためのプログラミング（関数・配列編） マイコンによるものづくりに

興味があり、C言語を
習得したい方あらゆるプログラミング言語の原典を楽しく習得

組込みシステム開発・設計の生産性の向上をめざして、効率化に向けた組込みマイコ
ンシステムの構成や開発手法の実習を通して、システムの最適化のための設計・開発
技法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1Ｃ言語の概要　
2データの入出力と変数　
3制御構造
4関数の作成と変数のスコープ　
5配列と文字列の基本
6マイコンプログラミング

4D123
PLCによる通信システム構築技術（ExcelVBA、MX Component編） PLC のプログラミング経験を

有する方
表計算ソフトで FA 監視システムを構築

MX Component を活用しパソコンから PLC のデータを読書きする手法を習得し、
Excel 上でデータを見える化することを目指します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1通信の概要
2ソフトウェア開発
3パソコンと PLC間の通信
4システム構築実習

4D122
PLCによる通信システム構築技術（Java、MCプロトコル編） 言語を問わず入門レベルの

プログラミング言語の経験を
有する方FA 監視システムを構築

PLC との通信に利用されるMCプロトコル（SLMP）を Java 言語で実装します。FA
監視システムを構築し、社内システムと PLCの連携について習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1通信の概要
2ソフトウェア開発
3パソコンと PLC間の通信
4システム構築実習

4D120
4D121

ＶＬＡＮ間ルーティング技術 「製造現場における LAN活用
技術」を受講された方、

または同等の知識をお持ちの方社内向けネットワークを構築

社内 LANの構築で利用されているレイヤ 3スイッチやルータなどのネットワーク機
器の実機を使って LANを構築し、簡単な性能評価を行います。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 LANの概要
2ルーティング方式
3 LAN構築と性能評価
4 LANの設計
5レイヤ 3スイッチの各種設定

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
4D120 : ８月６日（木）、７日（金）
4D121 : ２月４日（木）、５日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

パソコン、レイヤ3スイッチ、ブロードバンドルータ　
他

持ち物 筆記用具

日　程 １０月８日（木）、９日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等 パソコン、三菱電機製 PLC

持ち物 筆記用具

日　程 １１月１２日（木）、１３日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等 パソコン、三菱電機製 PLC

持ち物 筆記用具

日　程 ４月１３日（月）、１４日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

パソコン、C言語環境「VisualStudio」、マイコン開
発環境「ArduinoIDE」、マイコン評価ボード

持ち物 筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

4D125
組込み技術者のためのプログラミング（ポインタ編） 「組込み技術者のためのプログラミ

ング（関数・配列編）」を受講された
方、または同等の知識をお持ちの方C 言語で最もつまづきやすい「ポインタ」に集中！

C言語の中で習得のハードルが高い「ポインタ」に焦点を当て、C言語をより使いこ
なしたシステム開発技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1Ｃ言語の概要
2変数とメモリ
3ポインタ
4配列とポインタ
5構造体とポインタ
6マイコンプログラミング

4D126
組込み技術者のためのプログラミング（ライントレースロボット編）「組込み技術者のためのプログラミ

ング（ポインタ編）」を受講された方、
または同等の知識をお持ちの方マイコン制御技術をロボットを動かして楽しく習得

工場内の搬送ロボットなどにも利用される、ライントレースを主軸にマイコン制御技
術の向上・システム開発技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1開発環境
2開発技法とプログラミング
3プログラミング応用課題

4D127
オブジェクト指向による組込みプログラム開発技術(Java編) これからアプリケーション開発

をするためにオブジェクト指向
について習得したい方オブジェクト指向プログラミングの考え方を習得

Webアプリ開発の基本となる Java 言語を題材に、近年のシステム開発の主流であ
るオブジェクト指向プログラミングについて習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 Java と開発環境の概要
2 Java の基本構文
3オブジェクト指向の考え方とメリット
4オブジェクト指向プログラミング演習
5まとめ

4D128
Ｗｅｂを活用した生産支援システム構築技術(Java、サーブレット編) 在庫管理システムなどデータ

ベースと連携したシステムによ
る業務効率化に興味のある方Webを活用した業務支援システムを構築

Webアプリケーションの仕組みから、簡易的なWebページの作成、Java による
Webシステム開発手法、データベースとの連携方法までの「Webシステム開発技術」
を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1Webアプリケーションの概要
2データベースの設計
3 Java、サーブレットによる
Webアプリケーション開発
4データベース連携

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 ５月１４日（木）、１５日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

パソコン、C言語環境「VisualStudio」、マイコン開
発環境「ArduinoIDE」、マイコン評価ボード

持ち物 筆記用具

日　程 ６月１１日（木）、１２日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

パソコン、C 言語開発環境「LPCXpresso」、ARM
搭載実習教材

持ち物 筆記用具

日　程 ９月７日（月）、８日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 パソコン、Javaプログラム開発環境

持ち物 筆記用具

日　程 １月１４日（木）、１５日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 パソコン、Javaプログラム開発環境

持ち物 筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



4H104
実践建築設計２次元ＣＡＤ技術（立面編） JW_cadによる図面作成技術を

習得したい方
２次元ＣＡＤをマスターして、建築製図作業の効率化を目指します。

建築図面の生産性の向上をめざし、効率化、適正化、最適化（改善）に向けた図面作
成の実習を通して、建築図面に関する作成技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1建築一般図と詳細図
2種々の図面の構築手法
3図面作成実習

4H103
実践建築設計２次元ＣＡＤ技術（平面詳細編） JW_cadによる図面作成技術を

習得したい方
２次元ＣＡＤをマスターして、建築製図作業の効率化を目指します。

建築図面の生産性の向上をめざし、効率化、適正化、最適化（改善）に向けた図面作
成の実習を通して、建築図面に関する作成技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1建築一般図と詳細図
2種々の図面の構築手法
3図面作成実習

4H101
4H102

実践建築設計2次元ＣＡＤ技術（操作編） JW_cadによる図面作成技術を
習得したい方

これから２次元ＣＡＤを学ぼうとする方にお勧めです。

建築図面の生産性の向上をめざし、効率化、適正化、最適化（改善）に向けた図面作
成の実習を通して、建築図面に関する作成技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1建築一般図と詳細図
2種々の図面の構築手法
3図面作成実習

4D129
センサを活用したＩｏＴアプリケーション開発技術(Arduino編) IoT を活用した業務改善を考えており試

作を行いたい方、IoT によってどのよう
な業務改善が図れるかを体験したい方極力プログラミングを行わない「ローコード開発」で IoTを実践！

製造業や農家、公共事業など様々なところで業務改善・効率化等に用いられる IoT 技
術について習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 IoT の概要と事例紹介
2アクチュエータ制御実習
3センサ制御実習
4センサデータの可視化

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 ７月２３日（木）、２４日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

パソコン、マイコン開発環境 (Arduino IDE)、センサ、
アクチュエータ

持ち物 筆記用具

日　程
4H101 ： ６月２０日（土）、２１日（日）、２７日（土）
4H102 ： ９月１５日（火）、１６日（水）、１７日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 施設常設 PC（貸与）、Jw_cad

持ち物 筆記用具

日　程 ７月１8日（土）、１9日（日）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 5,000 円
使　用
器具等 施設常設 PC（貸与）,Jw-cad

持ち物 筆記用具

日　程 8月1日（土）、2日（日）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 5,000 円
使　用
器具等 施設常設 PC（貸与）,Jw-cad

持ち物 筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

4H109
地理情報システムの運用技術 SISソフトの操作から地理情報

システムの活用までを
学びたい方CPD 対応のコースです！

建築情報支援の新たな品質及び製品の創造をめざして、高付加価値化に向けた地図を
利用した情報システム、いわゆる地理情報システム（ＧＩＳ）の運用技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1地理情報システムの概要
2事例紹介、データ紹介
3地理情報システムの操作と活用
4データベース作成及びカスタマイズ

4H105
実践建築設計３次元ＣＡＤ技術（プレゼン総合編）アーキトレンドによる図面作成

技術を習得したい方
CPD 対応のコースです！

建築設計及び建築設計図書作成の作業効率化を目指して、施主に対する提案を可視化
する３次元の設計手法や、各種建築図面・パースの作成方法に関する知識・技能を習
得します。

オンライン訓練実施コース

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1アーキトレンドによる設計概要、
　構想とエスキス
2アーキトレンドによる基本設計
　図書の作成
3アーキトレンドによるパース作成、
　プレゼンテーション方法

備　考 ※本コースは講師がオンラインで講義を行います。受講者の方はご来校ください。

4H106
実践建築設計３次元ＣＡＤ技術（申請図面作成編）アーキトレンドによる申請図面

作成技術を習得したい方
CPD 対応のコースです！

木造住宅の計画・設計における問題解決と、業務改善や品質向上を目指して、木造
住宅のための性能表示に対応した設計・計画手法に関する知識・技能を習得します。 オンライン訓練実施コース

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1アーキトレンドによる計画・設計基本
2アーキトレンドによる構造の安定に関する検討
3アーキトレンドによる外皮性能に関する検討
4各種申請図面の作成
5住宅性能表示関連図面

備　考 ※本コースは講師がオンラインで講義を行います。受講者の方はご来校ください。

4H107
4H108

ＢＩＭを用いた建築生産設計技術 BIMソフトの導入、操作から
プレゼンテーション・画面出力

を学びたい方CPD 対応のコースです！

施工計画及び施工管理の生産性の向上を目指して、効率化・最適化に向けた生産計画・
設計と生産管理に関する知識・技能を習得します。 オンライン訓練実施コース

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ＢＩＭの活用方法
2生産設計図の作成
3事例検討
4見積もりの作成

備　考 ※本コースは講師がオンラインで講義を行います。受講者の方はご来校ください。

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 １０月29日（木）、30日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 13,000 円
使　用
器具等 施設常設 PC（貸与）,ＳＩＳソフトウェア

持ち物 筆記用具

日　程 ９月１０日（木）、１１日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 10,500 円
使　用
器具等

施設常設 PC（貸与）,ＣＡＤソフトウェア（ＡＲＣＨＩ
ＴＲＥＮＤ　ＺＥＲＯ）

持ち物 筆記用具

日　程 １０月８日（木）、9日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 10,500 円
使　用
器具等

施設常設 PC（貸与）,ＣＡＤソフトウェア（ＡＲＣＨＩ
ＴＲＥＮＤ　ＺＥＲＯ）

持ち物 筆記用具

日　程
4H107 ： 5月28日（木）、29日（金）
4H108 ： 11月12日（木）、13日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 11,000 円
使　用
器具等 施設常設 PC（貸与）,ＢＩＭソフトウェア（ＧＬＯＯＢＥ）

持ち物 筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



4H104
実践建築設計２次元ＣＡＤ技術（立面編） JW_cadによる図面作成技術を

習得したい方
２次元ＣＡＤをマスターして、建築製図作業の効率化を目指します。

建築図面の生産性の向上をめざし、効率化、適正化、最適化（改善）に向けた図面作
成の実習を通して、建築図面に関する作成技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1建築一般図と詳細図
2種々の図面の構築手法
3図面作成実習

4H103
実践建築設計２次元ＣＡＤ技術（平面詳細編） JW_cadによる図面作成技術を

習得したい方
２次元ＣＡＤをマスターして、建築製図作業の効率化を目指します。

建築図面の生産性の向上をめざし、効率化、適正化、最適化（改善）に向けた図面作
成の実習を通して、建築図面に関する作成技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1建築一般図と詳細図
2種々の図面の構築手法
3図面作成実習

4H101
4H102

実践建築設計2次元ＣＡＤ技術（操作編） JW_cadによる図面作成技術を
習得したい方

これから２次元ＣＡＤを学ぼうとする方にお勧めです。

建築図面の生産性の向上をめざし、効率化、適正化、最適化（改善）に向けた図面作
成の実習を通して、建築図面に関する作成技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1建築一般図と詳細図
2種々の図面の構築手法
3図面作成実習

4D129
センサを活用したＩｏＴアプリケーション開発技術(Arduino編) IoT を活用した業務改善を考えており試

作を行いたい方、IoT によってどのよう
な業務改善が図れるかを体験したい方極力プログラミングを行わない「ローコード開発」で IoTを実践！

製造業や農家、公共事業など様々なところで業務改善・効率化等に用いられる IoT 技
術について習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 IoT の概要と事例紹介
2アクチュエータ制御実習
3センサ制御実習
4センサデータの可視化

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 ７月２３日（木）、２４日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

パソコン、マイコン開発環境 (Arduino IDE)、センサ、
アクチュエータ

持ち物 筆記用具

日　程
4H101 ： ６月２０日（土）、２１日（日）、２７日（土）
4H102 ： ９月１５日（火）、１６日（水）、１７日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 施設常設 PC（貸与）、Jw_cad

持ち物 筆記用具

日　程 ７月１8日（土）、１9日（日）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 5,000 円
使　用
器具等 施設常設 PC（貸与）,Jw-cad

持ち物 筆記用具

日　程 8月1日（土）、2日（日）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 5,000 円
使　用
器具等 施設常設 PC（貸与）,Jw-cad

持ち物 筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

4H109
地理情報システムの運用技術 SISソフトの操作から地理情報

システムの活用までを
学びたい方CPD 対応のコースです！

建築情報支援の新たな品質及び製品の創造をめざして、高付加価値化に向けた地図を
利用した情報システム、いわゆる地理情報システム（ＧＩＳ）の運用技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1地理情報システムの概要
2事例紹介、データ紹介
3地理情報システムの操作と活用
4データベース作成及びカスタマイズ

4H105
実践建築設計３次元ＣＡＤ技術（プレゼン総合編）アーキトレンドによる図面作成

技術を習得したい方
CPD 対応のコースです！

建築設計及び建築設計図書作成の作業効率化を目指して、施主に対する提案を可視化
する３次元の設計手法や、各種建築図面・パースの作成方法に関する知識・技能を習
得します。

オンライン訓練実施コース

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1アーキトレンドによる設計概要、
　構想とエスキス
2アーキトレンドによる基本設計
　図書の作成
3アーキトレンドによるパース作成、
　プレゼンテーション方法

備　考 ※本コースは講師がオンラインで講義を行います。受講者の方はご来校ください。

4H106
実践建築設計３次元ＣＡＤ技術（申請図面作成編）アーキトレンドによる申請図面

作成技術を習得したい方
CPD 対応のコースです！

木造住宅の計画・設計における問題解決と、業務改善や品質向上を目指して、木造
住宅のための性能表示に対応した設計・計画手法に関する知識・技能を習得します。 オンライン訓練実施コース

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1アーキトレンドによる計画・設計基本
2アーキトレンドによる構造の安定に関する検討
3アーキトレンドによる外皮性能に関する検討
4各種申請図面の作成
5住宅性能表示関連図面

備　考 ※本コースは講師がオンラインで講義を行います。受講者の方はご来校ください。

4H107
4H108

ＢＩＭを用いた建築生産設計技術 BIMソフトの導入、操作から
プレゼンテーション・画面出力

を学びたい方CPD 対応のコースです！

施工計画及び施工管理の生産性の向上を目指して、効率化・最適化に向けた生産計画・
設計と生産管理に関する知識・技能を習得します。 オンライン訓練実施コース

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ＢＩＭの活用方法
2生産設計図の作成
3事例検討
4見積もりの作成

備　考 ※本コースは講師がオンラインで講義を行います。受講者の方はご来校ください。

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 １０月29日（木）、30日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 13,000 円
使　用
器具等 施設常設 PC（貸与）,ＳＩＳソフトウェア

持ち物 筆記用具

日　程 ９月１０日（木）、１１日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 10,500 円
使　用
器具等

施設常設 PC（貸与）,ＣＡＤソフトウェア（ＡＲＣＨＩ
ＴＲＥＮＤ　ＺＥＲＯ）

持ち物 筆記用具

日　程 １０月８日（木）、9日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 10,500 円
使　用
器具等

施設常設 PC（貸与）,ＣＡＤソフトウェア（ＡＲＣＨＩ
ＴＲＥＮＤ　ＺＥＲＯ）

持ち物 筆記用具

日　程
4H107 ： 5月28日（木）、29日（金）
4H108 ： 11月12日（木）、13日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 12名 受講料 11,000 円
使　用
器具等 施設常設 PC（貸与）,ＢＩＭソフトウェア（ＧＬＯＯＢＥ）

持ち物 筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



4M503
4M504

製造現場におけるヒューマンエラー対策と実践的技法 製造現場で安全衛生、作業管理、
生産管理に携わっている方

ヒューマンエラー対策を分かり易く解説し、生産性の向上につなげます。

工程管理／技術管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、
安全性向上に向けたヒューマンエラーの発生要因の分析及び防止の実践的な手法を
体得し生産性の向上を図ると共に実践的な生産管理を行える能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ヒューマンエラーとは
2ヒューマンエラー発生の問題発見
3ヒューマンエラー防止策
4ヒューマンエラー発生要因分析・対策実習

備　考 外部講師担当

4M501
収益性向上のための現場改善マネジメント 製造業における現場運営を

担う中堅リーダーまたは
その候補となる方現場課題を見える化し、改善できる人材を育成する。

ものづくり企業が「稼ぐチカラ」を向上させるには現場の課題を「見える化」し、デー
タに基づいて改善を推進する現場リーダーが必要です。様々な生産方式の効率性や
レイアウトの最適化、コストと利益の関係性など、改善ポイントごとに「座学」と「模
擬演習」を通して、現場リーダーとしての成長を目指します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製造業における収益性向上の考え方
2実践的な管理の進め方
3製造業における改善ポイントの切り口
4現場改善を実践する課題実習

備　考 外部講師:大賀隆裕

4M502
製造業におけるコストダウン実践法 生産現場で現場改善、コスト

改善に取り組んでいる方、
またはこれから取り組む方コスト視点で収益構造を改革・最適化する手法を習得する。

製造業におけるコストダウンは「単なる経費削減」から「構造改革・戦略的最適化」
へと潮流が大きく変化しています。
生産現場に発生するさまざまな課題を製造原価・コストに絞った視点でとらえ、収
益構造を改善する具体的な方策を探し出す手順や解決法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製造業における原価とコストダウン
2実践的なコスト管理手法
3 PLM、管理会計でみる改善ポイント
4模擬生産ラインでのコストダウン実習

備　考 外部講師：大賀隆裕

NEW!

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 ７月１６日（木）、１７日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 8,000 円
使　用
器具等
持ち物 筆記用具、電卓、タイマー（又はストップウォッチ）

日　程
4M503 ： ５月２１日（木）、２２日（金）
4M504 ： １１月５日（木）、６日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 6,500 円
使　用
器具等
持ち物 筆記用具

日　程 １１月１９日（木）、２０日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 8,000 円
使　用
器具等
持ち物 筆記用具、電卓、タイマー（又はストップウォッチ）
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

4M509
4M510

現場を動かすプレゼンテーションテクニック 生産現場における生産管理等の業
務に従事する方で、指導的・中核的
な役割を担う方、またはその候補者生産現場で活用するリーダーシップ手法と併せての受講がお勧めです。

生産現場における現場力強化及び技能継承をめざして、技能高度化、故障対応・予
防に向けた現場のリーダーとして身につけておくべきスキルを確認し、目的達成に
向けた組織のベクトルを一致させることのできる能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1現場監督のグリップ力
2説得の技術
3総合演習

備　考 外部講師：株式会社I.B.P総合研究所　本城　稔

4M505
4M506

５Ｓによるムダ取り・改善の進め方 職場で業務改善に取り組んで
いる方、またはその指導的・
中核的な役割を担う方現場改善にこれから取り組む方からマネジメントを担う方まで幅広く学べる内容です。

組織・現場力強化及び技能継承をめざして、５Sに主題を置いた、生産現場で発生
する問題の分析・改善技法及び指導技法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1５Sの意義・定義　　①５Sはなぜ、何のために取り組むのか
　　　　　　　　　　　②５Sとは？正しい理解と具体的な進め方を IE や
　　　　　　　　　　　　TPMの観点を含め解説
2ムダ取りの実践による現場改善
　　　　　　　　　　　①海外・日本・県内の現場改善事例から、
　　　　　　　　　　　　その効果と進め方を学ぶ
3実践的５Sの進め方　①参加者同士の現状共有、カードワークによる課題の
　　　　　　　　　　　　抽出
　　　　　　　　　　　②５Sを推進し、文化として定着させる 12のポイント
4改善ツール作成実習　①品目明細実習、シャドーボード作成

備　考 外部講師:㈱和田SCコンサルティング　和田有希子

4M507
4M508

生産現場で活用するリーダーシップ手法 生産現場における生産管理等の業
務に従事する方で、指導的・中核的
な役割を担う方、またはその候補者現場を動かすプレゼンテーションテクニックと併せての受講がお勧めです。

生産現場における指導技法の現場力強化及び技能継承をめざして、技能高度化に向
けた生産現場における事例演習を通して、部下の指導方法や育成方法など製造業に
適したリーダーシップ手法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製造現場とリーダーシップ
2現場管理者がめざすもの
3リーダーシップの要点
4生産現場における事例演習

備　考 外部講師：株式会社I.B.P総合研究所　本城　稔

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
4M509 ： ６月２５日（木）、２６日（金）
4M510 ： １０月８日（木）、９日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 6,000 円
使　用
器具等
持ち物 筆記用具

日　程
4M505 ： ６月１６日（火）、１８日（木）
4M506 ： １０月１３日（火）、１５日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 8,500 円
使　用
器具等
持ち物 ＜1日目＞筆記用具　＜2日目＞筆記用具、電卓

日　程
4M507 ： ５月２８日（木）、２９日（金）
4M508 ： ９月１０日（木）、１１日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 6,000 円
使　用
器具等
持ち物 筆記用具
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



4M503
4M504

製造現場におけるヒューマンエラー対策と実践的技法 製造現場で安全衛生、作業管理、
生産管理に携わっている方

ヒューマンエラー対策を分かり易く解説し、生産性の向上につなげます。

工程管理／技術管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、
安全性向上に向けたヒューマンエラーの発生要因の分析及び防止の実践的な手法を
体得し生産性の向上を図ると共に実践的な生産管理を行える能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ヒューマンエラーとは
2ヒューマンエラー発生の問題発見
3ヒューマンエラー防止策
4ヒューマンエラー発生要因分析・対策実習

備　考 外部講師担当

4M501
収益性向上のための現場改善マネジメント 製造業における現場運営を

担う中堅リーダーまたは
その候補となる方現場課題を見える化し、改善できる人材を育成する。

ものづくり企業が「稼ぐチカラ」を向上させるには現場の課題を「見える化」し、デー
タに基づいて改善を推進する現場リーダーが必要です。様々な生産方式の効率性や
レイアウトの最適化、コストと利益の関係性など、改善ポイントごとに「座学」と「模
擬演習」を通して、現場リーダーとしての成長を目指します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製造業における収益性向上の考え方
2実践的な管理の進め方
3製造業における改善ポイントの切り口
4現場改善を実践する課題実習

備　考 外部講師:大賀隆裕

4M502
製造業におけるコストダウン実践法 生産現場で現場改善、コスト

改善に取り組んでいる方、
またはこれから取り組む方コスト視点で収益構造を改革・最適化する手法を習得する。

製造業におけるコストダウンは「単なる経費削減」から「構造改革・戦略的最適化」
へと潮流が大きく変化しています。
生産現場に発生するさまざまな課題を製造原価・コストに絞った視点でとらえ、収
益構造を改善する具体的な方策を探し出す手順や解決法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製造業における原価とコストダウン
2実践的なコスト管理手法
3 PLM、管理会計でみる改善ポイント
4模擬生産ラインでのコストダウン実習

備　考 外部講師：大賀隆裕

NEW!

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 ７月１６日（木）、１７日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 8,000 円
使　用
器具等
持ち物 筆記用具、電卓、タイマー（又はストップウォッチ）

日　程
4M503 ： ５月２１日（木）、２２日（金）
4M504 ： １１月５日（木）、６日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 6,500 円
使　用
器具等
持ち物 筆記用具

日　程 １１月１９日（木）、２０日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 8,000 円
使　用
器具等
持ち物 筆記用具、電卓、タイマー（又はストップウォッチ）
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4M509
4M510

現場を動かすプレゼンテーションテクニック 生産現場における生産管理等の業
務に従事する方で、指導的・中核的
な役割を担う方、またはその候補者生産現場で活用するリーダーシップ手法と併せての受講がお勧めです。

生産現場における現場力強化及び技能継承をめざして、技能高度化、故障対応・予
防に向けた現場のリーダーとして身につけておくべきスキルを確認し、目的達成に
向けた組織のベクトルを一致させることのできる能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1現場監督のグリップ力
2説得の技術
3総合演習

備　考 外部講師：株式会社I.B.P総合研究所　本城　稔

4M505
4M506

５Ｓによるムダ取り・改善の進め方 職場で業務改善に取り組んで
いる方、またはその指導的・
中核的な役割を担う方現場改善にこれから取り組む方からマネジメントを担う方まで幅広く学べる内容です。

組織・現場力強化及び技能継承をめざして、５Sに主題を置いた、生産現場で発生
する問題の分析・改善技法及び指導技法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1５Sの意義・定義　　①５Sはなぜ、何のために取り組むのか
　　　　　　　　　　　②５Sとは？正しい理解と具体的な進め方を IE や
　　　　　　　　　　　　TPMの観点を含め解説
2ムダ取りの実践による現場改善
　　　　　　　　　　　①海外・日本・県内の現場改善事例から、
　　　　　　　　　　　　その効果と進め方を学ぶ
3実践的５Sの進め方　①参加者同士の現状共有、カードワークによる課題の
　　　　　　　　　　　　抽出
　　　　　　　　　　　②５Sを推進し、文化として定着させる 12のポイント
4改善ツール作成実習　①品目明細実習、シャドーボード作成

備　考 外部講師:㈱和田SCコンサルティング　和田有希子

4M507
4M508

生産現場で活用するリーダーシップ手法 生産現場における生産管理等の業
務に従事する方で、指導的・中核的
な役割を担う方、またはその候補者現場を動かすプレゼンテーションテクニックと併せての受講がお勧めです。

生産現場における指導技法の現場力強化及び技能継承をめざして、技能高度化に向
けた生産現場における事例演習を通して、部下の指導方法や育成方法など製造業に
適したリーダーシップ手法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製造現場とリーダーシップ
2現場管理者がめざすもの
3リーダーシップの要点
4生産現場における事例演習

備　考 外部講師：株式会社I.B.P総合研究所　本城　稔

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
4M509 ： ６月２５日（木）、２６日（金）
4M510 ： １０月８日（木）、９日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 6,000 円
使　用
器具等
持ち物 筆記用具

日　程
4M505 ： ６月１６日（火）、１８日（木）
4M506 ： １０月１３日（火）、１５日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 8,500 円
使　用
器具等
持ち物 ＜1日目＞筆記用具　＜2日目＞筆記用具、電卓

日　程
4M507 ： ５月２８日（木）、２９日（金）
4M508 ： ９月１０日（木）、１１日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 6,000 円
使　用
器具等
持ち物 筆記用具
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中国能開大
能力開発セミナー詳細

中国職業能力開発大学校［アクセス：P64］
愛称：中国能開大

TEL：086‒526‒3102　FAX：086‒526‒2319
〒710‒0251　岡山県倉敷市玉島長尾1242‒1

C o u r s e  G u i d e
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中国能開大
能力開発セミナー詳細

中国職業能力開発大学校［アクセス：P64］
愛称：中国能開大

TEL：086‒526‒3102　FAX：086‒526‒2319
〒710‒0251　岡山県倉敷市玉島長尾1242‒1
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中国能開大
能力開発セミナー詳細

中国職業能力開発大学校［アクセス：P64］
愛称：中国能開大

TEL：086‒526‒3102　FAX：086‒526‒2319
〒710‒0251　岡山県倉敷市玉島長尾1242‒1

C o u r s e  G u i d e
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中国能開大
能力開発セミナー詳細

中国職業能力開発大学校［アクセス：P64］
愛称：中国能開大

TEL：086‒526‒3102　FAX：086‒526‒2319
〒710‒0251　岡山県倉敷市玉島長尾1242‒1

C o u r s e  G u i d e
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5M106
２次元ＣＡＤによる機械製図技術 ２次元CADを活用し製図作業の

効率化を目指している方
AutoCADの作図技術をマスターしよう！

機械設計／機械製図の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、
安全性向上に向けた構想段階から具体的加工の指示を出すための図面の作図を通
して、ＣＡＤを使用する場合の環境の構築、効果的かつ効率的使用方法及びデー
タ管理方法について習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1構想から図面への考え方
2機械製図の留意事項
3製図効率を向上させるための準備
4実践課題
5図面作成

備　考 セミナー終了後、配布したテキスト類はお持ち帰りいただけます。

5M117
幾何公差の解釈と活用演習 製品の設計・開発、生産技術等の業

務に従事し、幾何公差を図面に正し
く表現できずにお悩みの方幾何公差を知り、図面での的確な使用法をマスターしよう！

ものづくり全工程の中で、要求される品質を保証するため設計業務の技能高
度化を目指し、設計者の設計意図を的確に表現し図面の曖昧さを排除できる
幾何公差方式を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1公差表示方法
2データム
3幾何特性
4位置度公差方式の図面適用
5最大実体公差方式の原理
6まとめ

備　考 担当：(株 ) プラーナ―

NEW!

5M102
実践機械製図 機械図面の読図、製図方法を

学びたい方
機械図面の読図・製図方法を学びたい方にお勧めです。

機械設計／機械製図の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）
に向けた製品企画から具体的加工の指示を出すまでの設計業務の流れと作図（設
計製図、工程図等）を通して、２次元ＣＡＤを活用した効果的かつ効率的な設計
方法及びデータ管理方法について習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製図一般
2機械製図上の留意事項
3実践的設計図面の描き方 
4総合課題

備　考 セミナー終了後、配布したテキスト類はお持ち帰りいただけます。

NEW!

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 5月20日（水）、21日（木）、22日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 13,500 円
使　用
器具等 製図器具等

持ち物 筆記用具

日　程 6月25日（木）、26日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 Auto CAD2023

持ち物 筆記用具

日　程 １０月２８日（水）、２９日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 23,500 円
使　用
器具等 PC、プロジェクタ、ホワイトボード

持ち物 筆記用具
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機　械　系 中国能開大
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5M105
設計者ＣＡＥを活用した構造解析＜静解析編＞ 機械設計・解析業務に

従事される方
機械構造解析のポイントを学び、機械設計にCAEを活用しよう！

設計品質の向上及び高付加価値化をめざして、機械構造解析の理論及び解析方法
並びに結果評価方法を理解し、設計プロセスの中でＣＡＥを「設計ツール」とし
て有効に活用するためのノウハウ・技術を習得します。（オペレーションを中心
としたセミナーです）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1設計と構造解析概論
2モデル化手法
3有限要素法ﾒｯｼｭと精度
4アセンブリモデルの解析実習

5座屈解析実習
6寸法形状最適化実習
7実践課題
8まとめ

5M101
5M112

３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術＜SolidWorks編＞ ２次元CAD、３次元CADに
関する知識をお持ちの方

製品設計の考え方に基づいた、３次元 CADの使い方をマスターしよう！

製品設計業務における生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に
向けたモデリング実習を通して、ソリッドモデル作成のポイントについて理
解し、高品質なＣＡＤデータ作成方法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1設計とは
2３次元ＣＡＤの概要
3モデリング時のポイント 
4構想設計
5総合演習

備　考 セミナー終了後、配布したテキスト類はお持ち帰りいただけます。

5M104
３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術<SolidWorks編> ２次元CAD、３次元CADに

関する知識をお持ちの方
SOLIDWORKSによる組立操作をマスターしよう！

機械設計の新たな品質の創造又は製品を生み出すことをめざして、高付加価
値化に向けたアセンブリ機能を活用した検証実習を通して設計検討項目の検
証方法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1３次元ＣＡＤの概要
2アセンブリの３ヶ条
3ボトムアップアセンブリとトップダウンアセンブリ 
4検証ツールによる検証作業

備　考 セミナー終了後、配布したテキスト類はお持ち帰りいただけます。

NEW!

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 6月16日（火）、17日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 ３次元 CAD/CAMシステム（SOLIDWORKS　2022）

持ち物 筆記用具

日　程
5M101 ： 5月21日（木）、22日（金）
5M112 ： 8月4日（火）、5日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 ３次元 CAD/CAMシステム（SolidWorks　2022）

持ち物 筆記用具

日　程 6月16日（火）、17日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等

３次元 CAD/CAMシステム
（SolidWorks Simulation Professional 2022）

持ち物 筆記用具

おしえてハロトレ君

セミナーの空き状況は確認できる？

☎086-246-2530
検索ポリテク岡山　能力開発セミナー

☎086-526-3102
検索中国能開大　能力開発セミナー

表示されたページの「開催月

別コース一覧」「訓練分類別

コース一覧」よりセミナーの

空き状況が確認できます。お電話でお問い合せください。
ポリテクセンター岡山 /中国能開大のホームページにも受付状況を掲載しています。

？

ポリテク
センター
岡山

中国能開大
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5M106
２次元ＣＡＤによる機械製図技術 ２次元CADを活用し製図作業の

効率化を目指している方
AutoCADの作図技術をマスターしよう！

機械設計／機械製図の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、
安全性向上に向けた構想段階から具体的加工の指示を出すための図面の作図を通
して、ＣＡＤを使用する場合の環境の構築、効果的かつ効率的使用方法及びデー
タ管理方法について習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1構想から図面への考え方
2機械製図の留意事項
3製図効率を向上させるための準備
4実践課題
5図面作成

備　考 セミナー終了後、配布したテキスト類はお持ち帰りいただけます。

5M117
幾何公差の解釈と活用演習 製品の設計・開発、生産技術等の業

務に従事し、幾何公差を図面に正し
く表現できずにお悩みの方幾何公差を知り、図面での的確な使用法をマスターしよう！

ものづくり全工程の中で、要求される品質を保証するため設計業務の技能高
度化を目指し、設計者の設計意図を的確に表現し図面の曖昧さを排除できる
幾何公差方式を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1公差表示方法
2データム
3幾何特性
4位置度公差方式の図面適用
5最大実体公差方式の原理
6まとめ

備　考 担当：(株 ) プラーナ―

NEW!

5M102
実践機械製図 機械図面の読図、製図方法を

学びたい方
機械図面の読図・製図方法を学びたい方にお勧めです。

機械設計／機械製図の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）
に向けた製品企画から具体的加工の指示を出すまでの設計業務の流れと作図（設
計製図、工程図等）を通して、２次元ＣＡＤを活用した効果的かつ効率的な設計
方法及びデータ管理方法について習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製図一般
2機械製図上の留意事項
3実践的設計図面の描き方 
4総合課題

備　考 セミナー終了後、配布したテキスト類はお持ち帰りいただけます。

NEW!

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 5月20日（水）、21日（木）、22日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 13,500 円
使　用
器具等 製図器具等

持ち物 筆記用具

日　程 6月25日（木）、26日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 Auto CAD2023

持ち物 筆記用具

日　程 １０月２８日（水）、２９日（木）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 15名 受講料 23,500 円
使　用
器具等 PC、プロジェクタ、ホワイトボード

持ち物 筆記用具

機

械

系

工
場
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機　械　系 中国能開大
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

5M105
設計者ＣＡＥを活用した構造解析＜静解析編＞ 機械設計・解析業務に

従事される方
機械構造解析のポイントを学び、機械設計にCAEを活用しよう！

設計品質の向上及び高付加価値化をめざして、機械構造解析の理論及び解析方法
並びに結果評価方法を理解し、設計プロセスの中でＣＡＥを「設計ツール」とし
て有効に活用するためのノウハウ・技術を習得します。（オペレーションを中心
としたセミナーです）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1設計と構造解析概論
2モデル化手法
3有限要素法ﾒｯｼｭと精度
4アセンブリモデルの解析実習

5座屈解析実習
6寸法形状最適化実習
7実践課題
8まとめ

5M101
5M112

３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術＜SolidWorks編＞ ２次元CAD、３次元CADに
関する知識をお持ちの方

製品設計の考え方に基づいた、３次元 CADの使い方をマスターしよう！

製品設計業務における生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に
向けたモデリング実習を通して、ソリッドモデル作成のポイントについて理
解し、高品質なＣＡＤデータ作成方法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1設計とは
2３次元ＣＡＤの概要
3モデリング時のポイント 
4構想設計
5総合演習

備　考 セミナー終了後、配布したテキスト類はお持ち帰りいただけます。

5M104
３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術<SolidWorks編> ２次元CAD、３次元CADに

関する知識をお持ちの方
SOLIDWORKSによる組立操作をマスターしよう！

機械設計の新たな品質の創造又は製品を生み出すことをめざして、高付加価
値化に向けたアセンブリ機能を活用した検証実習を通して設計検討項目の検
証方法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1３次元ＣＡＤの概要
2アセンブリの３ヶ条
3ボトムアップアセンブリとトップダウンアセンブリ 
4検証ツールによる検証作業

備　考 セミナー終了後、配布したテキスト類はお持ち帰りいただけます。

NEW!

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 6月16日（火）、17日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 ３次元 CAD/CAMシステム（SOLIDWORKS　2022）

持ち物 筆記用具

日　程
5M101 ： 5月21日（木）、22日（金）
5M112 ： 8月4日（火）、5日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 ３次元 CAD/CAMシステム（SolidWorks　2022）

持ち物 筆記用具

日　程 6月16日（火）、17日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等

３次元 CAD/CAMシステム
（SolidWorks Simulation Professional 2022）

持ち物 筆記用具

おしえてハロトレ君

セミナーの空き状況は確認できる？

☎086-246-2530
検索ポリテク岡山　能力開発セミナー

☎086-526-3102
検索中国能開大　能力開発セミナー

表示されたページの「開催月

別コース一覧」「訓練分類別

コース一覧」よりセミナーの

空き状況が確認できます。お電話でお問い合せください。
ポリテクセンター岡山 /中国能開大のホームページにも受付状況を掲載しています。

？

ポリテク
センター
岡山

中国能開大

機
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系
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理
・
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育
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練
系

電
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・
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子
・
情
報
系

中国能開大
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



5M111
NC旋盤プログラミング技術 機械加工作業に従事する技能・

技術者等であって、中核的な役
割を担う者又はその候補者ＮＣ旋盤プログラムの考えかた、適切な加工方法を学び生産性を向上しよう！

ＮＣ機械加工の生産性の向上をめざして、工程の最適化（改善）に向けたプログラ
ミング課題実習と加工・検証実習を通じて、要求される条件を満足するためのプロ
グラム、工具補正の設定法などＮＣ旋盤作業に関する技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1概要

2各種機能とプログラム作成方法
切削条件、サイクルプログラム、ノーズ R補正
3プログラミング課題実習

4加工の検証と評価
加工実習、測定、摩耗補正
5まとめ

5M107
治具設計の勘どころ 治具設計の現場力強化及び

技能継承を目指しておられる方、
又はその候補者治工具設計の現場力強化をめざして、組付け治具における設計手法とポイントを学びます。

治工具設計の現場力強化をめざして、設計時の問題点（①ワークの位置決め箇所、②
クランプ位置、③クランプ力、④治具の扱いおよび作業性、⑤材料・精度・コストなど）
の回避方法を含め、組付け治具における設計手法とポイントを習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1治具概要 （１）治具の目的
（２）治具の基本要素
（３）治具による位置決め
（４）冶具におけるクランプの原則と条件

2治具設計のポイント （１）製品精度と冶具精度
（２）位置決め精度と公差
（３）勘合時の冶具設計要件

3治具構想実習 （１）治具構想設計実習
（２）設計課題の発表と講評

4まとめ
備　考 担当講師：龍設計コンサルタンツ　元㈱クボタ　生産技術本部　山中　利幸 

5M108
設計者ＣＡＥを活用した振動解析＜動解析編＞ 機械設計・解析業務に

従事される方
振動現象のポイントを学び、構造物の振動解析にCAEを活用しよう！

製品開発に関わる試作／解析／評価の生産性向上をめざして、設計の効率化、最
適化（改善）に向けた構造物の振動解析実習を通して、振動特性結果を用いた方
向性の判断、機械仕様に対する検証を行うための手法を習得します。（オペレー
ションを中心としたセミナーです）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1設計と振動問題
2振動理論概要
3振動解析概要

4演習問題
（固有値解析、過渡応答解析、調和
解析、応答スペクトル解析、ランダ
ム応答解析など）
5まとめ

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 7月21日（火）、22日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,500 円
使　用
器具等

３次元 CAD/CAMシステム
（SolidWorks Simulation Premium 2022）

持ち物 筆記用具

日　程 ７月１３日(月)、１４日(火)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 14,000 円
使　用
器具等 PC、プロジェクタ、ホワイトボード

持ち物 筆記用具、電卓（四則電卓で構わない）

日　程 8月3日(月）、4日(火)、5日(水)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 16,000 円
使　用
器具等

ＮＣ旋盤（TAKISAWA TCN-2000YL6、制御装置：
FUNAC Series 32i-MODEL B）

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、筆記用具、関数電卓

機

械

系

工
場
管
理
・
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気
・
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報
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機　械　系 中国能開大
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

5M114
精密測定技術 加工・測定・検査業務に

従事する方
機械検査職種で必要な測定ノウハウが学べます！

製品の品質向上に質する測定作業の最適化をめざして、信頼性の高い高精度の測定を
行うための理論を理解し、測定誤差の要因と対処方法及び精度管理に関する総合的な
職務を遂行できる能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1測定管理方法と定期校正
2QC七つ道具など品質管理手法
3角度測定の段取りと計算方法
4マイクロメータの器差測定

5三針ゲージによるネジ栓ゲージ測定
6歯車のまたぎ歯厚測定
7ノギス、マイクロメータ、ハイトゲー
ジを使った部品測定実習

備　考 担当講師：現代の名工　川坂　將史

5M110
鉄鋼材料の熱処理技術（表面硬化法） 「金属材料の熱処理技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方各種熱処理条件の出し方と、鋼種・組織判定等を学び、熱処理技能士にを目指そう！

金属材料の表面硬化法による製品の高付加価値化をめざして、熱処理の概論
と各種表面硬化処理技術を学ぶとともに、組織観察、硬度測定、火花試験な
どの実習を通じて熱処理製品の評価技術を習得します。
技能検定実技対策に対応

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1熱処理理論
2各種表面硬化法
3材料組織観察
4硬度測定
5火花試験
6まとめ

備　考 担当講師：現代の名工　川坂　將史

5M109
金属材料の熱処理技術 機械設計技術者、品質管理、

生産技術などに従事している方
金属材料を原子レベルから学び、熱処理の基本をマスターしよう！

機械部品製造の熱処理手段の効率化（改善）をめざして、各種鉄鋼材料の知
識を学び、実習を通じて各種熱処理技術と、熱処理後に発生する割れなどの
トラブル対策に係る技術を習得します。
技能検定学科対策に対応

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1原子レベルの鉄鋼材料
2一般熱処理作業方法
3各種熱処理装置
4温度制御
5熱処理欠陥と対策
6まとめ

備　考 担当講師：現代の名工　川坂　將史

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 7月27日㈪、28日㈫、29日㈬

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 14,500 円
使　用
器具等

各種熱処理炉、金属顕微鏡、各種硬度計、火花試
験機

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、筆記用具

日　程 7月21日㈫、22日㈬

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,000 円
使　用
器具等 各種熱処理装置、温度制御機器、冷却槽

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、筆記用具

日　程 8月21日(金)、24日(月)、26日(水)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 14,000 円
使　用
器具等

シリンダゲージ、ノギス、マイクロメータ、ハイトゲー
ジ、ブロックゲージ、三針ゲージ

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、筆記用具

機

械

系

工
場
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理
・
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育
訓
練
系

電
気
・
電
子
・
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報
系

中国能開大
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5M111
NC旋盤プログラミング技術 機械加工作業に従事する技能・

技術者等であって、中核的な役
割を担う者又はその候補者ＮＣ旋盤プログラムの考えかた、適切な加工方法を学び生産性を向上しよう！

ＮＣ機械加工の生産性の向上をめざして、工程の最適化（改善）に向けたプログラ
ミング課題実習と加工・検証実習を通じて、要求される条件を満足するためのプロ
グラム、工具補正の設定法などＮＣ旋盤作業に関する技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1概要

2各種機能とプログラム作成方法
切削条件、サイクルプログラム、ノーズ R補正
3プログラミング課題実習

4加工の検証と評価
加工実習、測定、摩耗補正
5まとめ

5M107
治具設計の勘どころ 治具設計の現場力強化及び

技能継承を目指しておられる方、
又はその候補者治工具設計の現場力強化をめざして、組付け治具における設計手法とポイントを学びます。

治工具設計の現場力強化をめざして、設計時の問題点（①ワークの位置決め箇所、②
クランプ位置、③クランプ力、④治具の扱いおよび作業性、⑤材料・精度・コストなど）
の回避方法を含め、組付け治具における設計手法とポイントを習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1治具概要 （１）治具の目的
（２）治具の基本要素
（３）治具による位置決め
（４）冶具におけるクランプの原則と条件

2治具設計のポイント （１）製品精度と冶具精度
（２）位置決め精度と公差
（３）勘合時の冶具設計要件

3治具構想実習 （１）治具構想設計実習
（２）設計課題の発表と講評

4まとめ
備　考 担当講師：龍設計コンサルタンツ　元㈱クボタ　生産技術本部　山中　利幸 

5M108
設計者ＣＡＥを活用した振動解析＜動解析編＞ 機械設計・解析業務に

従事される方
振動現象のポイントを学び、構造物の振動解析にCAEを活用しよう！

製品開発に関わる試作／解析／評価の生産性向上をめざして、設計の効率化、最
適化（改善）に向けた構造物の振動解析実習を通して、振動特性結果を用いた方
向性の判断、機械仕様に対する検証を行うための手法を習得します。（オペレー
ションを中心としたセミナーです）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1設計と振動問題
2振動理論概要
3振動解析概要

4演習問題
（固有値解析、過渡応答解析、調和
解析、応答スペクトル解析、ランダ
ム応答解析など）
5まとめ

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 7月21日（火）、22日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,500 円
使　用
器具等

３次元 CAD/CAMシステム
（SolidWorks Simulation Premium 2022）

持ち物 筆記用具

日　程 ７月１３日(月)、１４日(火)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 14,000 円
使　用
器具等 PC、プロジェクタ、ホワイトボード

持ち物 筆記用具、電卓（四則電卓で構わない）

日　程 8月3日(月）、4日(火)、5日(水)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 16,000 円
使　用
器具等

ＮＣ旋盤（TAKISAWA TCN-2000YL6、制御装置：
FUNAC Series 32i-MODEL B）

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、筆記用具、関数電卓

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
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電
気
・
電
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機　械　系 中国能開大
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5M114
精密測定技術 加工・測定・検査業務に

従事する方
機械検査職種で必要な測定ノウハウが学べます！

製品の品質向上に質する測定作業の最適化をめざして、信頼性の高い高精度の測定を
行うための理論を理解し、測定誤差の要因と対処方法及び精度管理に関する総合的な
職務を遂行できる能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1測定管理方法と定期校正
2QC七つ道具など品質管理手法
3角度測定の段取りと計算方法
4マイクロメータの器差測定

5三針ゲージによるネジ栓ゲージ測定
6歯車のまたぎ歯厚測定
7ノギス、マイクロメータ、ハイトゲー
ジを使った部品測定実習

備　考 担当講師：現代の名工　川坂　將史

5M110
鉄鋼材料の熱処理技術（表面硬化法） 「金属材料の熱処理技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方各種熱処理条件の出し方と、鋼種・組織判定等を学び、熱処理技能士にを目指そう！

金属材料の表面硬化法による製品の高付加価値化をめざして、熱処理の概論
と各種表面硬化処理技術を学ぶとともに、組織観察、硬度測定、火花試験な
どの実習を通じて熱処理製品の評価技術を習得します。
技能検定実技対策に対応

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1熱処理理論
2各種表面硬化法
3材料組織観察
4硬度測定
5火花試験
6まとめ

備　考 担当講師：現代の名工　川坂　將史

5M109
金属材料の熱処理技術 機械設計技術者、品質管理、

生産技術などに従事している方
金属材料を原子レベルから学び、熱処理の基本をマスターしよう！

機械部品製造の熱処理手段の効率化（改善）をめざして、各種鉄鋼材料の知
識を学び、実習を通じて各種熱処理技術と、熱処理後に発生する割れなどの
トラブル対策に係る技術を習得します。
技能検定学科対策に対応

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1原子レベルの鉄鋼材料
2一般熱処理作業方法
3各種熱処理装置
4温度制御
5熱処理欠陥と対策
6まとめ

備　考 担当講師：現代の名工　川坂　將史

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 7月27日㈪、28日㈫、29日㈬

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 14,500 円
使　用
器具等

各種熱処理炉、金属顕微鏡、各種硬度計、火花試
験機

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、筆記用具

日　程 7月21日㈫、22日㈬

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,000 円
使　用
器具等 各種熱処理装置、温度制御機器、冷却槽

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、筆記用具

日　程 8月21日(金)、24日(月)、26日(水)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 14,000 円
使　用
器具等

シリンダゲージ、ノギス、マイクロメータ、ハイトゲー
ジ、ブロックゲージ、三針ゲージ

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、筆記用具

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

電
気
・
電
子
・
情
報
系

中国能開大
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5D141
HDLによる回路設計技術<ＡＩ時代を支えるＦＰＧＡを学んでみませんか？> 「ディジタル回路設計技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方FPGAを学ぶと最先端のAI チップへの造詣が深まります !

通常の集積回路（LSI）のチップの中には回路 ( ハードウェア ) が組まれおり、1度作
成すると変更はできません。しかし FPGAでは、プログラム (HDL) で回路を作ること
ができるため、何度でも回路を作り直すことができます。ハードウェアで動作するため、
非常に高速に動作するのです。
今話題のエッジAIチップでは、FPGAやHDLの技術が使われているのもこのためです。
FPGAで HDL によるプログラムを学びながら、小さなAI を作ってみましょう。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 FPGAとは
2HDLの基礎構文
3HDLの応用構文
4階層設計
5小さな小さなAI 作成実習
6まとめ

5D138
ディジタル回路設計技術 ディジタル回路を

これから学んでいきたい方
基本的なディジタル ICの使い方をマスターしよう！

ディジタル回路の組み合わせ回路や順序回路の製作実習を通して、ディジタル回路設
計技術の考え方を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1コース概要及び留意事項
2論理代数やカルノー図の確認
3組み合わせ回路
4順序回路
5ディジタル回路の設計・評価実習
6まとめ

5D115
5D132

電子回路の計測技術 これから、電気・電子回路を
学んでいきたい方

基本的な測定技術や電子回路をマスターしよう！

計測実習および回路製作を通して、基本的な電子回路技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1コース概要及び留意事項
2計測の概要
3計器の校正
4電気回路や電子回路の検証と計測
5波形観測実習
6まとめ

NEW!

5M118
精密測定技術（校正・精度管理編） 加工・測定・検査業務に

従事する方
測定器の校正方法に関して学べます！

製造業における品質保証を行う上で、ものづくりの基本となるトレーサビリティの概
論を学び、ノギス、マイクロメータ、ダイヤルゲーシﾞ、シリンダゲージ、ハイトゲー
シﾞなどの測定器の器差測定、校正方法を実習を通して学ぶとともに測定器の管理方
法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1マイクロメータの器差測定、校正
2ノギスの器差測定、校正
3ダイヤルゲージ・シリンダゲージの校正
4ハイトゲーシﾞの器差測定
5ネジ栓ゲージの測定

備　考 担当講師：現代の名工　川坂　將史

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 2月1日(月)、2日(火)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,500 円
使　用
器具等

ダイヤルゲージテスタ、ブロックゲージ、オプチカル
フラット

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、筆記用具

日　程
5D115 ： 7月23日(木）、24日(金)
5D132 ： 11月18日(水）、25日(水)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等

ブレッドボード、電圧計、電流計、直流電源、オシ
ロスコープ、ファンクションジェネレータ、電子部品
一式

持ち物 筆記用具

日　程 12月17日(木）、18日(金)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 12,500 円
使　用
器具等

ブレッドボード、直流電源、マルチメータ、工具一式、
IC 及び電子部品一式

持ち物 電卓・筆記用具

日　程 1月28日(木)、29日(金)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

FPGA 評価ボード(Intel DE10-Lite)、パソコン一式、
開発環境（Verilog-HDL）

持ち物 筆記用具

NEW!
ReRe

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機　械　系 中国能開大中国能開大

　  36  　 　  37  　　  36  　
※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

5D101
プリント基板設計技術<KiCad編> プリント基板の設計・製造に

従事する方
フリーＣＡＤを用いて電子回路基板が作れるようになろう！

プリント基板製作の工程について理解し、プリント基板のパターン設計方法を、プリ
ント基板設計・開発ツール（KiCad）の操作方法を通して習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1プリント基板の基板知識
2回路図作成工程
3プリント基板設計
4基板外形作成
5新規部品作成
6結線処理

7アートワークの確認・評価
8基板加工機による基板試作

5D102
5D122

組込み技術者のためのプログラミング(C言語構文編) これからマイコン開発を
考えている方で、

C言語の構文から学びたい方これからマイコン制御を学びたい人におすすめ！

組込みシステム開発・設計の生産性の向上をめざして、効率化に向けた組込みマイコ
ンシステムの構成や開発手法の実習を通して、システムの最適化のための設計・開発
技法を習得する。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1開発環境
2開発技法とプログラミング
3プログラミング応用課題
4まとめ

NEW!

5D103
マイコン制御システム開発技術（Arduino Ｉ／Ｏ編）「組込み技術者のためのプログラミ

ング (C言語構文編 )」を受講された
方、または同等の知識をお持ちの方これから制御を学びたい人におすすめ！

マイコン制御設計／パソコン制御設計の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、
最適化（改善）に向けたArduino マイコンの構成から回路設計・プログラム実習を通
して、マイコン制御に必要な要素、設計製作手法、プログラム開発技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1マイコン概要
2開発環境
3マイコン周辺回路
4 I/O制御システム開発実習
5まとめ

5D114
パワー・デバイス回路設計技術 電気回路の基礎知識を

お持ちの方
パワーエレクトロニクスの基本を学ぼう！

パワーエレクトロニクスの理論とデバイスの特性を学び、パワーエレクトロニクス回
路の設計・製作・動作検証を通して、実践的な回路設計技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1パワーデバイスの概要
2各種パワーデバイス
3制御回路設計
4損失と放熱
5総合課題実習

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 7月16日（木）、17日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,500 円
使　用
器具等

電源、オシロスコープ、ファンクションジェネレータ、
ブレッドボード、各種電子部品

持ち物 筆記用具

日　程 4月15日(水)、16日(木)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等 プリント基板設計・開発ツール（KiCad）、加工機等

持ち物 筆記用具

日　程
5D102 ： 5月8日（金）、15日（金）
5D122 ： 9月29日（火）、30日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等

制御用ターゲットボード、開発用パソコン、
開発ツール

持ち物 筆記用具

日　程 5月19日(火)、26日(火)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 マイコンボード、I/Oボード、開発ツール

持ち物 筆記用具

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

中国能開大中国能開大 電気・電子・情報系 中国能開大
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5D141
HDLによる回路設計技術<ＡＩ時代を支えるＦＰＧＡを学んでみませんか？> 「ディジタル回路設計技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方FPGAを学ぶと最先端のAI チップへの造詣が深まります !

通常の集積回路（LSI）のチップの中には回路 ( ハードウェア ) が組まれおり、1度作
成すると変更はできません。しかし FPGAでは、プログラム (HDL) で回路を作ること
ができるため、何度でも回路を作り直すことができます。ハードウェアで動作するため、
非常に高速に動作するのです。
今話題のエッジAIチップでは、FPGAやHDLの技術が使われているのもこのためです。
FPGAで HDL によるプログラムを学びながら、小さなAI を作ってみましょう。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 FPGAとは
2HDLの基礎構文
3HDLの応用構文
4階層設計
5小さな小さなAI 作成実習
6まとめ

5D138
ディジタル回路設計技術 ディジタル回路を

これから学んでいきたい方
基本的なディジタル ICの使い方をマスターしよう！

ディジタル回路の組み合わせ回路や順序回路の製作実習を通して、ディジタル回路設
計技術の考え方を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1コース概要及び留意事項
2論理代数やカルノー図の確認
3組み合わせ回路
4順序回路
5ディジタル回路の設計・評価実習
6まとめ

5D115
5D132

電子回路の計測技術 これから、電気・電子回路を
学んでいきたい方

基本的な測定技術や電子回路をマスターしよう！

計測実習および回路製作を通して、基本的な電子回路技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1コース概要及び留意事項
2計測の概要
3計器の校正
4電気回路や電子回路の検証と計測
5波形観測実習
6まとめ

NEW!

5M118
精密測定技術（校正・精度管理編） 加工・測定・検査業務に

従事する方
測定器の校正方法に関して学べます！

製造業における品質保証を行う上で、ものづくりの基本となるトレーサビリティの概
論を学び、ノギス、マイクロメータ、ダイヤルゲーシﾞ、シリンダゲージ、ハイトゲー
シﾞなどの測定器の器差測定、校正方法を実習を通して学ぶとともに測定器の管理方
法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1マイクロメータの器差測定、校正
2ノギスの器差測定、校正
3ダイヤルゲージ・シリンダゲージの校正
4ハイトゲーシﾞの器差測定
5ネジ栓ゲージの測定

備　考 担当講師：現代の名工　川坂　將史

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 2月1日(月)、2日(火)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,500 円
使　用
器具等

ダイヤルゲージテスタ、ブロックゲージ、オプチカル
フラット

持ち物 作業服、作業帽、安全靴、筆記用具

日　程
5D115 ： 7月23日(木）、24日(金)
5D132 ： 11月18日(水）、25日(水)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等

ブレッドボード、電圧計、電流計、直流電源、オシ
ロスコープ、ファンクションジェネレータ、電子部品
一式

持ち物 筆記用具

日　程 12月17日(木）、18日(金)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 12,500 円
使　用
器具等

ブレッドボード、直流電源、マルチメータ、工具一式、
IC 及び電子部品一式

持ち物 電卓・筆記用具

日　程 1月28日(木)、29日(金)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

FPGA 評価ボード(Intel DE10-Lite)、パソコン一式、
開発環境（Verilog-HDL）

持ち物 筆記用具

NEW!
ReRe

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機　械　系 中国能開大中国能開大
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5D101
プリント基板設計技術<KiCad編> プリント基板の設計・製造に

従事する方
フリーＣＡＤを用いて電子回路基板が作れるようになろう！

プリント基板製作の工程について理解し、プリント基板のパターン設計方法を、プリ
ント基板設計・開発ツール（KiCad）の操作方法を通して習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1プリント基板の基板知識
2回路図作成工程
3プリント基板設計
4基板外形作成
5新規部品作成
6結線処理

7アートワークの確認・評価
8基板加工機による基板試作

5D102
5D122

組込み技術者のためのプログラミング(C言語構文編) これからマイコン開発を
考えている方で、

C言語の構文から学びたい方これからマイコン制御を学びたい人におすすめ！

組込みシステム開発・設計の生産性の向上をめざして、効率化に向けた組込みマイコ
ンシステムの構成や開発手法の実習を通して、システムの最適化のための設計・開発
技法を習得する。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1開発環境
2開発技法とプログラミング
3プログラミング応用課題
4まとめ

NEW!

5D103
マイコン制御システム開発技術（Arduino Ｉ／Ｏ編）「組込み技術者のためのプログラミ

ング (C言語構文編 )」を受講された
方、または同等の知識をお持ちの方これから制御を学びたい人におすすめ！

マイコン制御設計／パソコン制御設計の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、
最適化（改善）に向けたArduino マイコンの構成から回路設計・プログラム実習を通
して、マイコン制御に必要な要素、設計製作手法、プログラム開発技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1マイコン概要
2開発環境
3マイコン周辺回路
4 I/O制御システム開発実習
5まとめ

5D114
パワー・デバイス回路設計技術 電気回路の基礎知識を

お持ちの方
パワーエレクトロニクスの基本を学ぼう！

パワーエレクトロニクスの理論とデバイスの特性を学び、パワーエレクトロニクス回
路の設計・製作・動作検証を通して、実践的な回路設計技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1パワーデバイスの概要
2各種パワーデバイス
3制御回路設計
4損失と放熱
5総合課題実習

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 7月16日（木）、17日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,500 円
使　用
器具等

電源、オシロスコープ、ファンクションジェネレータ、
ブレッドボード、各種電子部品

持ち物 筆記用具

日　程 4月15日(水)、16日(木)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等 プリント基板設計・開発ツール（KiCad）、加工機等

持ち物 筆記用具

日　程
5D102 ： 5月8日（金）、15日（金）
5D122 ： 9月29日（火）、30日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等

制御用ターゲットボード、開発用パソコン、
開発ツール

持ち物 筆記用具

日　程 5月19日(火)、26日(火)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 マイコンボード、I/Oボード、開発ツール

持ち物 筆記用具
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中国能開大中国能開大 電気・電子・情報系 中国能開大
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5D111
マイコン制御システム開発技術 制御システム開発業務に

従事する方
小型のマイコンを組み込んだ装置の開発ができるようになる！

マイコンの構成から回路設計・プログラム実習を通して、マイコン制御に必要な要素、
設計製作手法、プログラム開発技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1マイコン概要
2開発環境
3マイコン周辺回路
4制御システム開発実習

5D126
マイコン制御システム開発技術（PIC編） これから PIC マイコンを

学んでいきたい方
これから PIC マイコンを学ぶ方に最適です。

PIC マイコンボードを用いて、マイコン制御に必要な要素、設計製作手法、プログラ
ム開発技術を習得します。マイコンは、PIC18F27Q43を使用します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1マイコン概要 ① PIC の概要、ファミリ、構成
②マイコンボード

2開発環境 ①MPLAB X IDE 、XC8、MCC
②マイコンのプログラム

3マイコン周辺回路 ① LED、SW回路　　②タイマ
③割り込み　　　　　 ④ A/D変換他

4制御プログラム ① LED制御 (2 桁 7segmentLED)
②センサ計測他

5まとめ
備　考 部品等は入手状況等により変更する場合があります。

5D140
マイコンによるシリアル通信活用技術（PIC編） これからマイコンによる

シリアル通信を
学んでいきたい方これからPIC マイコンを学ぶ方に最適です。

PIC マイコンとセンサ、OLEDを用いて、マイコンによるシリアル通信に必要な要素、
設計製作手法、プログラム開発技術を習得します。マイコンは、PIC18F27Q43を使
用します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1シリアル通信概要 ①UART　　　② I2C　　　③ SPI
2開発環境
3シリアル通信実習 ①UART通信実習　　② I2C通信実習

③ SPI 通信実習

4総合実習
5まとめ

備　考 部品等は入手状況等により変更する場合があります。

5D107
マイコン制御システム開発技術（測定・制御編） 「マイコン制御システム開発技術

（Arduino Ｉ／Ｏ編）」を受講された方、
または同等の知識をお持ちの方Ｉ２Ｃ通信やＳＰＩ通信を用いた制御を学びたい人におすすめ！

本コースは、5Ｄ 103：マイコン制御システム開発技術（Ａｒｄｕｉｎｏ　I/O編）
で習得した開発技術を、実践的に活用するためのマイコン制御システム開発実習を主
としたコースとなります。I2C や SPI 通信を用いた各種センサーによる測定・制御や
カラーＬＣＤ表示、RTCに関する開発技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1マイコン周辺回路
2制御システム開発実習
3まとめ

NEW!

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 10月24日(土)、31日(土)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 PIC マイコンボード、開発ツール

持ち物 筆記用具

日　程 1月16日(土)、23日(土)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等 PIC マイコンボード、センサ、OLED、開発ツール

持ち物 筆記用具

日　程 6月20日(土)、27日(土)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

マイコンボード（Arduino）、センサ、オシロスコープ、
開発ツール等

持ち物 筆記用具

日　程 6月2日(火)、9日(火)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

マイコンボード、Ｉ２Ｃ＆ＳＰＩ基板、温度センサー、
カラーＬＣＤ、RTC、開発ツール

持ち物 筆記用具
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5D120
オープンソースによる画像処理・認識プログラム開発<Python編> python を触ったことがない方、生産現場

で画像処理が必要な方、将来的にはＡＩも
活用して新しいシステムを開発したい方python の基本から画像処理までを実習を通して学び、生産現場等に活用しよう！

オープンソースとは、誰でも無料で自由に使えるプログラムの集合体 (ライブラリ )です。
オープンソースであるＯｐｅｎＣＶ を使うと、画像やカメラ映像を加工したり、特徴をとら
えて物体を認識したりすることが簡単に行えるようになります（ＡＩではないので注意！）。
これからＡＩを始めたい方は、ＡＩの前段階である本コースの知識・技能が必要となります。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1画像処理の概要
2開発環境の構築
3python 基本構文
4画像処理プログラムの開発
5画像認識プログラムの開発
6まとめ

5D105
ものづくり現場におけるAI活用技術 AIは難しそうと感じているがノーコードで始めたい方、

現場の課題を AI で解決したいと考えている方、AI を
使ってみたいが何から始めればいいか分からない方AI 活用の基礎から応用までものづくり現場で役立つスキルを2日間で習得します。

制御システム設計の生産性の向上をめざして、生産工程の効率化、適正化、最適化（改
善）に向けたノーコードＡＩ開発ツールを用いたＡＩモデル作成・ＡＩ活用実習を
通して、ＡＩ活用技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1コース概要及び留意事項
2ものづくり現場におけるAI 活用の現状と展望
3AI の基礎知識
4ノーコードツールの紹介とセットアップ
5AI の活用実習
6まとめ

5D135
センサを活用したＩｏＴアプリケーション開発技術＜無線ネットワーク構築から見える化まで＞ 「組込み技術者のためのプログラミング

<DXものづくりと Python>」を受講さ
れた方、または同等の知識をお持ちの方IoTの基本から応用までを幅広く習得します。Python 言語で無線ネットワークを構築してみませんか？

センサのデータを遠く離れたところでも確認したい。データの扱い方を知りたい。遠
隔で操作を行う方法を知りたい。このコースではＩｏＴにまつわる、さまざまな問題
を１つづつクリアしていきます。
トライアンドエラーで、ＩｏＴの第一歩を踏み出してみましょう！

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 IoT の概要とデバイス構成
2センサネットワーク技術
3環境モニタリング実習
4データの可視化

5D110
組込み技術者のためのプログラミング<DX ものづくりとPython> DXに興味のあるかた。

Python 言語を習得したい方
これからPIC マイコンを学ぶ方に最適です。

本セミナーでは、Python 言語を通じて、デジタル時代に求められる思考力とスキルを
身に着けることを目標にしています。プログラミング初級者でも安心して学べる内容
で、ＤＸ推進に必要な「考えるチカラ」と「ものづくりのチカラ」を育てます。（Ｒ８
年度から実習内容を少し変更します）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ものづくりＤＸ
2開発環境
3Ｐｙｔｈｏｎ言語
4データ処理
5ものづくり実習
6まとめ

備　考 Ｉ／Ｏボード一式お持ち帰りいただけます

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 9月11日(金)、18日(金)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 12,000 円
使　用
器具等

パソコン一式、Ｐｙｔｈｏｎ、オープンソース（Ｏｐｅ
ｎＣＶ）、ＵＳＢカメラ、その他

持ち物 筆記用具、ＵＳＢメモリ

日　程 6月18日（木）、19日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,500 円
使　用
器具等

マイクロコンピュータ、Ｐｙｔｈｏｎ環境、表計算ソフ
トウェア、I/Oボード

持ち物 筆記用具、ＵＳＢメモリ

日　程 12月3日（木）、4日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,500 円
使　用
器具等

シングルボードコンピュータ、無線モジュール、各種
センサー、ＮＯＤＥ－Ｒｅｄ、ＭＱＴＴ、データベース

持ち物 筆記用具、ＵＳＢメモリ

日　程 5月21日(木)、22日(金)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 13,500 円
使　用
器具等

パソコン、AI 開発環境、エッジコンピュータ、画像
取り込み用カメラ、その他（認識対象物等）

持ち物 筆記用具

NEW!
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5D111
マイコン制御システム開発技術 制御システム開発業務に

従事する方
小型のマイコンを組み込んだ装置の開発ができるようになる！

マイコンの構成から回路設計・プログラム実習を通して、マイコン制御に必要な要素、
設計製作手法、プログラム開発技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1マイコン概要
2開発環境
3マイコン周辺回路
4制御システム開発実習

5D126
マイコン制御システム開発技術（PIC編） これから PIC マイコンを

学んでいきたい方
これから PIC マイコンを学ぶ方に最適です。

PIC マイコンボードを用いて、マイコン制御に必要な要素、設計製作手法、プログラ
ム開発技術を習得します。マイコンは、PIC18F27Q43を使用します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1マイコン概要 ① PIC の概要、ファミリ、構成
②マイコンボード

2開発環境 ①MPLAB X IDE 、XC8、MCC
②マイコンのプログラム

3マイコン周辺回路 ① LED、SW回路　　②タイマ
③割り込み　　　　　 ④ A/D変換他

4制御プログラム ① LED制御 (2 桁 7segmentLED)
②センサ計測他

5まとめ
備　考 部品等は入手状況等により変更する場合があります。

5D140
マイコンによるシリアル通信活用技術（PIC編） これからマイコンによる

シリアル通信を
学んでいきたい方これからPIC マイコンを学ぶ方に最適です。

PIC マイコンとセンサ、OLEDを用いて、マイコンによるシリアル通信に必要な要素、
設計製作手法、プログラム開発技術を習得します。マイコンは、PIC18F27Q43を使
用します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1シリアル通信概要 ①UART　　　② I2C　　　③ SPI
2開発環境
3シリアル通信実習 ①UART通信実習　　② I2C通信実習

③ SPI 通信実習

4総合実習
5まとめ

備　考 部品等は入手状況等により変更する場合があります。

5D107
マイコン制御システム開発技術（測定・制御編） 「マイコン制御システム開発技術

（Arduino Ｉ／Ｏ編）」を受講された方、
または同等の知識をお持ちの方Ｉ２Ｃ通信やＳＰＩ通信を用いた制御を学びたい人におすすめ！

本コースは、5Ｄ 103：マイコン制御システム開発技術（Ａｒｄｕｉｎｏ　I/O編）
で習得した開発技術を、実践的に活用するためのマイコン制御システム開発実習を主
としたコースとなります。I2C や SPI 通信を用いた各種センサーによる測定・制御や
カラーＬＣＤ表示、RTCに関する開発技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1マイコン周辺回路
2制御システム開発実習
3まとめ

NEW!

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 10月24日(土)、31日(土)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 PIC マイコンボード、開発ツール

持ち物 筆記用具

日　程 1月16日(土)、23日(土)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等 PIC マイコンボード、センサ、OLED、開発ツール

持ち物 筆記用具

日　程 6月20日(土)、27日(土)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

マイコンボード（Arduino）、センサ、オシロスコープ、
開発ツール等

持ち物 筆記用具

日　程 6月2日(火)、9日(火)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

マイコンボード、Ｉ２Ｃ＆ＳＰＩ基板、温度センサー、
カラーＬＣＤ、RTC、開発ツール

持ち物 筆記用具

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

電気・電子・情報系 中国能開大

　  38  　 　  39  　
※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

5D120
オープンソースによる画像処理・認識プログラム開発<Python編> python を触ったことがない方、生産現場

で画像処理が必要な方、将来的にはＡＩも
活用して新しいシステムを開発したい方python の基本から画像処理までを実習を通して学び、生産現場等に活用しよう！

オープンソースとは、誰でも無料で自由に使えるプログラムの集合体 (ライブラリ )です。
オープンソースであるＯｐｅｎＣＶ を使うと、画像やカメラ映像を加工したり、特徴をとら
えて物体を認識したりすることが簡単に行えるようになります（ＡＩではないので注意！）。
これからＡＩを始めたい方は、ＡＩの前段階である本コースの知識・技能が必要となります。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1画像処理の概要
2開発環境の構築
3python 基本構文
4画像処理プログラムの開発
5画像認識プログラムの開発
6まとめ

5D105
ものづくり現場におけるAI活用技術 AIは難しそうと感じているがノーコードで始めたい方、

現場の課題を AI で解決したいと考えている方、AI を
使ってみたいが何から始めればいいか分からない方AI 活用の基礎から応用までものづくり現場で役立つスキルを2日間で習得します。

制御システム設計の生産性の向上をめざして、生産工程の効率化、適正化、最適化（改
善）に向けたノーコードＡＩ開発ツールを用いたＡＩモデル作成・ＡＩ活用実習を
通して、ＡＩ活用技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1コース概要及び留意事項
2ものづくり現場におけるAI 活用の現状と展望
3AI の基礎知識
4ノーコードツールの紹介とセットアップ
5AI の活用実習
6まとめ

5D135
センサを活用したＩｏＴアプリケーション開発技術＜無線ネットワーク構築から見える化まで＞ 「組込み技術者のためのプログラミング

<DXものづくりと Python>」を受講さ
れた方、または同等の知識をお持ちの方IoTの基本から応用までを幅広く習得します。Python 言語で無線ネットワークを構築してみませんか？

センサのデータを遠く離れたところでも確認したい。データの扱い方を知りたい。遠
隔で操作を行う方法を知りたい。このコースではＩｏＴにまつわる、さまざまな問題
を１つづつクリアしていきます。
トライアンドエラーで、ＩｏＴの第一歩を踏み出してみましょう！

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 IoT の概要とデバイス構成
2センサネットワーク技術
3環境モニタリング実習
4データの可視化

5D110
組込み技術者のためのプログラミング<DX ものづくりとPython> DXに興味のあるかた。

Python 言語を習得したい方
これからPIC マイコンを学ぶ方に最適です。

本セミナーでは、Python 言語を通じて、デジタル時代に求められる思考力とスキルを
身に着けることを目標にしています。プログラミング初級者でも安心して学べる内容
で、ＤＸ推進に必要な「考えるチカラ」と「ものづくりのチカラ」を育てます。（Ｒ８
年度から実習内容を少し変更します）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1ものづくりＤＸ
2開発環境
3Ｐｙｔｈｏｎ言語
4データ処理
5ものづくり実習
6まとめ

備　考 Ｉ／Ｏボード一式お持ち帰りいただけます

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 9月11日(金)、18日(金)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 12,000 円
使　用
器具等

パソコン一式、Ｐｙｔｈｏｎ、オープンソース（Ｏｐｅ
ｎＣＶ）、ＵＳＢカメラ、その他

持ち物 筆記用具、ＵＳＢメモリ

日　程 6月18日（木）、19日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,500 円
使　用
器具等

マイクロコンピュータ、Ｐｙｔｈｏｎ環境、表計算ソフ
トウェア、I/Oボード

持ち物 筆記用具、ＵＳＢメモリ

日　程 12月3日（木）、4日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,500 円
使　用
器具等

シングルボードコンピュータ、無線モジュール、各種
センサー、ＮＯＤＥ－Ｒｅｄ、ＭＱＴＴ、データベース

持ち物 筆記用具、ＵＳＢメモリ

日　程 5月21日(木)、22日(金)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 13,500 円
使　用
器具等

パソコン、AI 開発環境、エッジコンピュータ、画像
取り込み用カメラ、その他（認識対象物等）

持ち物 筆記用具

NEW!

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

中国能開大
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



5D139
Ｗｅｂを活用した生産支援システム構築技術 Python を利用したWeb アプリ

ケーション開発を検討している方
ＰｙｔｈｏｎによるＷｅｂアプリケーション開発の方法を学び、生産現場に活用しよう！

簡単な生産支援システムのサンプル構築を通じて、Webシステムの動作の仕組みや開
発環境について学びます。また、Python によるWebアプリケーション開発やデータ
ベースアクセスに関する技能・技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製造データの活用事例
2データストアへのアクセスと
プログラミング
3Webプログラミング
4Webシステム構築実習
5まとめ

5D123
表計算ソフトを活用したデータ通信プログラミング 外部機器（計測器など）から

データを表計算ソフトに
移行して作業される方生産性向上のためにデータ収録システムを開発してみよう！

生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）に向けた例としてデータ
収録システムの開発実習を通じて、表計算ソフトを活用したデータ通信プログラミン
グ技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1シリアル通信の概要
2表計算ソフトプログラミング
3通信処理プログラミング
4データ収録システム開発実習
5まとめ

5D133
ＡＩ活用による画像認識システムの開発<TensorflowとPythonによるAIプログラミング> 画像認識にAI を導入したい方、

AI の仕組みを学びたい方
プログラミングをしながら、ＡＩの仕組みを学ぼう！

画像認識を題材としてTensorfl owとKerasを用いてオリジナルのAIを作成し、学習、
評価までを行うことでAI 技術を習得します。プログラミング言語は Python を使用し
ます。

会場：中国能開大

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1機械学習概要
2開発環境とワークフロー
3 Python によるAI プログラム
4 AI モデルの構造と記述
5画像認識AI の開発
6精度評価
7まとめ

画像認識を題材に「AI の使い方」ではなく、
「AI の作り方」を学ぶことでAI の仕組みや評
価方法などを習得します。画像認識だけでな
く、様々なAI を理解するための素地の構築を
目指します。Python 言語でプログラミング
を行いますが、プログラムの記述は比較的シ
ンプルであるため、C/C++ 言語が使える方
であれば Python 言語の経験がなくても受講
可能です。

5D136
エッジコンピュータを用いたAI活用技術 シングルボードコンピューターによるAI モデルの構築

に興味はあるが実務では使ったことがない方、エッジ
AI による現場の課題に対して解決手法を模索している

方、エッジAI による可能性を評価したい方エッジコンピュータ（グラボを搭載したコンピュータ）に搭載したAIモデルの構築方法や活用方法の習得ができます

制御システム設計の生産性の向上をめざして、生産工程の効率化、適正化、最適化（改
善）に向けたエッジコンピュータを用いたＡＩモデルを活用した現場の課題実習を通
して、エッジＡＩ活用技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1コース概要及び留意事項
2ものづくり現場における
AI 活用の現状と展望
3機械学習と人工知能（AI）
4エッジコンピュータの概要

5 Python プログラミング
6AI モデルの構築実習
7AI 活用実習
8まとめ

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 11月19日（木）、20日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 パソコン一式、画像取り込み用カメラ、開発環境

持ち物 筆記用具

日　程 12月24日(木)、25日(金)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 11,000 円
使　用
器具等 パソコン、プログラム開発環境、データベースソフト

持ち物 筆記用具

日　程 12月4日(金)、11日(金)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 13,500 円
使　用
器具等

パソコン、AI 開発環境、エッジコンピュータ、画像
取り込み用カメラ、その他（認識対象物等）

持ち物 筆記用具

NEW!

NEW!

日　程 ９月30日(水)、10月1日(木)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 表計算ソフト、パソコン一式、通信ケーブル

持ち物 筆記用具

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

電気・電子・情報系 中国能開大
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

5D118
PLCによるタッチパネル活用技術 「PLCプログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方ＰＣ制御に便利なタッチパネルを使いこなそう！

ライン設備機能の効率化・改善をめざして、生産現場で活用されているタッチパネル
の効率的な画面設計とそれに対応したＰＬＣのプログラミング方法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1タッチパネルの概要
2タッチパネルの画面設計
3タッチパネルを活用した実習

5D117
PLC制御の応用技術 「PLCプログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方よく使用する知っておきたい命令とＡＤ/ＤＡ変換について学ぼう！

自動化生産システムの設計・保守の最適化をめざして、PLCの数値演算処理に関する
手法とシーケンス制御に関する応用力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 PLCの概要
2数値処理命令
3高機能ユニットの機能　
4数値処理実習

5D108
5D124

ＰＬＣプログラミング技術 生産設備の設計、保守・保全業務に
従事する方

ＰＣ制御を学ぶならこのコースから！

シーケンス（ＰＬＣ）制御設計の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化
（改善）、安全性向上に向けた自動制御システム制作実習を通して、制御プログラム設
計の実務能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1コース概要
2自動化におけるＰＬＣ
3プログラム設計
4自動制御システム製作実習

5D104
5D113

有接点シーケンス制御の実践技術
電気機器設備工事に従事する方

工場の自動化の基本技術を学ぼう！

有接点シーケンス制御における各種制御機器の種類、各種シーケンス制御回路を理解
し、総合実習を通して制御回路の設計・配線技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1シーケンス制御の概要
2各種制御機器の種類と選定方法
3主回路と制御回路
（1）各種シーケンス制御回路の概要
4総合実習
（1）シーケンス制御回路の設計・配線
（2）動作確認・検証

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
5D108 ： 6月3日（水）、4日（木）
5D124 ： 10月6日（火）、7日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等

PLC（三菱Qシリーズ）、プログラミングツール（GX 
Works2）、負荷装置

持ち物 筆記用具

日　程 8月19日（水）、20日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

PLC（三菱Qシリーズ）、パソコン、ディジタルスイッ
チ、７セグ LED、高機能ユニット（Ａ /Ｄ変換　他）

持ち物 筆記用具

日　程 9月3日（木）、4日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円

使　用
器具等

タッチパネル（三菱GOT）、ＰＬＣ（三菱Qシリーズ）、
画面作成ツール (GT Works3)、プログラミングツー
ル (GX Works2)、パソコン、制御対象装置、その
他

持ち物 筆記用具

日　程
5D104 ： 5月20日（水）、21日（木）、22日（金）
5D113 ： 7月1日（水）、2日（木）、3日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 11,500 円
使　用
器具等

電磁継電器、電磁接触器、熱動継電器、サーキット
プロテクタ、漏電遮断器、三相誘導電動機、検電器、
クランプメータ、回路計、工具

持ち物 筆記用具

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

中国能開大

　  40  　 　  41  　
※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



5D139
Ｗｅｂを活用した生産支援システム構築技術 Python を利用したWeb アプリ

ケーション開発を検討している方
ＰｙｔｈｏｎによるＷｅｂアプリケーション開発の方法を学び、生産現場に活用しよう！

簡単な生産支援システムのサンプル構築を通じて、Webシステムの動作の仕組みや開
発環境について学びます。また、Python によるWebアプリケーション開発やデータ
ベースアクセスに関する技能・技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1製造データの活用事例
2データストアへのアクセスと
プログラミング
3Webプログラミング
4Webシステム構築実習
5まとめ

5D123
表計算ソフトを活用したデータ通信プログラミング 外部機器（計測器など）から

データを表計算ソフトに
移行して作業される方生産性向上のためにデータ収録システムを開発してみよう！

生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）に向けた例としてデータ
収録システムの開発実習を通じて、表計算ソフトを活用したデータ通信プログラミン
グ技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1シリアル通信の概要
2表計算ソフトプログラミング
3通信処理プログラミング
4データ収録システム開発実習
5まとめ

5D133
ＡＩ活用による画像認識システムの開発<TensorflowとPythonによるAIプログラミング> 画像認識にAI を導入したい方、

AI の仕組みを学びたい方
プログラミングをしながら、ＡＩの仕組みを学ぼう！

画像認識を題材としてTensorfl owとKerasを用いてオリジナルのAIを作成し、学習、
評価までを行うことでAI 技術を習得します。プログラミング言語は Python を使用し
ます。

会場：中国能開大

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1機械学習概要
2開発環境とワークフロー
3 Python によるAI プログラム
4 AI モデルの構造と記述
5画像認識AI の開発
6精度評価
7まとめ

画像認識を題材に「AI の使い方」ではなく、
「AI の作り方」を学ぶことでAI の仕組みや評
価方法などを習得します。画像認識だけでな
く、様々なAI を理解するための素地の構築を
目指します。Python 言語でプログラミング
を行いますが、プログラムの記述は比較的シ
ンプルであるため、C/C++ 言語が使える方
であれば Python 言語の経験がなくても受講
可能です。

5D136
エッジコンピュータを用いたAI活用技術 シングルボードコンピューターによるAI モデルの構築

に興味はあるが実務では使ったことがない方、エッジ
AI による現場の課題に対して解決手法を模索している

方、エッジAI による可能性を評価したい方エッジコンピュータ（グラボを搭載したコンピュータ）に搭載したAIモデルの構築方法や活用方法の習得ができます

制御システム設計の生産性の向上をめざして、生産工程の効率化、適正化、最適化（改
善）に向けたエッジコンピュータを用いたＡＩモデルを活用した現場の課題実習を通
して、エッジＡＩ活用技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1コース概要及び留意事項
2ものづくり現場における
AI 活用の現状と展望
3機械学習と人工知能（AI）
4エッジコンピュータの概要

5 Python プログラミング
6AI モデルの構築実習
7AI 活用実習
8まとめ

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 11月19日（木）、20日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 パソコン一式、画像取り込み用カメラ、開発環境

持ち物 筆記用具

日　程 12月24日(木)、25日(金)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 11,000 円
使　用
器具等 パソコン、プログラム開発環境、データベースソフト

持ち物 筆記用具

日　程 12月4日(金)、11日(金)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 13,500 円
使　用
器具等

パソコン、AI 開発環境、エッジコンピュータ、画像
取り込み用カメラ、その他（認識対象物等）

持ち物 筆記用具

NEW!

NEW!

日　程 ９月30日(水)、10月1日(木)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等 表計算ソフト、パソコン一式、通信ケーブル

持ち物 筆記用具

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

電気・電子・情報系 中国能開大
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※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

5D118
PLCによるタッチパネル活用技術 「PLCプログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方ＰＣ制御に便利なタッチパネルを使いこなそう！

ライン設備機能の効率化・改善をめざして、生産現場で活用されているタッチパネル
の効率的な画面設計とそれに対応したＰＬＣのプログラミング方法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1タッチパネルの概要
2タッチパネルの画面設計
3タッチパネルを活用した実習

5D117
PLC制御の応用技術 「PLCプログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方よく使用する知っておきたい命令とＡＤ/ＤＡ変換について学ぼう！

自動化生産システムの設計・保守の最適化をめざして、PLCの数値演算処理に関する
手法とシーケンス制御に関する応用力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 PLCの概要
2数値処理命令
3高機能ユニットの機能　
4数値処理実習

5D108
5D124

ＰＬＣプログラミング技術 生産設備の設計、保守・保全業務に
従事する方

ＰＣ制御を学ぶならこのコースから！

シーケンス（ＰＬＣ）制御設計の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化
（改善）、安全性向上に向けた自動制御システム制作実習を通して、制御プログラム設
計の実務能力を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1コース概要
2自動化におけるＰＬＣ
3プログラム設計
4自動制御システム製作実習

5D104
5D113

有接点シーケンス制御の実践技術
電気機器設備工事に従事する方

工場の自動化の基本技術を学ぼう！

有接点シーケンス制御における各種制御機器の種類、各種シーケンス制御回路を理解
し、総合実習を通して制御回路の設計・配線技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1シーケンス制御の概要
2各種制御機器の種類と選定方法
3主回路と制御回路
（1）各種シーケンス制御回路の概要
4総合実習
（1）シーケンス制御回路の設計・配線
（2）動作確認・検証

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程
5D108 ： 6月3日（水）、4日（木）
5D124 ： 10月6日（火）、7日（水）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等

PLC（三菱Qシリーズ）、プログラミングツール（GX 
Works2）、負荷装置

持ち物 筆記用具

日　程 8月19日（水）、20日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

PLC（三菱Qシリーズ）、パソコン、ディジタルスイッ
チ、７セグ LED、高機能ユニット（Ａ /Ｄ変換　他）

持ち物 筆記用具

日　程 9月3日（木）、4日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円

使　用
器具等

タッチパネル（三菱GOT）、ＰＬＣ（三菱Qシリーズ）、
画面作成ツール (GT Works3)、プログラミングツー
ル (GX Works2)、パソコン、制御対象装置、その
他

持ち物 筆記用具

日　程
5D104 ： 5月20日（水）、21日（木）、22日（金）
5D113 ： 7月1日（水）、2日（木）、3日（金）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 11,500 円
使　用
器具等

電磁継電器、電磁接触器、熱動継電器、サーキット
プロテクタ、漏電遮断器、三相誘導電動機、検電器、
クランプメータ、回路計、工具

持ち物 筆記用具

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

中国能開大

　  40  　 　  41  　
※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



5D121
PLCによる位置決め制御技術 「PLCプログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方ＡＣサーボモータでピタッと位置決め！

シーケンス（PLC）制御設計の生産性向上をめざして、各種パラメータ設定およびプ
ログラミングならびに制御回路実習を通して、ＰＬＣによる位置決め制御技術を習得
します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1位置決め制御概要
2位置決め制御設計
3プログラミング
4位置決め制御回路設計実習

5D125
PLCによるFAセンサ活用技術 「PLC 制御の応用技術」を受講された方、

または同等の知識をお持ちの方
ＦＡセンサを使いこなしたＦＡシステムを構築できるようになろう！

自動制御回路製作実習を通じて、ＦＡシステムにおけるセンサの活用技術を実践的に
習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 PLC の概要
2センサ概要
3各種センサ
4安全対策
5 FAセンサを用いた自動制御回路実習

5D137
ＰＬＣ制御システムのマイコン換装技術 生産設備の設計、保守・保全業務

に従事する方
ラダー図でのプログラミングが初めての方にもおすすめ！

生産性の向上をめざし、ラダー図でのプログラム作成を通して、ＰＬＣをマイコンに
置き換えることを想定した制御システム構築技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1コース概要及び留意事項
2マイコンの開発環境構築
3各種テストプログラムの作成
4インタフェースボードの概要
5ラダー図でのログラムの作成
6まとめ

5D131
PLC制御の回路技術<シーケンス制御作業> 「PLCプログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方シーケンス制御作業における回路設計を学ぼう！

シーケンス（ＰＬＣ）制御設計の生産性の向上をめざして、効率化、最適化に向けた
ＰＬＣに関する知識、回路の作成法を通して、自動化システムの設計・保守技術を習
得する。
※技能検定シーケンス制御作業を受検される方にお勧めです

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 PLC の運用法
2 PLCの回路設計
3 PLCの回路設計実習
（技能検定シーケンス制御作業の模擬課題）

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 11月19日（木）、20日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

ＰＬＣ（三菱 FX）、パソコン、プログラミングツール
（GXWorks2）負荷装置（技能検定シーケンス制御
作業模擬装置）

持ち物 筆記用具

日　程 12月5日(土)、12月12日(土)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,500 円
使　用
器具等 マイコン、パソコン　他

持ち物 筆記用具

日　程 10月14日（水）、15日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

PLC（三菱 FXシリーズ）、パソコン、プログラミング
ツール、各種センサ、負荷装置

持ち物 筆記用具

日　程 9月24日（木）、25日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

ＰＬＣ（三菱Qシリーズ）、パソコン、プログラミン
グツール（GX Works2）、位置決めユニット、ＡＣサー
ボモータ、その他

持ち物 筆記用具

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

電気・電子・情報系 中国能開大

　  42  　 　  43  　
※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

5D119
現場のための電気保全技術 有接点シーケンス制御や

電気設備の知識を習得したい方
電気設備の保全技術を学ぼう！

電気設備の現場作業の安全対策をはじめ、機器の故障や劣化防止、測定試験、電
気保全に関する技術を、事例実習を通して習得します。（電気保全、機器配線の
トラブル対策、シーケンス回路、制御盤不良個所の検出、絶縁抵抗測定、電気保全、
接地）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電気災害と対応策
2機器配線のトラブル対策
3総合実習
（1）機器選定実習
　　（ケーブル選定、遮断器選定）
（2）測定実習
　　（負荷電流測定、漏電電流測定、絶縁抵抗測定）
（3）不良個所の検出と対応策
　　（屋内配線、制御盤、電気機器）

5D112
空気圧実践技術 空気圧装置の組立・保全業務などに

従事する方
空気圧機器の選定から、制御回路設計まで空気圧の実践技術を学ぼう！

空気圧システムの構築に欠かせない空気圧機器の構造・作動原理・ＪＩＳによる回路
図記号を理解した上で、実機に用いられる主要な制御回路の構成、動作特性の理解を
実習を通して習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1空気圧の概要
2空気圧機器の構成
3空気圧機器の制御
4総合課題

5D116
電動機のインバータ活用技術 生産設備の設計・施工業務に

従事する方
省エネにつながるインバータの活用法を学ぼう！

インバータの原理やインバータ駆動時のモータ特性等、インバータに関する専門知識
を習得するとともに、インバータ運転の実習を通して、モータの制御技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1インバータ運転の概要
2インバータの容量選定と運転方法
3インバータ制御実習

5D127
PLCによるインバータ制御技術 「PLCプログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方ＰＬＣからインバータを使いこなそう！

インバータの原理やインバータ駆動時のモータ特性等、インバータに関する専門知識
を習得するとともに、インバータ運転の実習を通して、モータの制御技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1インバータ概要
（１）インバータの原理
（２）パラメータ設定
（３）単独運転実習
2ＰＬＣプログラミング
3インバータ制御実習

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 10月22日（木）、23日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

ＰＬＣ（三菱 Qシリーズ）、パソコン、プログラミ
ングツール（GX Works2）、汎用インバータ装置
（A700）、三相誘導モータ、工具

持ち物 筆記用具

日　程 8月5日（水）、6日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

汎用インバータ装置（A700）、三相誘導モータ、パ
ソコン、工具

持ち物 筆記用具

日　程 6月24日（水）、25日（木）、26日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,000 円
使　用
器具等 空気圧実習装置

持ち物 筆記用具

日　程 9月10日（木）、11日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円

使　用
器具等

配線用遮断器、漏電遮断器、変流器、電磁接触器、
電磁リレー、サーマルリレー、スイッチ、表示灯、ヒュー
ズ、電動機、力率改善コンデンサ、回路計、絶縁抵
抗計、クランプ式電流計、回転計、工具

持ち物 筆記用具

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

中国能開大

　  42  　 　  43  　
※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



5D121
PLCによる位置決め制御技術 「PLCプログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方ＡＣサーボモータでピタッと位置決め！

シーケンス（PLC）制御設計の生産性向上をめざして、各種パラメータ設定およびプ
ログラミングならびに制御回路実習を通して、ＰＬＣによる位置決め制御技術を習得
します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1位置決め制御概要
2位置決め制御設計
3プログラミング
4位置決め制御回路設計実習

5D125
PLCによるFAセンサ活用技術 「PLC 制御の応用技術」を受講された方、

または同等の知識をお持ちの方
ＦＡセンサを使いこなしたＦＡシステムを構築できるようになろう！

自動制御回路製作実習を通じて、ＦＡシステムにおけるセンサの活用技術を実践的に
習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 PLC の概要
2センサ概要
3各種センサ
4安全対策
5 FAセンサを用いた自動制御回路実習

5D137
ＰＬＣ制御システムのマイコン換装技術 生産設備の設計、保守・保全業務

に従事する方
ラダー図でのプログラミングが初めての方にもおすすめ！

生産性の向上をめざし、ラダー図でのプログラム作成を通して、ＰＬＣをマイコンに
置き換えることを想定した制御システム構築技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1コース概要及び留意事項
2マイコンの開発環境構築
3各種テストプログラムの作成
4インタフェースボードの概要
5ラダー図でのログラムの作成
6まとめ

5D131
PLC制御の回路技術<シーケンス制御作業> 「PLCプログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方シーケンス制御作業における回路設計を学ぼう！

シーケンス（ＰＬＣ）制御設計の生産性の向上をめざして、効率化、最適化に向けた
ＰＬＣに関する知識、回路の作成法を通して、自動化システムの設計・保守技術を習
得する。
※技能検定シーケンス制御作業を受検される方にお勧めです

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1 PLC の運用法
2 PLCの回路設計
3 PLCの回路設計実習
（技能検定シーケンス制御作業の模擬課題）

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 11月19日（木）、20日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

ＰＬＣ（三菱 FX）、パソコン、プログラミングツール
（GXWorks2）負荷装置（技能検定シーケンス制御
作業模擬装置）

持ち物 筆記用具

日　程 12月5日(土)、12月12日(土)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,500 円
使　用
器具等 マイコン、パソコン　他

持ち物 筆記用具

日　程 10月14日（水）、15日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

PLC（三菱 FXシリーズ）、パソコン、プログラミング
ツール、各種センサ、負荷装置

持ち物 筆記用具

日　程 9月24日（木）、25日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 7,500 円
使　用
器具等

ＰＬＣ（三菱Qシリーズ）、パソコン、プログラミン
グツール（GX Works2）、位置決めユニット、ＡＣサー
ボモータ、その他

持ち物 筆記用具

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

電気・電子・情報系 中国能開大

　  42  　 　  43  　
※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

5D119
現場のための電気保全技術 有接点シーケンス制御や

電気設備の知識を習得したい方
電気設備の保全技術を学ぼう！

電気設備の現場作業の安全対策をはじめ、機器の故障や劣化防止、測定試験、電
気保全に関する技術を、事例実習を通して習得します。（電気保全、機器配線の
トラブル対策、シーケンス回路、制御盤不良個所の検出、絶縁抵抗測定、電気保全、
接地）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電気災害と対応策
2機器配線のトラブル対策
3総合実習
（1）機器選定実習
　　（ケーブル選定、遮断器選定）
（2）測定実習
　　（負荷電流測定、漏電電流測定、絶縁抵抗測定）
（3）不良個所の検出と対応策
　　（屋内配線、制御盤、電気機器）

5D112
空気圧実践技術 空気圧装置の組立・保全業務などに

従事する方
空気圧機器の選定から、制御回路設計まで空気圧の実践技術を学ぼう！

空気圧システムの構築に欠かせない空気圧機器の構造・作動原理・ＪＩＳによる回路
図記号を理解した上で、実機に用いられる主要な制御回路の構成、動作特性の理解を
実習を通して習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1空気圧の概要
2空気圧機器の構成
3空気圧機器の制御
4総合課題

5D116
電動機のインバータ活用技術 生産設備の設計・施工業務に

従事する方
省エネにつながるインバータの活用法を学ぼう！

インバータの原理やインバータ駆動時のモータ特性等、インバータに関する専門知識
を習得するとともに、インバータ運転の実習を通して、モータの制御技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1インバータ運転の概要
2インバータの容量選定と運転方法
3インバータ制御実習

5D127
PLCによるインバータ制御技術 「PLCプログラミング技術」を

受講された方、または同等の
知識をお持ちの方ＰＬＣからインバータを使いこなそう！

インバータの原理やインバータ駆動時のモータ特性等、インバータに関する専門知識
を習得するとともに、インバータ運転の実習を通して、モータの制御技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1インバータ概要
（１）インバータの原理
（２）パラメータ設定
（３）単独運転実習
2ＰＬＣプログラミング
3インバータ制御実習

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 10月22日（木）、23日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

ＰＬＣ（三菱 Qシリーズ）、パソコン、プログラミ
ングツール（GX Works2）、汎用インバータ装置
（A700）、三相誘導モータ、工具

持ち物 筆記用具

日　程 8月5日（水）、6日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

汎用インバータ装置（A700）、三相誘導モータ、パ
ソコン、工具

持ち物 筆記用具

日　程 6月24日（水）、25日（木）、26日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,000 円
使　用
器具等 空気圧実習装置

持ち物 筆記用具

日　程 9月10日（木）、11日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円

使　用
器具等

配線用遮断器、漏電遮断器、変流器、電磁接触器、
電磁リレー、サーマルリレー、スイッチ、表示灯、ヒュー
ズ、電動機、力率改善コンデンサ、回路計、絶縁抵
抗計、クランプ式電流計、回転計、工具

持ち物 筆記用具

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

中国能開大

　  42  　 　  43  　
※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



5D106
機械の電気保全技術 有接点シーケンス制御や

電気保全の知識を習得したい方
機械装置の電気保全技術を学ぼう！

電気保全に関する電気の知識やテスタの使用方法、リレーシーケンス制御に関する
専門知識を習得するとともに、運転回路の保守・点検、電動機制御等の実習を通し
て電気保全に係る関連技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電気保全に関する知識
2シーケンス制御の概要
3各種制御機器について
4各種制御回路による実習課題
5各種制御機器の保守・点検・トラブル発見法
6シーケンス制御回路のトラブル発見方法
7総合実習 電磁リレーの故障診断

5D128
半導体デバイス製造プロセス＜チップ製造編＞ 集積回路チップ製造作業検定に

興味のある方
半導体技能検定に興味のある方におすすめ！

半導体前工程である集積回路チップ製造作業検定に興味のある方を中心に工程の効率
化・最適化をめざして、半導体の各プロセスにおける製造装置に関する知識や測定評価・
信頼性技術等を演習を通して習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1半導体の概要 （結晶構造、真性・不純物半導体、PN接合、
トランジスタ、MOS構造）

2半導体製造プロセス （判断向け）
・レジスト塗布、露光装置、アッシング
・ウェットエッチング、ドライエッチング、プ
ラズマ化学反応
・成膜（スパッタ、反応性スパッタ、各種CVD
装置、酸化）
・イオン注入、平坦化（研磨）、薬品、保全等

3クリーン化技術 4半導体製造装置の保全技術
5総合課題実習 6まとめ

備　考 事前に中央職業能力開発協会で公開されている資料の拾い読みをお勧めします。

5D129
電気系保全実践技術（有接点編） リレーシーケンス制御の

知識をお持ちの方
電気系保全作業２級相当の故障診断を学ぼう！

電気系保全作業に必要な知識及び技能を技能検定（電気系保全作業２級）の課題を
通して習得します。（リレーの故障診断、有接点シーケンス回路のトラブル発見技法）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電気系保全の概要
（１）有接点シーケンス制御の概要、電気系故障の分類
2制御機器に生じる不良の原因と対策
3トラブルとその対応
（１）制御機器（リレー等）やシーケンス回路の故障原因と対策
（２）制御装置の回路の修復と追加
4総合実習（技能検定（電気系保全作業２級）課題による実習）

5D134
電気系保全実践技術（ＰＬＣ編）

PLC 制御の知識をお持ちの方
電気系保全作業２級相当の回路設計を学ぼう！

電気系保全作業に必要な知識及び技能を技能検定（電気系保全作業２級）の課題を
通して習得します。（回路設計）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電気系保全の概要
（１）PLC制御の概要、電気系故障の分類
2 PLCと制御機器の配線
3 PLC の回路設計
4総合実習
（技能検定（電気系保全作業２級）課題による実習）

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 11月5日（木）、12日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 13,500 円
使　用
器具等 電卓・筆記用具

持ち物 電卓・筆記用具

日　程 11月29日（日）、12月6日（日）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等

PLC（三菱 FX）、制御対象装置、スイッチ、センサ、
表示灯、リレー、工具、その他

持ち物 筆記用具

日　程 11月8日（日）、15日（日）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

制御対象装置、スイッチ、センサ、表示灯、リレー、
工具、その他

持ち物 筆記用具

日　程 5月27日（水）、28日（木）、29日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,000 円
使　用
器具等

電磁継電器、電磁接触器、熱動継電器、配線用遮
断器、漏電遮断器、三相誘導電動機、検電器、クラ
ンプメータ、絶縁抵抗計、回路計

持ち物 筆記用具

電
気
・
電
子
・
情
報
系

機

械

系

工
場
管
理
・
教
育
訓
練
系

電気・電子・情報系 中国能開大

　  44  　 　  45  　
※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

5D109
ＡＩ活用による画像認識システムの開発<TensorflowとPythonによるAIプログラミング> 画像認識にAI を導入したい方、

AI の仕組みを学びたい方
プログラミングをしながら、ＡＩの仕組みを学ぼう！

画像認識を題材としてTensorfl owとKerasを用いてオリジナルのAIを作成し、学習、
評価までを行うことでAI 技術を習得します。プログラミング言語は Python を使用し
ます。

会場：ポリテクセンター岡山

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1機械学習概要
2開発環境とワークフロー
3 Python によるAI プログラム
4AI モデルの構造と記述
5画像認識AI の開発
6精度評価
7まとめ

画像認識を題材に「AI の使い方」ではなく、「AI
の作り方」を学ぶことでAI の仕組みや評価方法
などを習得します。画像認識だけでなく、様々
な AI を理解するための素地の構築を目指しま
す。Python言語でプログラミングを行いますが、
プログラムの記述は比較的シンプルであるため、
C/C++言語が使える方であれば Python 言語の
経験がなくても受講可能です。

備　考 このセミナー受講のお申し込みは、中国能開大にお願いします。

5D130
半導体デバイス製造プロセス＜チップ組立編＞ 集積回組立作業検定に

興味のある方
半導体技能検定に興味のある方におすすめ！

集積回組立作業検定２級に興味のある方を中心に工程の効率化・最適化をめざして、半
導体の後工程における製造装置に関する知識や測定評価・信頼性技術等を演習を通して
習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1半導体の概要
2半導体パッケージ
3QFP組立工程
4 BGA組立工程
5その他組立工程
6総合課題

・各種レガシー半導体パッケージの種類と後工程
・後工程での製造装置（判断向け）
　・BGフィルム貼付け、裏面研磨装置、BGフィルム剥離
　・ダイシングフィルム貼付け、個片化装置、ダイボンディ
ング装置
　・ワイヤーボンディング装置、熱・超音波接合
　・樹脂封止装置、タイバー切断、メッキ

備　考 事前に中央職業能力開発協会で公開されている資料の拾い読みをお勧めします。

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 １１月１９日（木）、１１月２６日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 13,500 円
使　用
器具等 電卓・筆記用具

持ち物 電卓・筆記用具

日　程 6月4日(木)、5日(金)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 パソコン一式、画像取り込み用カメラ、開発環境

持ち物 筆記用具

中国職業能力開発大学校 校内案内

体育館
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　  44  　 　  45  　
※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



5D106
機械の電気保全技術 有接点シーケンス制御や

電気保全の知識を習得したい方
機械装置の電気保全技術を学ぼう！

電気保全に関する電気の知識やテスタの使用方法、リレーシーケンス制御に関する
専門知識を習得するとともに、運転回路の保守・点検、電動機制御等の実習を通し
て電気保全に係る関連技術を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電気保全に関する知識
2シーケンス制御の概要
3各種制御機器について
4各種制御回路による実習課題
5各種制御機器の保守・点検・トラブル発見法
6シーケンス制御回路のトラブル発見方法
7総合実習 電磁リレーの故障診断

5D128
半導体デバイス製造プロセス＜チップ製造編＞ 集積回路チップ製造作業検定に

興味のある方
半導体技能検定に興味のある方におすすめ！

半導体前工程である集積回路チップ製造作業検定に興味のある方を中心に工程の効率
化・最適化をめざして、半導体の各プロセスにおける製造装置に関する知識や測定評価・
信頼性技術等を演習を通して習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1半導体の概要 （結晶構造、真性・不純物半導体、PN接合、
トランジスタ、MOS構造）

2半導体製造プロセス （判断向け）
・レジスト塗布、露光装置、アッシング
・ウェットエッチング、ドライエッチング、プ
ラズマ化学反応
・成膜（スパッタ、反応性スパッタ、各種CVD
装置、酸化）
・イオン注入、平坦化（研磨）、薬品、保全等

3クリーン化技術 4半導体製造装置の保全技術
5総合課題実習 6まとめ

備　考 事前に中央職業能力開発協会で公開されている資料の拾い読みをお勧めします。

5D129
電気系保全実践技術（有接点編） リレーシーケンス制御の

知識をお持ちの方
電気系保全作業２級相当の故障診断を学ぼう！

電気系保全作業に必要な知識及び技能を技能検定（電気系保全作業２級）の課題を
通して習得します。（リレーの故障診断、有接点シーケンス回路のトラブル発見技法）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電気系保全の概要
（１）有接点シーケンス制御の概要、電気系故障の分類
2制御機器に生じる不良の原因と対策
3トラブルとその対応
（１）制御機器（リレー等）やシーケンス回路の故障原因と対策
（２）制御装置の回路の修復と追加
4総合実習（技能検定（電気系保全作業２級）課題による実習）

5D134
電気系保全実践技術（ＰＬＣ編）

PLC 制御の知識をお持ちの方
電気系保全作業２級相当の回路設計を学ぼう！

電気系保全作業に必要な知識及び技能を技能検定（電気系保全作業２級）の課題を
通して習得します。（回路設計）

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1電気系保全の概要
（１）PLC制御の概要、電気系故障の分類
2 PLCと制御機器の配線
3 PLC の回路設計
4総合実習
（技能検定（電気系保全作業２級）課題による実習）

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 11月5日（木）、12日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 13,500 円
使　用
器具等 電卓・筆記用具

持ち物 電卓・筆記用具

日　程 11月29日（日）、12月6日（日）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,000 円
使　用
器具等

PLC（三菱 FX）、制御対象装置、スイッチ、センサ、
表示灯、リレー、工具、その他

持ち物 筆記用具

日　程 11月8日（日）、15日（日）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 8,500 円
使　用
器具等

制御対象装置、スイッチ、センサ、表示灯、リレー、
工具、その他

持ち物 筆記用具

日　程 5月27日（水）、28日（木）、29日（金）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 10,000 円
使　用
器具等

電磁継電器、電磁接触器、熱動継電器、配線用遮
断器、漏電遮断器、三相誘導電動機、検電器、クラ
ンプメータ、絶縁抵抗計、回路計

持ち物 筆記用具

電
気
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子
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系

機
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系
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電気・電子・情報系 中国能開大

　  44  　 　  45  　
※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。

5D109
ＡＩ活用による画像認識システムの開発<TensorflowとPythonによるAIプログラミング> 画像認識にAI を導入したい方、

AI の仕組みを学びたい方
プログラミングをしながら、ＡＩの仕組みを学ぼう！

画像認識を題材としてTensorfl owとKerasを用いてオリジナルのAIを作成し、学習、
評価までを行うことでAI 技術を習得します。プログラミング言語は Python を使用し
ます。

会場：ポリテクセンター岡山

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1機械学習概要
2開発環境とワークフロー
3 Python によるAI プログラム
4AI モデルの構造と記述
5画像認識AI の開発
6精度評価
7まとめ

画像認識を題材に「AI の使い方」ではなく、「AI
の作り方」を学ぶことでAI の仕組みや評価方法
などを習得します。画像認識だけでなく、様々
な AI を理解するための素地の構築を目指しま
す。Python言語でプログラミングを行いますが、
プログラムの記述は比較的シンプルであるため、
C/C++言語が使える方であれば Python 言語の
経験がなくても受講可能です。

備　考 このセミナー受講のお申し込みは、中国能開大にお願いします。

5D130
半導体デバイス製造プロセス＜チップ組立編＞ 集積回組立作業検定に

興味のある方
半導体技能検定に興味のある方におすすめ！

集積回組立作業検定２級に興味のある方を中心に工程の効率化・最適化をめざして、半
導体の後工程における製造装置に関する知識や測定評価・信頼性技術等を演習を通して
習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1半導体の概要
2半導体パッケージ
3QFP組立工程
4 BGA組立工程
5その他組立工程
6総合課題

・各種レガシー半導体パッケージの種類と後工程
・後工程での製造装置（判断向け）
　・BGフィルム貼付け、裏面研磨装置、BGフィルム剥離
　・ダイシングフィルム貼付け、個片化装置、ダイボンディ
ング装置
　・ワイヤーボンディング装置、熱・超音波接合
　・樹脂封止装置、タイバー切断、メッキ

備　考 事前に中央職業能力開発協会で公開されている資料の拾い読みをお勧めします。

このような方にお勧め

このような方にお勧め

日　程 １１月１９日（木）、１１月２６日（木）
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 13,500 円
使　用
器具等 電卓・筆記用具

持ち物 電卓・筆記用具

日　程 6月4日(木)、5日(金)
時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 9,000 円
使　用
器具等 パソコン一式、画像取り込み用カメラ、開発環境

持ち物 筆記用具

中国職業能力開発大学校 校内案内

体育館

９号棟
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　  44  　 　  45  　
※コースは、諸事情により中止・変更となる場合があります。



5M113
生産現場に活かす品質管理技法<製造業必須QC編> 部門を問わず、全社的

品質管理を目指す
製造業に従事している方現場で使われている管理図などを理解し、会社全体の品質を向上させましょう！

製造業における部品加工や検査等の効率化・最適化をめざして、検査工程における各
種管理図の使い方、統計的解析技術及びQCの七つ道具を習得します。また、エクセ
ルに数値を入力するだけでパレート図、ヒストグラム、標準偏差、工程能力、管理図
ができる手法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1品質管理概論
2パレート図
3ヒストグラム
4標準偏差
5工程能力指数
6管理図

5M115
生産現場における現場改善技法 工程管理／技術管理の生産性の

向上をめざしておられる方、又
はその候補者 工程管理／技術管理の生産性の向上をめざして、現場改善（作業改善）の技法を習得します。

 工程管理／技術管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安
全性向上に向けた生産現場に発生する問題点の分析や改善のための手法及び生産効率を
向上させるため現場改善（作業改善）の技法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1生産現場の作業改善 （１）作業改善（作業研究）の体系
（２）改善の手順
（３）標準時間の設定の実習

2生産現場の環境改善 （１）職場環境改善の体系
（２）５Ｓ定着のしくみ
（３）見える化：目で見る現場管理の展開事例

3生産現場の工程改善 （１）運搬の効率化
（２）切替・段取り替えの改善：段替稼動分析実習
（３）多工程待ちのサイクルタイムの実習
（４）自動化と設備効率化の実習
（５）ポカよけ（フール・プルーフ）

4作業分析手法と改善効果測定 （１）工程・作業・動作分析
（２）生産性・リードタイム・稼動率

5実践的課題実習 （１）工場内環境の問題点の分析と改善
（２）作業環境の問題点の分析と改善
（３）模擬生産システムにおける作業改善
（４）受講者の現場での作業分析と改善の検討

6まとめ
備　考 担当講師：龍設計コンサルタンツ　元㈱クボタ　生産技術本部　山中　利幸

5M103
5M116

新ＱＣ７つ道具活用による製造現場における品質改善・品質保証 品質管理の生産性の向上を
めざしておられる方、
又はその候補者品質管理の生産性の向上をめざし、新ＱＣ７つ道具を使用して、解決していくための手法を習得します

品質管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に
向けた製造現場で発生する問題について演習を通して、新ＱＣ７つ道具を使用して、
定性的な問題分析をおこない、解決していくための手法を習得します。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

1品質管理の重要性
2新ＱＣ７つ道具の使い方と留意点 （１）新ＱＣ７つ道具の概要

（２）新ＱＣ７つ道具の使い方のポイント
（３）演習　新ＱＣ７つ道具体験

3問題解決演習（新ＱＣ７つ道具活用）（１）親和図法
（２）連関図法
（３）系統図法
（４）マトリックス図法
（５）アロー・ダイヤグラム法
（６）PDPC法
（７）マトリックス・データ解析法

4総合演習 （１）製造現場における問題の洗い出し
（２）発表・討議

5まとめ
備　考 担当講師：龍設計コンサルタンツ　元㈱クボタ　生産技術本部　山中　利幸

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

39 41 43 45 47 49 51 53 55

日　程 8月18日(火)、19日(水)、20日(木)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 12,000 円
使　用
器具等 パソコン

持ち物 関数電卓、筆記用具、USBメモリ

日　程
5M103 ： ６月８日(月)、９日(火)
5M116 ： １０月１３日(火)、１４日(水)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 13,000 円
使　用
器具等 PC、プロジェクタ、ホワイトボード

持ち物 筆記用具、電卓（四則電卓で構わない）

日　程 ９月１４日（月）、１５日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 14,000 円
使　用
器具等 PC、プロジェクタ、ホワイトボード

持ち物 筆記用具、電卓（四則電卓で構わない）
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　この研修コースガイドに掲載されている研修コース以外に、事業主様や事業主団体様のご要望に応じ、研修内容
や日程等について、個別に相談しながら研修計画・実施するオーダーメイドセミナーを承っております。

◆オーダーメイドセミナー計画のポイント

◆オーダーメイドセミナーの流れ

▶ ▶ ▶ ▶

（
研
修
内
容
等
の
提
案
等
）

研
修
の
打
ち
合
わ
せ

（
研
修
内
容・日
程・経
費
等
）

研
修
の
ご
相
談

請
求
書
の
発
送

研
修
内
容
等
決
定

研
修
経
費
の
ご
入
金

研
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の
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◆お気軽に、ご相談ください。
　【お問い合わせ先】 ポリテクセンター岡山　訓練課 TEL（086）246‒2530
 中 国 能 開 大　援助計画課 TEL（086）526‒3102

STEP１ STEP2 STEP3 STEP4 STEP5

この研修コースガイドに掲載されている研修コースは、オーダーメイドセミナーとして計画できます。
（研修コースガイドに掲載されていない研修についても、ご相談に応じています。）

研修会場は、ポリテクセンター岡山または中国能開大の各施設となります。
（出張研修として、事業主様等が希望する場所で実施することも可能です。）

１コース当たりの最少開催受講者数は、５名です。
（協力会社、系列会社の従業員を含めることも可能です。）

総訓練時間は、１コースあたり１２時間以上必要です。
（研修日程・時間は、ご相談ください。）

研修経費（受講料）は、当機構が定める算定方式により算出し、ご提示します。
（出張研修の場合は、講師の交通費等が発生する場合があります。）
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point5

社内で研修を
やってもらえない

かなあ…

パンフレット掲載の
コースでは、日程が
合わないなあ…

うちの会社に合った
カリキュラム・日程で

研修できない

こんなときは、ご相談ください！！

オーダーメイドセミナーのご案内
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5M113
生産現場に活かす品質管理技法<製造業必須QC編> 部門を問わず、全社的

品質管理を目指す
製造業に従事している方現場で使われている管理図などを理解し、会社全体の品質を向上させましょう！

製造業における部品加工や検査等の効率化・最適化をめざして、検査工程における各
種管理図の使い方、統計的解析技術及びQCの七つ道具を習得します。また、エクセ
ルに数値を入力するだけでパレート図、ヒストグラム、標準偏差、工程能力、管理図
ができる手法を習得します。
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1品質管理概論
2パレート図
3ヒストグラム
4標準偏差
5工程能力指数
6管理図

5M115
生産現場における現場改善技法 工程管理／技術管理の生産性の

向上をめざしておられる方、又
はその候補者 工程管理／技術管理の生産性の向上をめざして、現場改善（作業改善）の技法を習得します。

 工程管理／技術管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安
全性向上に向けた生産現場に発生する問題点の分析や改善のための手法及び生産効率を
向上させるため現場改善（作業改善）の技法を習得します。
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1生産現場の作業改善 （１）作業改善（作業研究）の体系
（２）改善の手順
（３）標準時間の設定の実習

2生産現場の環境改善 （１）職場環境改善の体系
（２）５Ｓ定着のしくみ
（３）見える化：目で見る現場管理の展開事例

3生産現場の工程改善 （１）運搬の効率化
（２）切替・段取り替えの改善：段替稼動分析実習
（３）多工程待ちのサイクルタイムの実習
（４）自動化と設備効率化の実習
（５）ポカよけ（フール・プルーフ）

4作業分析手法と改善効果測定 （１）工程・作業・動作分析
（２）生産性・リードタイム・稼動率

5実践的課題実習 （１）工場内環境の問題点の分析と改善
（２）作業環境の問題点の分析と改善
（３）模擬生産システムにおける作業改善
（４）受講者の現場での作業分析と改善の検討

6まとめ
備　考 担当講師：龍設計コンサルタンツ　元㈱クボタ　生産技術本部　山中　利幸

5M103
5M116

新ＱＣ７つ道具活用による製造現場における品質改善・品質保証 品質管理の生産性の向上を
めざしておられる方、
又はその候補者品質管理の生産性の向上をめざし、新ＱＣ７つ道具を使用して、解決していくための手法を習得します

品質管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に
向けた製造現場で発生する問題について演習を通して、新ＱＣ７つ道具を使用して、
定性的な問題分析をおこない、解決していくための手法を習得します。

カ
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ム

1品質管理の重要性
2新ＱＣ７つ道具の使い方と留意点 （１）新ＱＣ７つ道具の概要

（２）新ＱＣ７つ道具の使い方のポイント
（３）演習　新ＱＣ７つ道具体験

3問題解決演習（新ＱＣ７つ道具活用）（１）親和図法
（２）連関図法
（３）系統図法
（４）マトリックス図法
（５）アロー・ダイヤグラム法
（６）PDPC法
（７）マトリックス・データ解析法

4総合演習 （１）製造現場における問題の洗い出し
（２）発表・討議

5まとめ
備　考 担当講師：龍設計コンサルタンツ　元㈱クボタ　生産技術本部　山中　利幸

このような方にお勧め

このような方にお勧め

このような方にお勧め

39 41 43 45 47 49 51 53 55

日　程 8月18日(火)、19日(水)、20日(木)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 12,000 円
使　用
器具等 パソコン

持ち物 関数電卓、筆記用具、USBメモリ

日　程
5M103 ： ６月８日(月)、９日(火)
5M116 ： １０月１３日(火)、１４日(水)

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 13,000 円
使　用
器具等 PC、プロジェクタ、ホワイトボード

持ち物 筆記用具、電卓（四則電卓で構わない）

日　程 ９月１４日（月）、１５日（火）

時　間 ９：30 ～16：30
定　員 10名 受講料 14,000 円
使　用
器具等 PC、プロジェクタ、ホワイトボード

持ち物 筆記用具、電卓（四則電卓で構わない）
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　この研修コースガイドに掲載されている研修コース以外に、事業主様や事業主団体様のご要望に応じ、研修内容
や日程等について、個別に相談しながら研修計画・実施するオーダーメイドセミナーを承っております。

◆オーダーメイドセミナー計画のポイント

◆オーダーメイドセミナーの流れ
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◆お気軽に、ご相談ください。
　【お問い合わせ先】 ポリテクセンター岡山　訓練課 TEL（086）246‒2530
 中 国 能 開 大　援助計画課 TEL（086）526‒3102

STEP１ STEP2 STEP3 STEP4 STEP5

この研修コースガイドに掲載されている研修コースは、オーダーメイドセミナーとして計画できます。
（研修コースガイドに掲載されていない研修についても、ご相談に応じています。）

研修会場は、ポリテクセンター岡山または中国能開大の各施設となります。
（出張研修として、事業主様等が希望する場所で実施することも可能です。）

１コース当たりの最少開催受講者数は、５名です。
（協力会社、系列会社の従業員を含めることも可能です。）

総訓練時間は、１コースあたり１２時間以上必要です。
（研修日程・時間は、ご相談ください。）

研修経費（受講料）は、当機構が定める算定方式により算出し、ご提示します。
（出張研修の場合は、講師の交通費等が発生する場合があります。）
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★お問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　生産性センター業務課　　ＴＥＬ：０８６－２４１－００７

　生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
　ポリテクセンター岡山では、専門的知見を有する民間機関等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対
応した訓練を実施します。

企業ごとの課題に応じてオーダーメイドで訓練を実施！

訓練は自社会議室で受講可能！

受講しやすい料金設定！

・生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あら
  ゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全128コース(令和５年度)
・企業ごとの課題やニーズに応じてカリキュラムをカスタマイズして実施

・訓練は自社会議室で受講可能（専門の講師を企業に派遣します）
・訓練日時も企業の都合に合わせて事前に調整

・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は人材開発支援助成金の利用も可能

・センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理しま
す

・相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるＨＰを作成したい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス　など

・生産現場の問題解決　　・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化　　など

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成　など

・成果を上げる業務改善　・リスクマネジメントによる損出
防止対策　・作業手順の作成によるノウハウの継承　など

営業・販売、マーケティング、プロモーション　など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法　　・提案型営業実践　　など

ネットワーク、データ活用、情報発信　など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成　　など

・所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

Ｑ．訓練時間は何時間ですか？
Ａ．座学と演習を組み合わせて、４～30時間の間で
設定します。時間、曜日、日程等は企業のご要
望・ご都合に合わせた弾力的な設定が可能で
す。

Ｑ．少人数で訓練を受講できますか？
Ａ．オーダーメイドで訓練を実施するには、受講者を
6名以上確保していただく必要があります。6名
未満の場合、オープンコース（公開講座）の受講
をおすすめいたします。

Ｑ．訓練受講の相談をしてから訓練実施まで、
　  どのくらいの期間がかかりますか？
Ａ．約2か月かかります。相談を受けてから、実施機
関選定、訓練内容の打合せ、受講料請求・納付手
続きを行ったのち、訓練実施となります。

Ｑ．オンラインで訓練を受講できますか？
Ａ．可能です。ただし、利用者が使用する機器、イン
ターネット接続環境等は企業にて準備をお願い
します。詳しくは当センターまでお問い合わせく
ださい。

★お問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　生産性センター業務課　　ＴＥＬ：０８６－２４１－００７

　生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
　ポリテクセンター岡山では、専門的知見を有する民間機関等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対
応した訓練を実施します。

企業ごとの課題に応じてオーダーメイドで訓練を実施！

訓練は自社会議室で受講可能！

受講しやすい料金設定！

・生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あら
  ゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全128コース(令和５年度)
・企業ごとの課題やニーズに応じてカリキュラムをカスタマイズして実施

・訓練は自社会議室で受講可能（専門の講師を企業に派遣します）
・訓練日時も企業の都合に合わせて事前に調整

・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は人材開発支援助成金の利用も可能

・センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理しま
す

・相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるＨＰを作成したい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス　など

・生産現場の問題解決　　・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化　　など

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成　など

・成果を上げる業務改善　・リスクマネジメントによる損出
防止対策　・作業手順の作成によるノウハウの継承　など

営業・販売、マーケティング、プロモーション　など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法　　・提案型営業実践　　など

ネットワーク、データ活用、情報発信　など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成　　など

・所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

Ｑ．訓練時間は何時間ですか？
Ａ．座学と演習を組み合わせて、４～30時間の間で
設定します。時間、曜日、日程等は企業のご要
望・ご都合に合わせた弾力的な設定が可能で
す。

Ｑ．少人数で訓練を受講できますか？
Ａ．オーダーメイドで訓練を実施するには、受講者を
6名以上確保していただく必要があります。6名
未満の場合、オープンコース（公開講座）の受講
をおすすめいたします。

Ｑ．訓練受講の相談をしてから訓練実施まで、
　  どのくらいの期間がかかりますか？
Ａ．約2か月かかります。相談を受けてから、実施機
関選定、訓練内容の打合せ、受講料請求・納付手
続きを行ったのち、訓練実施となります。

Ｑ．オンラインで訓練を受講できますか？
Ａ．可能です。ただし、利用者が使用する機器、イン
ターネット接続環境等は企業にて準備をお願い
します。詳しくは当センターまでお問い合わせく
ださい。

★お問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　生産性センター業務課　　ＴＥＬ：０８６－２４１－００７６

　生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
　ポリテクセンター岡山では、専門的知見を有する民間機関等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対
応した訓練を実施します。

企業ごとの課題に応じてオーダーメイドで訓練を実施！

訓練は自社会議室で受講可能！

受講しやすい料金設定！

・生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あら
  ゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全134コース（令和8年度））
・企業ごとの課題やニーズに応じてカリキュラムをカスタマイズして実施

・訓練は自社会議室で受講可能（専門の講師を企業に派遣します）
・訓練日時も企業の都合に合わせて事前に調整

・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は人材開発支援助成金の利用も可能

・センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理します

・相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるホームページを作成したい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス　など

・生産現場の問題解決　　・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化　　など

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成　など

・成果を上げる業務改善　・リスクマネジメントによる損出
防止対策　・作業手順の作成によるノウハウの継承　など

営業・販売、マーケティング、プロモーション　など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法　　・提案型営業実践　　など

ネットワーク、データ活用、情報発信　など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成　　など

・所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

Ｑ．訓練時間は何時間ですか？
Ａ．座学と演習を組み合わせて、４～30時間の間で
設定します。時間、曜日、日程等は企業のご要
望・ご都合に合わせた弾力的な設定が可能で
す。

Ｑ．少人数で訓練を受講できますか？
Ａ．オーダーメイドで訓練を実施するには、受講者を
6名以上確保していただく必要があります。6名
未満の場合、オープンコース（公開講座）の受講
をおすすめいたします。

Ｑ．訓練受講の相談をしてから訓練実施まで、
　  どのくらいの期間がかかりますか？
Ａ．約2か月かかります。相談を受けてから、実施機
関選定、訓練内容の打合せ、受講料請求・納付手
続きを行ったのち、訓練実施となります。

Ｑ．オンラインで訓練を受講できますか？
Ａ．可能です。ただし、利用者が使用する機器、イン
ターネット接続環境等は企業にて準備をお願い
します。詳しくは当センターまでお問い合わせく
ださい。

生産性向上支援訓練のご案内

施設利用に伴う使用料金は、利用日の前日までに納付してください。
※使用料金は、ご利用時期(冷暖房使用時期等)、ご利用対象となる教室または実習場により異なります。
　下記のお問合せ先かホームページからご確認ください。
※施設の利用にあたっては別途警備費用がかかります。
 ※使用申請のキャンセルは、利用日の１４日前までにお申し出ください。
　１４日前までのキャンセルにつきましては、使用料金を納付された場合、使用料金の全額を返金いたします。

施設利用サービスのご利用を希望される場合は、下記のお問合せ先までお電話ください。
お問合せの際には、次の内容を確認させていただきます。
・ご利用される目的
・ご利用される日程及び時間帯（準備・片づけを含む）等

STEP1　電話によるお問合せ

ご希望される日程の2ヶ月前から14日前までに、「施設設備使用申請書」、または「指導員派遣申込書」をご提出い
ただきます。
※「施設設備使用申請書」等は、各施設のホームページまたは、お問合せ先の施設担当者より入手してください。

STEP2　「施設設備使用申請書」等のご提出

ご提出いただきました申請書に基づき、審査を行います。
審査後、施設利用を承認された場合は、「承諾通知書（ご請求書）」を発行いたします。

STEP3　「施設設備使用申請書」等の審査と承認

STEP4　使用料金の納付

担当者の方は、受付窓口までお越しください。
※施設閉庁日についてはご利用会場へ直接お越しください。
　受付等の業務はいたしかねますので、担当者の方はご利用当日必ずお越しください。

◆ご利用の際は、次の点をお守りください。
・施設設備を使用目的以外の用途に使用しないでください。
・施設利用にあたっては、火気、臭気、騒音等及び作業安全面に十分注意を払ってください。
・施設利用中に発生した事故等については、ご利用者の関係者や来場客の行為であっても、全てご利用者に責任を負っていただ
きます。

・震災等の災害、荒天、交通事情等の不可抗力や官公庁からの指導、その他当機構の責めに帰さない事由によりご利用が中止と
なった場合でも、当機構は損害について一切責任を負いません。

・当機構の責めに帰すべき事由による損害賠償は、当該事由が発生したご利用に関しご利用者からお支払いいただくご利用料金
内での賠償となり、かつ、機会損失等の逸失利益については当機構は責任を負いません。

※ご利用時間内での準備・原状回復をお願いします。

STEP5　ご利用当日

　【お問い合わせ先】
 ポリテクセンター岡山　訓練課 TEL（086）246‒2530
 中 国 能 開 大　援助計画課 TEL（086）526‒3102

　事業主または事業主団体等の皆様が自ら行う職業訓練や人材育成を目的とした研修に対する支援として、施設・設備等の貸与
及び職業訓練指導員の派遣を行っています。
　施設利用サービスをご利用いただくには、以下の利用目的の基準を満たしており、且つ施設の業務運営に支障がない範囲内で
のご利用が可能です。
　※利用目的　
　事業主または事業主団体等が行う職業訓練、技能・技術研修、各種技能検定やその講習会等。
　営利、勧誘等を目的としたものや、施設管理上適切でないと判断された場合はご利用はできません。
　なお、お申し込み・お問合わせは、下記の各施設担当窓口までお問合せください。

施設利用サービスのご案内
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★お問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　生産性センター業務課　　ＴＥＬ：０８６－２４１－００７

　生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
　ポリテクセンター岡山では、専門的知見を有する民間機関等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対
応した訓練を実施します。

企業ごとの課題に応じてオーダーメイドで訓練を実施！

訓練は自社会議室で受講可能！

受講しやすい料金設定！

・生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あら
  ゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全128コース(令和５年度)
・企業ごとの課題やニーズに応じてカリキュラムをカスタマイズして実施

・訓練は自社会議室で受講可能（専門の講師を企業に派遣します）
・訓練日時も企業の都合に合わせて事前に調整

・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は人材開発支援助成金の利用も可能

・センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理しま
す

・相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるＨＰを作成したい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス　など

・生産現場の問題解決　　・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化　　など

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成　など

・成果を上げる業務改善　・リスクマネジメントによる損出
防止対策　・作業手順の作成によるノウハウの継承　など

営業・販売、マーケティング、プロモーション　など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法　　・提案型営業実践　　など

ネットワーク、データ活用、情報発信　など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成　　など

・所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

Ｑ．訓練時間は何時間ですか？
Ａ．座学と演習を組み合わせて、４～30時間の間で
設定します。時間、曜日、日程等は企業のご要
望・ご都合に合わせた弾力的な設定が可能で
す。

Ｑ．少人数で訓練を受講できますか？
Ａ．オーダーメイドで訓練を実施するには、受講者を
6名以上確保していただく必要があります。6名
未満の場合、オープンコース（公開講座）の受講
をおすすめいたします。

Ｑ．訓練受講の相談をしてから訓練実施まで、
　  どのくらいの期間がかかりますか？
Ａ．約2か月かかります。相談を受けてから、実施機
関選定、訓練内容の打合せ、受講料請求・納付手
続きを行ったのち、訓練実施となります。

Ｑ．オンラインで訓練を受講できますか？
Ａ．可能です。ただし、利用者が使用する機器、イン
ターネット接続環境等は企業にて準備をお願い
します。詳しくは当センターまでお問い合わせく
ださい。

★お問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　生産性センター業務課　　ＴＥＬ：０８６－２４１－００７

　生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
　ポリテクセンター岡山では、専門的知見を有する民間機関等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対
応した訓練を実施します。

企業ごとの課題に応じてオーダーメイドで訓練を実施！

訓練は自社会議室で受講可能！

受講しやすい料金設定！

・生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あら
  ゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全128コース(令和５年度)
・企業ごとの課題やニーズに応じてカリキュラムをカスタマイズして実施

・訓練は自社会議室で受講可能（専門の講師を企業に派遣します）
・訓練日時も企業の都合に合わせて事前に調整

・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は人材開発支援助成金の利用も可能

・センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理しま
す

・相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるＨＰを作成したい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス　など

・生産現場の問題解決　　・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化　　など

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成　など

・成果を上げる業務改善　・リスクマネジメントによる損出
防止対策　・作業手順の作成によるノウハウの継承　など

営業・販売、マーケティング、プロモーション　など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法　　・提案型営業実践　　など

ネットワーク、データ活用、情報発信　など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成　　など

・所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

Ｑ．訓練時間は何時間ですか？
Ａ．座学と演習を組み合わせて、４～30時間の間で
設定します。時間、曜日、日程等は企業のご要
望・ご都合に合わせた弾力的な設定が可能で
す。

Ｑ．少人数で訓練を受講できますか？
Ａ．オーダーメイドで訓練を実施するには、受講者を
6名以上確保していただく必要があります。6名
未満の場合、オープンコース（公開講座）の受講
をおすすめいたします。

Ｑ．訓練受講の相談をしてから訓練実施まで、
　  どのくらいの期間がかかりますか？
Ａ．約2か月かかります。相談を受けてから、実施機
関選定、訓練内容の打合せ、受講料請求・納付手
続きを行ったのち、訓練実施となります。

Ｑ．オンラインで訓練を受講できますか？
Ａ．可能です。ただし、利用者が使用する機器、イン
ターネット接続環境等は企業にて準備をお願い
します。詳しくは当センターまでお問い合わせく
ださい。

★お問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　生産性センター業務課　　ＴＥＬ：０８６－２４１－００７６

　生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
　ポリテクセンター岡山では、専門的知見を有する民間機関等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対
応した訓練を実施します。

企業ごとの課題に応じてオーダーメイドで訓練を実施！

訓練は自社会議室で受講可能！

受講しやすい料金設定！

・生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あら
  ゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全134コース（令和8年度））
・企業ごとの課題やニーズに応じてカリキュラムをカスタマイズして実施

・訓練は自社会議室で受講可能（専門の講師を企業に派遣します）
・訓練日時も企業の都合に合わせて事前に調整

・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は人材開発支援助成金の利用も可能

・センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理します

・相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるホームページを作成したい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス　など

・生産現場の問題解決　　・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化　　など

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成　など

・成果を上げる業務改善　・リスクマネジメントによる損出
防止対策　・作業手順の作成によるノウハウの継承　など

営業・販売、マーケティング、プロモーション　など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法　　・提案型営業実践　　など

ネットワーク、データ活用、情報発信　など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成　　など

・所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

Ｑ．訓練時間は何時間ですか？
Ａ．座学と演習を組み合わせて、４～30時間の間で
設定します。時間、曜日、日程等は企業のご要
望・ご都合に合わせた弾力的な設定が可能で
す。

Ｑ．少人数で訓練を受講できますか？
Ａ．オーダーメイドで訓練を実施するには、受講者を
6名以上確保していただく必要があります。6名
未満の場合、オープンコース（公開講座）の受講
をおすすめいたします。

Ｑ．訓練受講の相談をしてから訓練実施まで、
　  どのくらいの期間がかかりますか？
Ａ．約2か月かかります。相談を受けてから、実施機
関選定、訓練内容の打合せ、受講料請求・納付手
続きを行ったのち、訓練実施となります。

Ｑ．オンラインで訓練を受講できますか？
Ａ．可能です。ただし、利用者が使用する機器、イン
ターネット接続環境等は企業にて準備をお願い
します。詳しくは当センターまでお問い合わせく
ださい。

生産性向上支援訓練のご案内

施設利用に伴う使用料金は、利用日の前日までに納付してください。
※使用料金は、ご利用時期(冷暖房使用時期等)、ご利用対象となる教室または実習場により異なります。
　下記のお問合せ先かホームページからご確認ください。
※施設の利用にあたっては別途警備費用がかかります。
 ※使用申請のキャンセルは、利用日の１４日前までにお申し出ください。
　１４日前までのキャンセルにつきましては、使用料金を納付された場合、使用料金の全額を返金いたします。

施設利用サービスのご利用を希望される場合は、下記のお問合せ先までお電話ください。
お問合せの際には、次の内容を確認させていただきます。
・ご利用される目的
・ご利用される日程及び時間帯（準備・片づけを含む）等

STEP1　電話によるお問合せ

ご希望される日程の2ヶ月前から14日前までに、「施設設備使用申請書」、または「指導員派遣申込書」をご提出い
ただきます。
※「施設設備使用申請書」等は、各施設のホームページまたは、お問合せ先の施設担当者より入手してください。

STEP2　「施設設備使用申請書」等のご提出

ご提出いただきました申請書に基づき、審査を行います。
審査後、施設利用を承認された場合は、「承諾通知書（ご請求書）」を発行いたします。

STEP3　「施設設備使用申請書」等の審査と承認

STEP4　使用料金の納付

担当者の方は、受付窓口までお越しください。
※施設閉庁日についてはご利用会場へ直接お越しください。
　受付等の業務はいたしかねますので、担当者の方はご利用当日必ずお越しください。

◆ご利用の際は、次の点をお守りください。
・施設設備を使用目的以外の用途に使用しないでください。
・施設利用にあたっては、火気、臭気、騒音等及び作業安全面に十分注意を払ってください。
・施設利用中に発生した事故等については、ご利用者の関係者や来場客の行為であっても、全てご利用者に責任を負っていただ
きます。

・震災等の災害、荒天、交通事情等の不可抗力や官公庁からの指導、その他当機構の責めに帰さない事由によりご利用が中止と
なった場合でも、当機構は損害について一切責任を負いません。

・当機構の責めに帰すべき事由による損害賠償は、当該事由が発生したご利用に関しご利用者からお支払いいただくご利用料金
内での賠償となり、かつ、機会損失等の逸失利益については当機構は責任を負いません。

※ご利用時間内での準備・原状回復をお願いします。

STEP5　ご利用当日

　【お問い合わせ先】
 ポリテクセンター岡山　訓練課 TEL（086）246‒2530
 中 国 能 開 大　援助計画課 TEL（086）526‒3102

　事業主または事業主団体等の皆様が自ら行う職業訓練や人材育成を目的とした研修に対する支援として、施設・設備等の貸与
及び職業訓練指導員の派遣を行っています。
　施設利用サービスをご利用いただくには、以下の利用目的の基準を満たしており、且つ施設の業務運営に支障がない範囲内で
のご利用が可能です。
　※利用目的　
　事業主または事業主団体等が行う職業訓練、技能・技術研修、各種技能検定やその講習会等。
　営利、勧誘等を目的としたものや、施設管理上適切でないと判断された場合はご利用はできません。
　なお、お申し込み・お問合わせは、下記の各施設担当窓口までお問合せください。

施設利用サービスのご案内
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★お問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　生産性センター業務課　　ＴＥＬ：０８６－２４１－００７

　生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
　ポリテクセンター岡山では、専門的知見を有する民間機関等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対
応した訓練を実施します。

企業ごとの課題に応じてオーダーメイドで訓練を実施！

訓練は自社会議室で受講可能！

受講しやすい料金設定！

・生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あら
  ゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全128コース(令和５年度)
・企業ごとの課題やニーズに応じてカリキュラムをカスタマイズして実施

・訓練は自社会議室で受講可能（専門の講師を企業に派遣します）
・訓練日時も企業の都合に合わせて事前に調整

・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は人材開発支援助成金の利用も可能

・センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理しま
す

・相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるＨＰを作成したい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス　など

・生産現場の問題解決　　・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化　　など

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成　など

・成果を上げる業務改善　・リスクマネジメントによる損出
防止対策　・作業手順の作成によるノウハウの継承　など

営業・販売、マーケティング、プロモーション　など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法　　・提案型営業実践　　など

ネットワーク、データ活用、情報発信　など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成　　など

・所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

Ｑ．訓練時間は何時間ですか？
Ａ．座学と演習を組み合わせて、４～30時間の間で
設定します。時間、曜日、日程等は企業のご要
望・ご都合に合わせた弾力的な設定が可能で
す。

Ｑ．少人数で訓練を受講できますか？
Ａ．オーダーメイドで訓練を実施するには、受講者を
6名以上確保していただく必要があります。6名
未満の場合、オープンコース（公開講座）の受講
をおすすめいたします。

Ｑ．訓練受講の相談をしてから訓練実施まで、
　  どのくらいの期間がかかりますか？
Ａ．約2か月かかります。相談を受けてから、実施機
関選定、訓練内容の打合せ、受講料請求・納付手
続きを行ったのち、訓練実施となります。

Ｑ．オンラインで訓練を受講できますか？
Ａ．可能です。ただし、利用者が使用する機器、イン
ターネット接続環境等は企業にて準備をお願い
します。詳しくは当センターまでお問い合わせく
ださい。

★お問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　生産性センター業務課　　ＴＥＬ：０８６－２４１－００７

　生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
　ポリテクセンター岡山では、専門的知見を有する民間機関等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対
応した訓練を実施します。

企業ごとの課題に応じてオーダーメイドで訓練を実施！

訓練は自社会議室で受講可能！

受講しやすい料金設定！

・生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あら
  ゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全128コース(令和５年度)
・企業ごとの課題やニーズに応じてカリキュラムをカスタマイズして実施

・訓練は自社会議室で受講可能（専門の講師を企業に派遣します）
・訓練日時も企業の都合に合わせて事前に調整

・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は人材開発支援助成金の利用も可能

・センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理しま
す

・相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるＨＰを作成したい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス　など

・生産現場の問題解決　　・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化　　など

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成　など

・成果を上げる業務改善　・リスクマネジメントによる損出
防止対策　・作業手順の作成によるノウハウの継承　など

営業・販売、マーケティング、プロモーション　など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法　　・提案型営業実践　　など

ネットワーク、データ活用、情報発信　など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成　　など

・所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

Ｑ．訓練時間は何時間ですか？
Ａ．座学と演習を組み合わせて、４～30時間の間で
設定します。時間、曜日、日程等は企業のご要
望・ご都合に合わせた弾力的な設定が可能で
す。

Ｑ．少人数で訓練を受講できますか？
Ａ．オーダーメイドで訓練を実施するには、受講者を
6名以上確保していただく必要があります。6名
未満の場合、オープンコース（公開講座）の受講
をおすすめいたします。

Ｑ．訓練受講の相談をしてから訓練実施まで、
　  どのくらいの期間がかかりますか？
Ａ．約2か月かかります。相談を受けてから、実施機
関選定、訓練内容の打合せ、受講料請求・納付手
続きを行ったのち、訓練実施となります。

Ｑ．オンラインで訓練を受講できますか？
Ａ．可能です。ただし、利用者が使用する機器、イン
ターネット接続環境等は企業にて準備をお願い
します。詳しくは当センターまでお問い合わせく
ださい。

★お問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　生産性センター業務課　　ＴＥＬ：０８６－２４１－００７６

　生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
　ポリテクセンター岡山では、専門的知見を有する民間機関等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対
応した訓練を実施します。

企業ごとの課題に応じてオーダーメイドで訓練を実施！

訓練は自社会議室で受講可能！

受講しやすい料金設定！

・生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あら
  ゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全134コース（令和8年度））
・企業ごとの課題やニーズに応じてカリキュラムをカスタマイズして実施

・訓練は自社会議室で受講可能（専門の講師を企業に派遣します）
・訓練日時も企業の都合に合わせて事前に調整

・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は人材開発支援助成金の利用も可能

・センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理します

・相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるホームページを作成したい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス　など

・生産現場の問題解決　　・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化　　など

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成　など

・成果を上げる業務改善　・リスクマネジメントによる損出
防止対策　・作業手順の作成によるノウハウの継承　など

営業・販売、マーケティング、プロモーション　など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法　　・提案型営業実践　　など

ネットワーク、データ活用、情報発信　など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成　　など

・所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

Ｑ．訓練時間は何時間ですか？
Ａ．座学と演習を組み合わせて、４～30時間の間で
設定します。時間、曜日、日程等は企業のご要
望・ご都合に合わせた弾力的な設定が可能で
す。

Ｑ．少人数で訓練を受講できますか？
Ａ．オーダーメイドで訓練を実施するには、受講者を
6名以上確保していただく必要があります。6名
未満の場合、オープンコース（公開講座）の受講
をおすすめいたします。

Ｑ．訓練受講の相談をしてから訓練実施まで、
　  どのくらいの期間がかかりますか？
Ａ．約2か月かかります。相談を受けてから、実施機
関選定、訓練内容の打合せ、受講料請求・納付手
続きを行ったのち、訓練実施となります。

Ｑ．オンラインで訓練を受講できますか？
Ａ．可能です。ただし、利用者が使用する機器、イン
ターネット接続環境等は企業にて準備をお願い
します。詳しくは当センターまでお問い合わせく
ださい。

生産性向上支援訓練のご案内

施設利用に伴う使用料金は、利用日の前日までに納付してください。
※使用料金は、ご利用時期(冷暖房使用時期等)、ご利用対象となる教室または実習場により異なります。
　下記のお問合せ先かホームページからご確認ください。
※施設の利用にあたっては別途警備費用がかかります。
 ※使用申請のキャンセルは、利用日の１４日前までにお申し出ください。
　１４日前までのキャンセルにつきましては、使用料金を納付された場合、使用料金の全額を返金いたします。

施設利用サービスのご利用を希望される場合は、下記のお問合せ先までお電話ください。
お問合せの際には、次の内容を確認させていただきます。
・ご利用される目的
・ご利用される日程及び時間帯（準備・片づけを含む）等

STEP1　電話によるお問合せ

ご希望される日程の2ヶ月前から14日前までに、「施設設備使用申請書」、または「指導員派遣申込書」をご提出い
ただきます。
※「施設設備使用申請書」等は、各施設のホームページまたは、お問合せ先の施設担当者より入手してください。

STEP2　「施設設備使用申請書」等のご提出

ご提出いただきました申請書に基づき、審査を行います。
審査後、施設利用を承認された場合は、「承諾通知書（ご請求書）」を発行いたします。

STEP3　「施設設備使用申請書」等の審査と承認

STEP4　使用料金の納付

担当者の方は、受付窓口までお越しください。
※施設閉庁日についてはご利用会場へ直接お越しください。
　受付等の業務はいたしかねますので、担当者の方はご利用当日必ずお越しください。

◆ご利用の際は、次の点をお守りください。
・施設設備を使用目的以外の用途に使用しないでください。
・施設利用にあたっては、火気、臭気、騒音等及び作業安全面に十分注意を払ってください。
・施設利用中に発生した事故等については、ご利用者の関係者や来場客の行為であっても、全てご利用者に責任を負っていただ
きます。

・震災等の災害、荒天、交通事情等の不可抗力や官公庁からの指導、その他当機構の責めに帰さない事由によりご利用が中止と
なった場合でも、当機構は損害について一切責任を負いません。

・当機構の責めに帰すべき事由による損害賠償は、当該事由が発生したご利用に関しご利用者からお支払いいただくご利用料金
内での賠償となり、かつ、機会損失等の逸失利益については当機構は責任を負いません。

※ご利用時間内での準備・原状回復をお願いします。

STEP5　ご利用当日

　【お問い合わせ先】
 ポリテクセンター岡山　訓練課 TEL（086）246‒2530
 中 国 能 開 大　援助計画課 TEL（086）526‒3102

　事業主または事業主団体等の皆様が自ら行う職業訓練や人材育成を目的とした研修に対する支援として、施設・設備等の貸与
及び職業訓練指導員の派遣を行っています。
　施設利用サービスをご利用いただくには、以下の利用目的の基準を満たしており、且つ施設の業務運営に支障がない範囲内で
のご利用が可能です。
　※利用目的　
　事業主または事業主団体等が行う職業訓練、技能・技術研修、各種技能検定やその講習会等。
　営利、勧誘等を目的としたものや、施設管理上適切でないと判断された場合はご利用はできません。
　なお、お申し込み・お問合わせは、下記の各施設担当窓口までお問合せください。

施設利用サービスのご案内
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★お問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　生産性センター業務課　　ＴＥＬ：０８６－２４１－００７

　生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
　ポリテクセンター岡山では、専門的知見を有する民間機関等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対
応した訓練を実施します。

企業ごとの課題に応じてオーダーメイドで訓練を実施！

訓練は自社会議室で受講可能！

受講しやすい料金設定！

・生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あら
  ゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全128コース(令和５年度)
・企業ごとの課題やニーズに応じてカリキュラムをカスタマイズして実施

・訓練は自社会議室で受講可能（専門の講師を企業に派遣します）
・訓練日時も企業の都合に合わせて事前に調整

・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は人材開発支援助成金の利用も可能

・センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理しま
す

・相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるＨＰを作成したい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス　など

・生産現場の問題解決　　・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化　　など

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成　など

・成果を上げる業務改善　・リスクマネジメントによる損出
防止対策　・作業手順の作成によるノウハウの継承　など

営業・販売、マーケティング、プロモーション　など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法　　・提案型営業実践　　など

ネットワーク、データ活用、情報発信　など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成　　など

・所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

Ｑ．訓練時間は何時間ですか？
Ａ．座学と演習を組み合わせて、４～30時間の間で
設定します。時間、曜日、日程等は企業のご要
望・ご都合に合わせた弾力的な設定が可能で
す。

Ｑ．少人数で訓練を受講できますか？
Ａ．オーダーメイドで訓練を実施するには、受講者を
6名以上確保していただく必要があります。6名
未満の場合、オープンコース（公開講座）の受講
をおすすめいたします。

Ｑ．訓練受講の相談をしてから訓練実施まで、
　  どのくらいの期間がかかりますか？
Ａ．約2か月かかります。相談を受けてから、実施機
関選定、訓練内容の打合せ、受講料請求・納付手
続きを行ったのち、訓練実施となります。

Ｑ．オンラインで訓練を受講できますか？
Ａ．可能です。ただし、利用者が使用する機器、イン
ターネット接続環境等は企業にて準備をお願い
します。詳しくは当センターまでお問い合わせく
ださい。

★お問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　生産性センター業務課　　ＴＥＬ：０８６－２４１－００７

　生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
　ポリテクセンター岡山では、専門的知見を有する民間機関等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対
応した訓練を実施します。

企業ごとの課題に応じてオーダーメイドで訓練を実施！

訓練は自社会議室で受講可能！

受講しやすい料金設定！

・生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あら
  ゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全128コース(令和５年度)
・企業ごとの課題やニーズに応じてカリキュラムをカスタマイズして実施

・訓練は自社会議室で受講可能（専門の講師を企業に派遣します）
・訓練日時も企業の都合に合わせて事前に調整

・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は人材開発支援助成金の利用も可能

・センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理しま
す

・相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるＨＰを作成したい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス　など

・生産現場の問題解決　　・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化　　など

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成　など

・成果を上げる業務改善　・リスクマネジメントによる損出
防止対策　・作業手順の作成によるノウハウの継承　など

営業・販売、マーケティング、プロモーション　など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法　　・提案型営業実践　　など

ネットワーク、データ活用、情報発信　など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成　　など

・所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

Ｑ．訓練時間は何時間ですか？
Ａ．座学と演習を組み合わせて、４～30時間の間で
設定します。時間、曜日、日程等は企業のご要
望・ご都合に合わせた弾力的な設定が可能で
す。

Ｑ．少人数で訓練を受講できますか？
Ａ．オーダーメイドで訓練を実施するには、受講者を
6名以上確保していただく必要があります。6名
未満の場合、オープンコース（公開講座）の受講
をおすすめいたします。

Ｑ．訓練受講の相談をしてから訓練実施まで、
　  どのくらいの期間がかかりますか？
Ａ．約2か月かかります。相談を受けてから、実施機
関選定、訓練内容の打合せ、受講料請求・納付手
続きを行ったのち、訓練実施となります。

Ｑ．オンラインで訓練を受講できますか？
Ａ．可能です。ただし、利用者が使用する機器、イン
ターネット接続環境等は企業にて準備をお願い
します。詳しくは当センターまでお問い合わせく
ださい。

★お問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　生産性センター業務課　　ＴＥＬ：０８６－２４１－００７６

　生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
　ポリテクセンター岡山では、専門的知見を有する民間機関等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対
応した訓練を実施します。

企業ごとの課題に応じてオーダーメイドで訓練を実施！

訓練は自社会議室で受講可能！

受講しやすい料金設定！

・生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あら
  ゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全134コース（令和8年度））
・企業ごとの課題やニーズに応じてカリキュラムをカスタマイズして実施

・訓練は自社会議室で受講可能（専門の講師を企業に派遣します）
・訓練日時も企業の都合に合わせて事前に調整

・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は人材開発支援助成金の利用も可能

・センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理します

・相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるホームページを作成したい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス　など

・生産現場の問題解決　　・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化　　など

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成　など

・成果を上げる業務改善　・リスクマネジメントによる損出
防止対策　・作業手順の作成によるノウハウの継承　など

営業・販売、マーケティング、プロモーション　など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法　　・提案型営業実践　　など

ネットワーク、データ活用、情報発信　など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成　　など

・所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

Ｑ．訓練時間は何時間ですか？
Ａ．座学と演習を組み合わせて、４～30時間の間で
設定します。時間、曜日、日程等は企業のご要
望・ご都合に合わせた弾力的な設定が可能で
す。

Ｑ．少人数で訓練を受講できますか？
Ａ．オーダーメイドで訓練を実施するには、受講者を
6名以上確保していただく必要があります。6名
未満の場合、オープンコース（公開講座）の受講
をおすすめいたします。

Ｑ．訓練受講の相談をしてから訓練実施まで、
　  どのくらいの期間がかかりますか？
Ａ．約2か月かかります。相談を受けてから、実施機
関選定、訓練内容の打合せ、受講料請求・納付手
続きを行ったのち、訓練実施となります。

Ｑ．オンラインで訓練を受講できますか？
Ａ．可能です。ただし、利用者が使用する機器、イン
ターネット接続環境等は企業にて準備をお願い
します。詳しくは当センターまでお問い合わせく
ださい。

生産性向上支援訓練のご案内

施設利用に伴う使用料金は、利用日の前日までに納付してください。
※使用料金は、ご利用時期(冷暖房使用時期等)、ご利用対象となる教室または実習場により異なります。
　下記のお問合せ先かホームページからご確認ください。
※施設の利用にあたっては別途警備費用がかかります。
 ※使用申請のキャンセルは、利用日の１４日前までにお申し出ください。
　１４日前までのキャンセルにつきましては、使用料金を納付された場合、使用料金の全額を返金いたします。

施設利用サービスのご利用を希望される場合は、下記のお問合せ先までお電話ください。
お問合せの際には、次の内容を確認させていただきます。
・ご利用される目的
・ご利用される日程及び時間帯（準備・片づけを含む）等

STEP1　電話によるお問合せ

ご希望される日程の2ヶ月前から14日前までに、「施設設備使用申請書」、または「指導員派遣申込書」をご提出い
ただきます。
※「施設設備使用申請書」等は、各施設のホームページまたは、お問合せ先の施設担当者より入手してください。

STEP2　「施設設備使用申請書」等のご提出

ご提出いただきました申請書に基づき、審査を行います。
審査後、施設利用を承認された場合は、「承諾通知書（ご請求書）」を発行いたします。

STEP3　「施設設備使用申請書」等の審査と承認

STEP4　使用料金の納付

担当者の方は、受付窓口までお越しください。
※施設閉庁日についてはご利用会場へ直接お越しください。
　受付等の業務はいたしかねますので、担当者の方はご利用当日必ずお越しください。

◆ご利用の際は、次の点をお守りください。
・施設設備を使用目的以外の用途に使用しないでください。
・施設利用にあたっては、火気、臭気、騒音等及び作業安全面に十分注意を払ってください。
・施設利用中に発生した事故等については、ご利用者の関係者や来場客の行為であっても、全てご利用者に責任を負っていただ
きます。

・震災等の災害、荒天、交通事情等の不可抗力や官公庁からの指導、その他当機構の責めに帰さない事由によりご利用が中止と
なった場合でも、当機構は損害について一切責任を負いません。

・当機構の責めに帰すべき事由による損害賠償は、当該事由が発生したご利用に関しご利用者からお支払いいただくご利用料金
内での賠償となり、かつ、機会損失等の逸失利益については当機構は責任を負いません。

※ご利用時間内での準備・原状回復をお願いします。

STEP5　ご利用当日

　【お問い合わせ先】
 ポリテクセンター岡山　訓練課 TEL（086）246‒2530
 中 国 能 開 大　援助計画課 TEL（086）526‒3102

　事業主または事業主団体等の皆様が自ら行う職業訓練や人材育成を目的とした研修に対する支援として、施設・設備等の貸与
及び職業訓練指導員の派遣を行っています。
　施設利用サービスをご利用いただくには、以下の利用目的の基準を満たしており、且つ施設の業務運営に支障がない範囲内で
のご利用が可能です。
　※利用目的　
　事業主または事業主団体等が行う職業訓練、技能・技術研修、各種技能検定やその講習会等。
　営利、勧誘等を目的としたものや、施設管理上適切でないと判断された場合はご利用はできません。
　なお、お申し込み・お問合わせは、下記の各施設担当窓口までお問合せください。

施設利用サービスのご案内
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教室・実習場名 収容人数
（人）

面積
（㎡）

本館 3階研修室 31 20 60

本館 3階研修室 32 50 138 

本館 3階研修室 33 50 152 

本館 4階研修室 41 80 253 

本館 4階研修室 42 40 112 

多目的実習場 100 690 

機械（機械）実習場 40 348 

機械（仕上）実習場 40 462 

金属（溶接）実習場 40 438 

金属（板金）実習場 40 458 

CAD／CAM実習場CAD教室 30 82 

電気実習場 40 283 

工場管理技術実習場パソコン教室 30 110 

設備・機器名称 メーカー 型式 台数

普通旋盤 ㈱滝澤鉄工所 TAL-460 11 

フライス盤 IWASHITA 2VB 6 

両頭グラインダ HiKOKI ＧＲ26 他 3 

平面研削盤 ㈱岡本工作機械製作所 PSG63DX 2 

被覆（交流）アーク溶接機 パナソニック YK300AJ2 6 

半自動溶接機 パナソニック YD-350GR3 9 

TIG 溶接機 ダイヘン DA-300P 8 

セットプレス ㈱アマダ SP-30 Ⅱ 1 

コーナーシャー ㈱アマダ CSW-250 1 

プレスブレーキ ㈱アマダ FMB-3613NT 1 

融着接続機 ㈱フジクラ FSM-16R 5 

直角二面かんな盤 飯田工業㈱ PILARDR-405 1 

プロジェクター エプソン EB-L210SW １

ワイヤレスアンプ TOA WA1702 1

ポリテクセンター岡山の施設・設備利用サービスのご案内

［主な利用可能施設一覧］ ［主な利用可能設備・機器一覧］

　※上記リスト以外にも、条件によりご利用頂ける施設が有りますのでご相談ください。
　※利用可能な設備・機器につきまして、ご利用頂く際に条件が付与される場合が有りますのでご相談ください。

①　利用可能日
　　土日祝日を含む全日ご利用頂けます。（但し、年末年始は除きます）
　　但し、訓練状況等によりご利用頂けない場合がありますので、必ずご相談ください。

②　利用時間帯
　　ご利用いただける時間は 8：00～ 21：00です。（準備、片付けの時間も含みます）
　　　※ 1時間単位でのご利用となります。

③　利用料金
　　利用する月により料金が異なります。また、ご利用には別途警備費が掛かります。

　　　※詳しくは、ポリテクセンタ―岡山へお問合せ頂くか、ホームページをご確認ください。

研修室 32 研修室 41
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教室・実習場名 収容人数
（人）

面積
（㎡）

本館　大会議室 54 90 

本館　小会議室A 18 30 

本館　小会議室 B 18 30 

大教室（100番教室） 240 279 

体育館 ― 688.5

3 号棟　金属加工室　 20 146 

3 号棟　321教室 30 116 

3 号棟　322教室 30 116 

［主な利用可能施設一覧］

　※上記リスト以外にも、条件によりご利用頂ける施設が有りますのでご相談ください。
　※利用可能な設備・機器につきまして、ご利用頂く際に条件が付与される場合が有りますのでご相談ください。

①　利用可能日
　　土日祝日を含む全日ご利用頂けます。
　　※ 但し、当校の入校試験、授業、オープンキャンパス、ポリテックビジョン等のイベントが開催される日、年末年

始は除きます。
　　　また、平日は、訓練の状況により使用できない場合があります。必ずご相談ください。

②　利用料金
　　利用する月により料金が異なります。また、ご利用には別途警備費が掛かります。
　　※詳しくは、中国能開大へお問い合わせ頂くか、ホームページをご確認ください。

中国能開大の施設・設備利用サービスのご案内

教室・実習場名 収容人数
（人）

面積
（㎡）

5号棟　511教室 10 98 

7 号棟　721教室 80 167 

7 号棟　722教室 30 52 

8 号棟　機械工学実験室 20 98 

8 号棟　材料実験室 20 99 

9 号棟　911電子第一実験室 35 169 

9 号棟　921システム実習室 35 123 

9 号棟　922電子第三実験室 35 169 

大教室 7号棟　721教室

体育館

中国能開大　利用可能教室等紹介

駐車場
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教室・実習場名 収容人数
（人）

面積
（㎡）

本館 3階研修室 31 20 60

本館 3階研修室 32 50 138 

本館 3階研修室 33 50 152 

本館 4階研修室 41 80 253 

本館 4階研修室 42 40 112 

多目的実習場 100 690 

機械（機械）実習場 40 348 

機械（仕上）実習場 40 462 

金属（溶接）実習場 40 438 

金属（板金）実習場 40 458 

CAD／CAM実習場CAD教室 30 82 

電気実習場 40 283 

工場管理技術実習場パソコン教室 30 110 

設備・機器名称 メーカー 型式 台数

普通旋盤 ㈱滝澤鉄工所 TAL-460 11 

フライス盤 IWASHITA 2VB 6 

両頭グラインダ HiKOKI ＧＲ26 他 3 

平面研削盤 ㈱岡本工作機械製作所 PSG63DX 2 

被覆（交流）アーク溶接機 パナソニック YK300AJ2 6 

半自動溶接機 パナソニック YD-350GR3 9 

TIG 溶接機 ダイヘン DA-300P 8 

セットプレス ㈱アマダ SP-30 Ⅱ 1 

コーナーシャー ㈱アマダ CSW-250 1 

プレスブレーキ ㈱アマダ FMB-3613NT 1 

融着接続機 ㈱フジクラ FSM-16R 5 

直角二面かんな盤 飯田工業㈱ PILARDR-405 1 

プロジェクター エプソン EB-L210SW １

ワイヤレスアンプ TOA WA1702 1

ポリテクセンター岡山の施設・設備利用サービスのご案内

［主な利用可能施設一覧］ ［主な利用可能設備・機器一覧］

　※上記リスト以外にも、条件によりご利用頂ける施設が有りますのでご相談ください。
　※利用可能な設備・機器につきまして、ご利用頂く際に条件が付与される場合が有りますのでご相談ください。

①　利用可能日
　　土日祝日を含む全日ご利用頂けます。（但し、年末年始は除きます）
　　但し、訓練状況等によりご利用頂けない場合がありますので、必ずご相談ください。

②　利用時間帯
　　ご利用いただける時間は 8：00～ 21：00です。（準備、片付けの時間も含みます）
　　　※ 1時間単位でのご利用となります。

③　利用料金
　　利用する月により料金が異なります。また、ご利用には別途警備費が掛かります。

　　　※詳しくは、ポリテクセンタ―岡山へお問合せ頂くか、ホームページをご確認ください。

研修室 32 研修室 41
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教室・実習場名 収容人数
（人）

面積
（㎡）

本館　大会議室 54 90 

本館　小会議室A 18 30 

本館　小会議室 B 18 30 

大教室（100番教室） 240 279 

体育館 ― 688.5

3 号棟　金属加工室　 20 146 

3 号棟　321教室 30 116 

3 号棟　322教室 30 116 

［主な利用可能施設一覧］

　※上記リスト以外にも、条件によりご利用頂ける施設が有りますのでご相談ください。
　※利用可能な設備・機器につきまして、ご利用頂く際に条件が付与される場合が有りますのでご相談ください。

①　利用可能日
　　土日祝日を含む全日ご利用頂けます。
　　※ 但し、当校の入校試験、授業、オープンキャンパス、ポリテックビジョン等のイベントが開催される日、年末年

始は除きます。
　　　また、平日は、訓練の状況により使用できない場合があります。必ずご相談ください。

②　利用料金
　　利用する月により料金が異なります。また、ご利用には別途警備費が掛かります。
　　※詳しくは、中国能開大へお問い合わせ頂くか、ホームページをご確認ください。

中国能開大の施設・設備利用サービスのご案内

教室・実習場名 収容人数
（人）

面積
（㎡）

5号棟　511教室 10 98 

7 号棟　721教室 80 167 

7 号棟　722教室 30 52 

8 号棟　機械工学実験室 20 98 

8 号棟　材料実験室 20 99 

9 号棟　911電子第一実験室 35 169 

9 号棟　921システム実習室 35 123 

9 号棟　922電子第三実験室 35 169 

大教室 7号棟　721教室

体育館

中国能開大　利用可能教室等紹介

駐車場
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【お問合わせ先】 ポリテクセンター岡山　訓練課　受講者係　TEL（086）241‒0940

【就職可能な職業】
機械工、NCオペレータ、CAD
オペレータ、機械設計補助等

私たちの身の回りにあるモノは、ネジ等の
様々な部品によって構成されています。こ
れらの部品は、機械図面と呼ばれる設計図
に基づいて、金属を加工し作られます。訓
練では、パソコンの使い方からＣＡＤと呼
ばれるソフトを使った図面の作成方法、機
械を操作して行う金属加工方法等、ものづ
くりの一連の流れを習得します。

ポリテクセンター岡山にて実施している訓練コース

公開求職者情報のご提供

①CAD・NC機械科

【就職可能な職業】
溶接技術者（自動車部品、
農機部品、鉄工、製缶等）

スカイツリーなどの大きな建物や船舶など
の製作に使用されている各種溶接法（被
覆アーク、炭酸ガスアーク、ＴＩＧ）の知
識・技能を習得します。また、溶接材料の
準備（ガス切断、穴あけ、グラインダ等に
よる材料加工）、溶接部の確認（検査技
術）及び安全作業等、ものづくりに必要な
一連の流れを習得します。

③溶接クラフト科

【就職可能な職業】
生産・製造現場に関連した
ネットワークエンジニア等

生産現場をより効率化するためのシステム
構築を行う人材として必要なデータ分析、
情報システムの管理、情報システムを管理
するために必要なアプリの開発技術など、
幅広いスキルを習得します。
６月・１２月開講コースには、ビジネススキ
ル講習がついています。

⑤ICTシステムサポート科

【就職可能な職業】
電気工事、シーケンス制御、
電気設備の保守・管理等

生活に欠かせないライフラインの一つ
である「電気」の基礎理論から、照明や
コンセントなどの電気設備の工事方法
に加え、工場内の電気設備を動かす技
術を幅広く学びます。
約1カ月間の企業実習を行うことによ
り、実際の現場の様子を体験すること
ができます。

⑦電気設備技術科（企業実習付き）

【就職可能な職業】
CADオペレータ、機械設計
補助、工場管理事務

製造業は、技術者だけでは会社は回りませ
ん。技術者をサポートする事務職が必要不
可欠です。現場をよく理解した事務職とし
ての就職を目指し、訓練では、ＷｏｒｄやＥ
ｘｃｅｌといったパソコンスキル、簿記など
の事務職として働くために必要な知識に
加え、ものづくりの一連の流れを習得し、
製造業に特化した事務職を養成します。

②CAD・ものづくりサポート科

【就職可能な職業】
金属加工、溶接工等

金属材料の切断、曲げ、切削、研削などの
各種金属加工技術と各種溶接法を習得
し、資格を５種類取得します。約１か月間
の企業実習で実践力を身に付け、フォロー
アップ訓練では、企業実習での課題や問
題点を解決し、実務における問題解決手法
を習得します。

④金属加工技術科（企業実習付き）

【就職可能な職業】
電気工事、電気設備・防災設備
の保守・管理、電気通信工事等

生活に欠かせないライフラインの一つであ
る「電気」を基礎理論から、照明やコンセ
ントなどの電気設備の工事方法に加え、火
災を知らせる消防設備・通信設備の施工方
法・工場内の電気設備を動かす技術等を
幅広く学びます。

⑥電気設備技術科

【就職可能な職業】
内外装施工技術者、大工、住
宅（リフォーム）関連営業等

住宅リフォーム技術科では、建築業界
の幅広い職種に対応する為、建築に係
る基礎知識（用語や構造等）、ＪｗＣＡ
Ｄを用いた建築図面の読み書き、バリ
アフリー等の福祉住環境に即したリフ
ォーム計画及び改修提案また、大工用
工具の使い方、木造住宅の施工および
和室から洋室へのリフォーム施工等
様々な訓練を実施しています。

⑧住宅リフォーム技術科

　ポリテクセンター岡山では離職者訓練受講者の求職者情報（公開求職者情報）を公開
しています。Web掲載の公開求職者情報を閲覧されたい企業の採用ご担当の方は、以下
の問い合わせ先までご連絡ください。

ポリテクセンターでは、求職中の方を対象に6～7か月間の職業訓練を実施し、即戦力
となる人材を育成しています。
ぜひ、ポリテクセンターの訓練受講者・修了者の採用をご検討ください。

訓練受講者への求人のご案内
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事業主が雇用する従業員の方々を推薦する入校試験制度を設け、中国能開大の高度なものづくり人材を育成する教育
訓練により、中小企業等の人材育成の支援を行っております。

社員の職業能力開発に関する計画（事業内職業能力開発計画、職業訓練実施計画）に基づいて事業主推薦制度を利用して訓練
を行った企業については、一定の要件を満たす場合、訓練期間中に支払った賃金の一部を『人材開発支援助成金』により助成し
ます。

　職場の‶人材"を
　　　最新ものづくり技能・技術で生産性向上

プロフェッショナル“人財”へ

事業主推薦制度で中国能開大に入校

若手・未経験社員の方 中堅社員の方

基礎力をしっかり身につけ、
現場での実践力がある社員に！

応用力・分析力を身につけ、
生産現場のリーダーに！

専門課程
自ら「ものづくり」ができる
テクニシャン・エンジニアリングを育成。
充実した設備環境を活用し、現場に即した
実習に取り組みます。

設置科
　生産機械技術科
　電気エネルギー制御科
　電子情報技術科

設置科
　生産機械システム技術科
　生産電気システム技術科
　生産電子情報システム技術科

新製品の開発、生産工程の構築等に対応
できる生産技術・生産管理部門のリーダ
ーを育成。
分野を超えたグループ学習等を通して、
企画・設計・制作のプロセスを学びます。

応用課程

国の助成金『人材開発支援助成金』の利用についてはこちら 検索人材開発支援助成金　厚生労働省

中国職業能力開発大学校
〒710‒0251　岡山県倉敷市玉島長尾1242‒1
TEL（086）526‒6946　FAX（086）526‒2319
https://www3.jeed.go.jp/okayama/college/

※事業主は必ず助成金を受給できるわけではありません。助成金に係る相談、計画、申請が必要です。
　その他、必要な手続きを期日までに行わない場合や、要件を満たさない場合なども支給されません。
　詳しくは、各県労働局にご相談ください。

事業主推薦制度のご案内

普通高校出身者を
じっくり育てたい

若手社員に基礎を
学んでほしい

現場を引っ張る
リーダーが足りない
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【お問合わせ先】 ポリテクセンター岡山　訓練課　受講者係　TEL（086）241‒0940

【就職可能な職業】
機械工、NCオペレータ、CAD
オペレータ、機械設計補助等

私たちの身の回りにあるモノは、ネジ等の
様々な部品によって構成されています。こ
れらの部品は、機械図面と呼ばれる設計図
に基づいて、金属を加工し作られます。訓
練では、パソコンの使い方からＣＡＤと呼
ばれるソフトを使った図面の作成方法、機
械を操作して行う金属加工方法等、ものづ
くりの一連の流れを習得します。

ポリテクセンター岡山にて実施している訓練コース

公開求職者情報のご提供

①CAD・NC機械科

【就職可能な職業】
溶接技術者（自動車部品、
農機部品、鉄工、製缶等）

スカイツリーなどの大きな建物や船舶など
の製作に使用されている各種溶接法（被
覆アーク、炭酸ガスアーク、ＴＩＧ）の知
識・技能を習得します。また、溶接材料の
準備（ガス切断、穴あけ、グラインダ等に
よる材料加工）、溶接部の確認（検査技
術）及び安全作業等、ものづくりに必要な
一連の流れを習得します。

③溶接クラフト科

【就職可能な職業】
生産・製造現場に関連した
ネットワークエンジニア等

生産現場をより効率化するためのシステム
構築を行う人材として必要なデータ分析、
情報システムの管理、情報システムを管理
するために必要なアプリの開発技術など、
幅広いスキルを習得します。
６月・１２月開講コースには、ビジネススキ
ル講習がついています。

⑤ICTシステムサポート科

【就職可能な職業】
電気工事、シーケンス制御、
電気設備の保守・管理等

生活に欠かせないライフラインの一つ
である「電気」の基礎理論から、照明や
コンセントなどの電気設備の工事方法
に加え、工場内の電気設備を動かす技
術を幅広く学びます。
約1カ月間の企業実習を行うことによ
り、実際の現場の様子を体験すること
ができます。

⑦電気設備技術科（企業実習付き）

【就職可能な職業】
CADオペレータ、機械設計
補助、工場管理事務

製造業は、技術者だけでは会社は回りませ
ん。技術者をサポートする事務職が必要不
可欠です。現場をよく理解した事務職とし
ての就職を目指し、訓練では、ＷｏｒｄやＥ
ｘｃｅｌといったパソコンスキル、簿記など
の事務職として働くために必要な知識に
加え、ものづくりの一連の流れを習得し、
製造業に特化した事務職を養成します。

②CAD・ものづくりサポート科

【就職可能な職業】
金属加工、溶接工等

金属材料の切断、曲げ、切削、研削などの
各種金属加工技術と各種溶接法を習得
し、資格を５種類取得します。約１か月間
の企業実習で実践力を身に付け、フォロー
アップ訓練では、企業実習での課題や問
題点を解決し、実務における問題解決手法
を習得します。

④金属加工技術科（企業実習付き）

【就職可能な職業】
電気工事、電気設備・防災設備
の保守・管理、電気通信工事等

生活に欠かせないライフラインの一つであ
る「電気」を基礎理論から、照明やコンセ
ントなどの電気設備の工事方法に加え、火
災を知らせる消防設備・通信設備の施工方
法・工場内の電気設備を動かす技術等を
幅広く学びます。

⑥電気設備技術科

【就職可能な職業】
内外装施工技術者、大工、住
宅（リフォーム）関連営業等

住宅リフォーム技術科では、建築業界
の幅広い職種に対応する為、建築に係
る基礎知識（用語や構造等）、ＪｗＣＡ
Ｄを用いた建築図面の読み書き、バリ
アフリー等の福祉住環境に即したリフ
ォーム計画及び改修提案また、大工用
工具の使い方、木造住宅の施工および
和室から洋室へのリフォーム施工等
様々な訓練を実施しています。

⑧住宅リフォーム技術科

　ポリテクセンター岡山では離職者訓練受講者の求職者情報（公開求職者情報）を公開
しています。Web掲載の公開求職者情報を閲覧されたい企業の採用ご担当の方は、以下
の問い合わせ先までご連絡ください。

ポリテクセンターでは、求職中の方を対象に6～7か月間の職業訓練を実施し、即戦力
となる人材を育成しています。
ぜひ、ポリテクセンターの訓練受講者・修了者の採用をご検討ください。

訓練受講者への求人のご案内
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事業主が雇用する従業員の方々を推薦する入校試験制度を設け、中国能開大の高度なものづくり人材を育成する教育
訓練により、中小企業等の人材育成の支援を行っております。

社員の職業能力開発に関する計画（事業内職業能力開発計画、職業訓練実施計画）に基づいて事業主推薦制度を利用して訓練
を行った企業については、一定の要件を満たす場合、訓練期間中に支払った賃金の一部を『人材開発支援助成金』により助成し
ます。

　職場の‶人材"を
　　　最新ものづくり技能・技術で生産性向上

プロフェッショナル“人財”へ

事業主推薦制度で中国能開大に入校

若手・未経験社員の方 中堅社員の方

基礎力をしっかり身につけ、
現場での実践力がある社員に！

応用力・分析力を身につけ、
生産現場のリーダーに！

専門課程
自ら「ものづくり」ができる
テクニシャン・エンジニアリングを育成。
充実した設備環境を活用し、現場に即した
実習に取り組みます。

設置科
　生産機械技術科
　電気エネルギー制御科
　電子情報技術科

設置科
　生産機械システム技術科
　生産電気システム技術科
　生産電子情報システム技術科

新製品の開発、生産工程の構築等に対応
できる生産技術・生産管理部門のリーダ
ーを育成。
分野を超えたグループ学習等を通して、
企画・設計・制作のプロセスを学びます。

応用課程

国の助成金『人材開発支援助成金』の利用についてはこちら 検索人材開発支援助成金　厚生労働省

中国職業能力開発大学校
〒710‒0251　岡山県倉敷市玉島長尾1242‒1
TEL（086）526‒6946　FAX（086）526‒2319
https://www3.jeed.go.jp/okayama/college/

※事業主は必ず助成金を受給できるわけではありません。助成金に係る相談、計画、申請が必要です。
　その他、必要な手続きを期日までに行わない場合や、要件を満たさない場合なども支給されません。
　詳しくは、各県労働局にご相談ください。

事業主推薦制度のご案内

普通高校出身者を
じっくり育てたい

若手社員に基礎を
学んでほしい

現場を引っ張る
リーダーが足りない

　  52  　 　  53  　
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【お問合わせ先】 ポリテクセンター岡山　訓練課　受講者係　TEL（086）241‒0940

【就職可能な職業】
機械工、NCオペレータ、CAD
オペレータ、機械設計補助等

私たちの身の回りにあるモノは、ネジ等の
様々な部品によって構成されています。こ
れらの部品は、機械図面と呼ばれる設計図
に基づいて、金属を加工し作られます。訓
練では、パソコンの使い方からＣＡＤと呼
ばれるソフトを使った図面の作成方法、機
械を操作して行う金属加工方法等、ものづ
くりの一連の流れを習得します。

ポリテクセンター岡山にて実施している訓練コース

公開求職者情報のご提供

①CAD・NC機械科

【就職可能な職業】
溶接技術者（自動車部品、
農機部品、鉄工、製缶等）

スカイツリーなどの大きな建物や船舶など
の製作に使用されている各種溶接法（被
覆アーク、炭酸ガスアーク、ＴＩＧ）の知
識・技能を習得します。また、溶接材料の
準備（ガス切断、穴あけ、グラインダ等に
よる材料加工）、溶接部の確認（検査技
術）及び安全作業等、ものづくりに必要な
一連の流れを習得します。

③溶接クラフト科

【就職可能な職業】
生産・製造現場に関連した
ネットワークエンジニア等

生産現場をより効率化するためのシステム
構築を行う人材として必要なデータ分析、
情報システムの管理、情報システムを管理
するために必要なアプリの開発技術など、
幅広いスキルを習得します。
６月・１２月開講コースには、ビジネススキ
ル講習がついています。

⑤ICTシステムサポート科

【就職可能な職業】
電気工事、シーケンス制御、
電気設備の保守・管理等

生活に欠かせないライフラインの一つ
である「電気」の基礎理論から、照明や
コンセントなどの電気設備の工事方法
に加え、工場内の電気設備を動かす技
術を幅広く学びます。
約1カ月間の企業実習を行うことによ
り、実際の現場の様子を体験すること
ができます。

⑦電気設備技術科（企業実習付き）

【就職可能な職業】
CADオペレータ、機械設計
補助、工場管理事務

製造業は、技術者だけでは会社は回りませ
ん。技術者をサポートする事務職が必要不
可欠です。現場をよく理解した事務職とし
ての就職を目指し、訓練では、ＷｏｒｄやＥ
ｘｃｅｌといったパソコンスキル、簿記など
の事務職として働くために必要な知識に
加え、ものづくりの一連の流れを習得し、
製造業に特化した事務職を養成します。

②CAD・ものづくりサポート科

【就職可能な職業】
金属加工、溶接工等

金属材料の切断、曲げ、切削、研削などの
各種金属加工技術と各種溶接法を習得
し、資格を５種類取得します。約１か月間
の企業実習で実践力を身に付け、フォロー
アップ訓練では、企業実習での課題や問
題点を解決し、実務における問題解決手法
を習得します。

④金属加工技術科（企業実習付き）

【就職可能な職業】
電気工事、電気設備・防災設備
の保守・管理、電気通信工事等

生活に欠かせないライフラインの一つであ
る「電気」を基礎理論から、照明やコンセ
ントなどの電気設備の工事方法に加え、火
災を知らせる消防設備・通信設備の施工方
法・工場内の電気設備を動かす技術等を
幅広く学びます。

⑥電気設備技術科

【就職可能な職業】
内外装施工技術者、大工、住
宅（リフォーム）関連営業等

住宅リフォーム技術科では、建築業界
の幅広い職種に対応する為、建築に係
る基礎知識（用語や構造等）、ＪｗＣＡ
Ｄを用いた建築図面の読み書き、バリ
アフリー等の福祉住環境に即したリフ
ォーム計画及び改修提案また、大工用
工具の使い方、木造住宅の施工および
和室から洋室へのリフォーム施工等
様々な訓練を実施しています。

⑧住宅リフォーム技術科

　ポリテクセンター岡山では離職者訓練受講者の求職者情報（公開求職者情報）を公開
しています。Web掲載の公開求職者情報を閲覧されたい企業の採用ご担当の方は、以下
の問い合わせ先までご連絡ください。

ポリテクセンターでは、求職中の方を対象に6～7か月間の職業訓練を実施し、即戦力
となる人材を育成しています。
ぜひ、ポリテクセンターの訓練受講者・修了者の採用をご検討ください。

訓練受講者への求人のご案内
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事業主が雇用する従業員の方々を推薦する入校試験制度を設け、中国能開大の高度なものづくり人材を育成する教育
訓練により、中小企業等の人材育成の支援を行っております。

社員の職業能力開発に関する計画（事業内職業能力開発計画、職業訓練実施計画）に基づいて事業主推薦制度を利用して訓練
を行った企業については、一定の要件を満たす場合、訓練期間中に支払った賃金の一部を『人材開発支援助成金』により助成し
ます。

　職場の‶人材"を
　　　最新ものづくり技能・技術で生産性向上

プロフェッショナル“人財”へ

事業主推薦制度で中国能開大に入校

若手・未経験社員の方 中堅社員の方

基礎力をしっかり身につけ、
現場での実践力がある社員に！

応用力・分析力を身につけ、
生産現場のリーダーに！

専門課程
自ら「ものづくり」ができる
テクニシャン・エンジニアリングを育成。
充実した設備環境を活用し、現場に即した
実習に取り組みます。

設置科
　生産機械技術科
　電気エネルギー制御科
　電子情報技術科

設置科
　生産機械システム技術科
　生産電気システム技術科
　生産電子情報システム技術科

新製品の開発、生産工程の構築等に対応
できる生産技術・生産管理部門のリーダ
ーを育成。
分野を超えたグループ学習等を通して、
企画・設計・制作のプロセスを学びます。

応用課程

国の助成金『人材開発支援助成金』の利用についてはこちら 検索人材開発支援助成金　厚生労働省

中国職業能力開発大学校
〒710‒0251　岡山県倉敷市玉島長尾1242‒1
TEL（086）526‒6946　FAX（086）526‒2319
https://www3.jeed.go.jp/okayama/college/

※事業主は必ず助成金を受給できるわけではありません。助成金に係る相談、計画、申請が必要です。
　その他、必要な手続きを期日までに行わない場合や、要件を満たさない場合なども支給されません。
　詳しくは、各県労働局にご相談ください。

事業主推薦制度のご案内

普通高校出身者を
じっくり育てたい

若手社員に基礎を
学んでほしい

現場を引っ張る
リーダーが足りない
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【お問合わせ先】 ポリテクセンター岡山　訓練課　受講者係　TEL（086）241‒0940

【就職可能な職業】
機械工、NCオペレータ、CAD
オペレータ、機械設計補助等

私たちの身の回りにあるモノは、ネジ等の
様々な部品によって構成されています。こ
れらの部品は、機械図面と呼ばれる設計図
に基づいて、金属を加工し作られます。訓
練では、パソコンの使い方からＣＡＤと呼
ばれるソフトを使った図面の作成方法、機
械を操作して行う金属加工方法等、ものづ
くりの一連の流れを習得します。

ポリテクセンター岡山にて実施している訓練コース

公開求職者情報のご提供

①CAD・NC機械科

【就職可能な職業】
溶接技術者（自動車部品、
農機部品、鉄工、製缶等）

スカイツリーなどの大きな建物や船舶など
の製作に使用されている各種溶接法（被
覆アーク、炭酸ガスアーク、ＴＩＧ）の知
識・技能を習得します。また、溶接材料の
準備（ガス切断、穴あけ、グラインダ等に
よる材料加工）、溶接部の確認（検査技
術）及び安全作業等、ものづくりに必要な
一連の流れを習得します。

③溶接クラフト科

【就職可能な職業】
生産・製造現場に関連した
ネットワークエンジニア等

生産現場をより効率化するためのシステム
構築を行う人材として必要なデータ分析、
情報システムの管理、情報システムを管理
するために必要なアプリの開発技術など、
幅広いスキルを習得します。
６月・１２月開講コースには、ビジネススキ
ル講習がついています。

⑤ICTシステムサポート科

【就職可能な職業】
電気工事、シーケンス制御、
電気設備の保守・管理等

生活に欠かせないライフラインの一つ
である「電気」の基礎理論から、照明や
コンセントなどの電気設備の工事方法
に加え、工場内の電気設備を動かす技
術を幅広く学びます。
約1カ月間の企業実習を行うことによ
り、実際の現場の様子を体験すること
ができます。

⑦電気設備技術科（企業実習付き）

【就職可能な職業】
CADオペレータ、機械設計
補助、工場管理事務

製造業は、技術者だけでは会社は回りませ
ん。技術者をサポートする事務職が必要不
可欠です。現場をよく理解した事務職とし
ての就職を目指し、訓練では、ＷｏｒｄやＥ
ｘｃｅｌといったパソコンスキル、簿記など
の事務職として働くために必要な知識に
加え、ものづくりの一連の流れを習得し、
製造業に特化した事務職を養成します。

②CAD・ものづくりサポート科

【就職可能な職業】
金属加工、溶接工等

金属材料の切断、曲げ、切削、研削などの
各種金属加工技術と各種溶接法を習得
し、資格を５種類取得します。約１か月間
の企業実習で実践力を身に付け、フォロー
アップ訓練では、企業実習での課題や問
題点を解決し、実務における問題解決手法
を習得します。

④金属加工技術科（企業実習付き）

【就職可能な職業】
電気工事、電気設備・防災設備
の保守・管理、電気通信工事等

生活に欠かせないライフラインの一つであ
る「電気」を基礎理論から、照明やコンセ
ントなどの電気設備の工事方法に加え、火
災を知らせる消防設備・通信設備の施工方
法・工場内の電気設備を動かす技術等を
幅広く学びます。

⑥電気設備技術科

【就職可能な職業】
内外装施工技術者、大工、住
宅（リフォーム）関連営業等

住宅リフォーム技術科では、建築業界
の幅広い職種に対応する為、建築に係
る基礎知識（用語や構造等）、ＪｗＣＡ
Ｄを用いた建築図面の読み書き、バリ
アフリー等の福祉住環境に即したリフ
ォーム計画及び改修提案また、大工用
工具の使い方、木造住宅の施工および
和室から洋室へのリフォーム施工等
様々な訓練を実施しています。
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事業主が雇用する従業員の方々を推薦する入校試験制度を設け、中国能開大の高度なものづくり人材を育成する教育
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事業主推薦制度のご案内

普通高校出身者を
じっくり育てたい

若手社員に基礎を
学んでほしい

現場を引っ張る
リーダーが足りない
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実際の製品に近い実習課題を取り入れることにより、生
産現場で必要となる専門的知識及び工学理論を習得

生産現場に密着

製品の企画開発など具体性のある「ものづくり」の総
合的な実習課題の設定により、自ら課題を解決するプ
ロセスを通して、技能・技術を習得

実習課題

実際のものづくり現場での生産工程にならい、応用課
程３科（機械・電気・電子情報）の学生で編成された
「プロジェクト・グループ」が、専門性を発揮し、製品の
企画・開発から製作までのプロセスを、創造的・実践的
ものづくり能力や他分野との複合技術について習得

ワーキンググループ方式

生産現場で必要となる技術・技能と、それに関係する
理論を有機的にバランスよく結びつけた教育訓練カ
リキュラム

実学融合

生産現場で必要となる技術・技能を身につけるため、
実験・実習に重点を置いたカリキュラム

実践的カリキュラム

少人数制で、学生一人ひとりが十分に実験・実習に取り
組むことができる充実した実験実習設備

少人数制

専門課程（２年制）

特色

特色

生産機械技術科

電気エネルギー制御科

電子情報技術科

中国能開大　学校紹介動画を当校ＨＰに掲載しております。
是非ご覧ください。

中国能開大　教育訓練システム

環境や省エネルギー
を考慮したシステム
の企画・保守・管理
のできる総合的なエ
ンジニアを目指す

電子回路＋ネットワー
ク＋組込みで、人とモ
ノをつなぐリーダーを
目指す

高度な機器を使って
基礎技術を身につけ
高度な技術が求めら
れる分野で即戦力

電気・省エネ・自動制
御の未来を担う技術
者へ

ハードウェア・ソフト
ウェア・ネットワーク
３つの力で新しい世
界をつくりだす技術
者へ

自動機械の開発や
生産工程の構築に
必要な開発力や管
理技術を習得

応用課程（２年制） 修了後は、生産現場のリーダーへ修了後は、生産現場のリーダーへ

修了後は、テクニシャン・エンジニアへ修了後は、テクニシャン・エンジニアへ

生産機械システム技術科

生産電気システム技術科

生産電子情報システム技術科
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　開発課題では、生産現場における製品、工程、管理などに関する課題を企業からテーマとして取り入れ、中国能開大
応用課程の学生自ら主体となり、企画から製作に至る一連の工程・作業を体得する「課題実習方式」を実施します。
　また、生産現場での工程・作業は複数の職種・分野にまたがることから、応用課程３科の学生による「ワーキンググ
ループ方式」として実施されます。
　実際の企業における製品開発現場をイメージした開発課題は、新しいものを創り出す能力（応用力、創造的能力、
問題解決能力、管理的能力）を習得することを目的としております。

中国能開大の開発課題から
　　　地域企業の製造現場の課題等をテーマとし、
　　　　　　　　　　次々に成果物が生まれています。

中国能開大の技能・技術力と企画・開発力は地域産業界で高く評価されています。

３つの分野で連携

機械系

電気系

電子情報系

創造的能力
工程管理能力
チームワーク力
問題解決能力

自己研鑽力
生産管理能力
応用力
リーダーシップ力

コミュニケーション力

実践力を習得 成果物
成果物の説明は、
ポリテックビジョン
2025動画にて
配信しています。
是非ご覧ください。

問題の把握
・分析・解決 企画設計 製作 改善検証

（性能試験）
プレゼン
テーション

ものづくり現場のプロセスを実践

　本装置は、医療用など特殊加工が必要とされるストロー状の製品を製造している企業からの依頼で開発しました。
この特殊加工は、現状手作業で製造されており、加工時の調整や、目視検査などは、作業者による経験や感覚に左右
されるところが多く課題となっていました。そこで、作業者の負担軽減と品質の安定を目的として、医療用ストローの
供給，加工，検査を自動化する装置の開発に取り組みました。

令和６年度　医療用ストロー加工装置の開発

開発課題のご案内
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　開発課題では、生産現場における製品、工程、管理などに関する課題を企業からテーマとして取り入れ、中国能開大
応用課程の学生自ら主体となり、企画から製作に至る一連の工程・作業を体得する「課題実習方式」を実施します。
　また、生産現場での工程・作業は複数の職種・分野にまたがることから、応用課程３科の学生による「ワーキンググ
ループ方式」として実施されます。
　実際の企業における製品開発現場をイメージした開発課題は、新しいものを創り出す能力（応用力、創造的能力、
問題解決能力、管理的能力）を習得することを目的としております。

中国能開大の開発課題から
　　　地域企業の製造現場の課題等をテーマとし、
　　　　　　　　　　次々に成果物が生まれています。

中国能開大の技能・技術力と企画・開発力は地域産業界で高く評価されています。

３つの分野で連携

機械系

電気系

電子情報系

創造的能力
工程管理能力
チームワーク力
問題解決能力

自己研鑽力
生産管理能力
応用力
リーダーシップ力

コミュニケーション力

実践力を習得 成果物
成果物の説明は、
ポリテックビジョン
2025動画にて
配信しています。
是非ご覧ください。

問題の把握
・分析・解決 企画設計 製作 改善検証

（性能試験）
プレゼン
テーション

ものづくり現場のプロセスを実践

　本装置は、医療用など特殊加工が必要とされるストロー状の製品を製造している企業からの依頼で開発しました。
この特殊加工は、現状手作業で製造されており、加工時の調整や、目視検査などは、作業者による経験や感覚に左右
されるところが多く課題となっていました。そこで、作業者の負担軽減と品質の安定を目的として、医療用ストローの
供給，加工，検査を自動化する装置の開発に取り組みました。

令和６年度　医療用ストロー加工装置の開発

開発課題のご案内

 

　  54  　 　  55  　　  55  　

実際の製品に近い実習課題を取り入れることにより、生
産現場で必要となる専門的知識及び工学理論を習得

生産現場に密着

製品の企画開発など具体性のある「ものづくり」の総
合的な実習課題の設定により、自ら課題を解決するプ
ロセスを通して、技能・技術を習得

実習課題

実際のものづくり現場での生産工程にならい、応用課
程３科（機械・電気・電子情報）の学生で編成された
「プロジェクト・グループ」が、専門性を発揮し、製品の
企画・開発から製作までのプロセスを、創造的・実践的
ものづくり能力や他分野との複合技術について習得

ワーキンググループ方式

生産現場で必要となる技術・技能と、それに関係する
理論を有機的にバランスよく結びつけた教育訓練カ
リキュラム

実学融合

生産現場で必要となる技術・技能を身につけるため、
実験・実習に重点を置いたカリキュラム

実践的カリキュラム

少人数制で、学生一人ひとりが十分に実験・実習に取り
組むことができる充実した実験実習設備

少人数制

専門課程（２年制）

特色

特色

生産機械技術科

電気エネルギー制御科

電子情報技術科

中国能開大　学校紹介動画を当校ＨＰに掲載しております。
是非ご覧ください。

中国能開大　教育訓練システム

環境や省エネルギー
を考慮したシステム
の企画・保守・管理
のできる総合的なエ
ンジニアを目指す

電子回路＋ネットワー
ク＋組込みで、人とモ
ノをつなぐリーダーを
目指す

高度な機器を使って
基礎技術を身につけ
高度な技術が求めら
れる分野で即戦力

電気・省エネ・自動制
御の未来を担う技術
者へ

ハードウェア・ソフト
ウェア・ネットワーク
３つの力で新しい世
界をつくりだす技術
者へ

自動機械の開発や
生産工程の構築に
必要な開発力や管
理技術を習得

応用課程（２年制） 修了後は、生産現場のリーダーへ修了後は、生産現場のリーダーへ

修了後は、テクニシャン・エンジニアへ修了後は、テクニシャン・エンジニアへ

生産機械システム技術科

生産電気システム技術科

生産電子情報システム技術科

42
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　依頼企業では、鉄系製品の切削加工を行っており
ます。工作機械周辺の切粉掃除は、従業員が行って
いるが、安全通路周辺に落ちている切粉掃除まで手
が回らない状況があるとのことです。そのため、企
業の人手不足解消を目的とした省力化のため、切粉

掃除が出来る回収ロ
ボットの開発に取り
組みました。

切粉自動回収ロボットの開発

　依頼企業では、製麺の工程において、乾燥工程後
の麺を手作業で取り出し、搬送用コンベアに移載して
いる。そのため、作業者への負担が大きい。
この依頼企業の問題を解決するために、双腕スカラ
型協働ロボット2台を活用した麺取りシステムを開発
に取り組みました。

ロボットによる麺取りシステムの開発
　プラスチックがもたらす環境問題への関心から、脱
プラスチックが近年提唱されている。依頼企業は、プ
ラスチックストローを自動包装できる装置を開発し
たが、天然素材ストローはプラスチックストローに比
べ曲がりなどの個体差があり，従来の装置では対応
が困難であります。天然素材ストローの中で、特に米
粉ストローのそり曲がりが大きな課題となっておりま

す。そこで本テ
ーマでは、米
粉ストローの
自動包装が可
能な装置の開
発に取り組み
ました。

天然素材ストロー包装装置の開発

　依頼企業では、主に自動車用鋼板の切断加工をお
こなっています。現在、鋼板の母材幅・カット長さ・
対角寸法差の検査では、各ロットの最初と最後の1
枚をメジャーで測定しているため、作業者の技能を

要します。そこで、
自動で正確に鋼板の
寸法を測定し、良否
判定をする装置の開
発に取り組みました。

対角寸法差自動測定機の開発

令和６年度　開発課題の紹介

操作部 供給部

包装部 紙搬送部
製品検査部

協働
ロボット
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【令和７年度の研究テーマ】
　（１）圧力計メンテナンス事業におけるブルドン管禁油・禁水処理の機械化・自動化の研究
　（2）LED・Arduinoを用いた「和の癒しのあかり」の研究
　（3）デニム生地半自動化織機の開発
　（4）農業ＤＸのための雑草検出ＡＩの開発
　（5）鳥被害低減システムの研究・開発
　（6）天然素材ストロー包装装置の開発

【課題】現在、手作業で行われている腔鏡手術用ストロー端面の加工は、
作業員の勘や経験に依存している。これを自動化する装置を試
作し、開発のためのデータ・ノウハウを取得したい。

【対策】ストローの搬送を加工、検査、排出を並行に行う工程とした。特
に検査部分では、AIにより良品・不良品を認識させた。AI学習用
画像を事前に製造した良品・不良品サンプル画像を使用して、AI
に学習させた。

【成果】ストロー加工を自動で行える装置を開発できた、操作は、タッチ
パネルにより、非熟練者にも簡単に扱え、ストロー搬送部は回転
機構とし、コンパクト化に成功した。検査部は、AIでの画像認識
により不良品の認識と排除を可能とした。

　中国能開大では、地域中小企業等による新技術の導入、新製品の開発、業務の自動化や効率化などの技術的な課
題について支援を行っています。

〔受託研究とは〕
・民間機関等から中国能開大が委託を受けて行う研究方式です。
・要する経費は､すべて民間機関等委託先が負担します。
・知的財産は､（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構に帰属します。

〔共同研究とは〕
・民間機関等と中国能開大が共同で行う研究方式です。
・要する経費のうち(独)高齢・障害・求職者雇用支援機構は､能力開発業務における技術援助及び人的な能力開発に
係る経費(施設・設備の維持管理に必要な経常経費など)を負担、民間機関等は､研究遂行のために必要となる直接
的な経費(旅費､材料費､備品､消耗品､印刷製本費､賃金､雑役務費､通信運搬費などを含む)を負担します。

・知的財産は､契約に基づき持分比率を決めます。

◆医療用ストロー加工装置の開発に関する研究（令和６年度）

◆お気軽にご相談ください。
テーマを募集しています。
　【お問い合わせ先】
　中国能開大　援助計画課
 　TEL（086）526‒3102

ストロー加工装置

受託研究・共同研究のご案内
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が回らない状況があるとのことです。そのため、企
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プラスチックが近年提唱されている。依頼企業は、プ
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作業員の勘や経験に依存している。これを自動化する装置を試
作し、開発のためのデータ・ノウハウを取得したい。

【対策】ストローの搬送を加工、検査、排出を並行に行う工程とした。特
に検査部分では、AIにより良品・不良品を認識させた。AI学習用
画像を事前に製造した良品・不良品サンプル画像を使用して、AI
に学習させた。

【成果】ストロー加工を自動で行える装置を開発できた、操作は、タッチ
パネルにより、非熟練者にも簡単に扱え、ストロー搬送部は回転
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題について支援を行っています。

〔受託研究とは〕
・民間機関等から中国能開大が委託を受けて行う研究方式です。
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 　TEL（086）526‒3102
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受託研究・共同研究のご案内
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【令和７年度の研究テーマ】
　（１）圧力計メンテナンス事業におけるブルドン管禁油・禁水処理の機械化・自動化の研究
　（2）LED・Arduinoを用いた「和の癒しのあかり」の研究
　（3）デニム生地半自動化織機の開発
　（4）農業ＤＸのための雑草検出ＡＩの開発
　（5）鳥被害低減システムの研究・開発
　（6）天然素材ストロー包装装置の開発

【課題】現在、手作業で行われている腔鏡手術用ストロー端面の加工は、
作業員の勘や経験に依存している。これを自動化する装置を試
作し、開発のためのデータ・ノウハウを取得したい。

【対策】ストローの搬送を加工、検査、排出を並行に行う工程とした。特
に検査部分では、AIにより良品・不良品を認識させた。AI学習用
画像を事前に製造した良品・不良品サンプル画像を使用して、AI
に学習させた。

【成果】ストロー加工を自動で行える装置を開発できた、操作は、タッチ
パネルにより、非熟練者にも簡単に扱え、ストロー搬送部は回転
機構とし、コンパクト化に成功した。検査部は、AIでの画像認識
により不良品の認識と排除を可能とした。

　中国能開大では、地域中小企業等による新技術の導入、新製品の開発、業務の自動化や効率化などの技術的な課
題について支援を行っています。

〔受託研究とは〕
・民間機関等から中国能開大が委託を受けて行う研究方式です。
・要する経費は､すべて民間機関等委託先が負担します。
・知的財産は､（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構に帰属します。

〔共同研究とは〕
・民間機関等と中国能開大が共同で行う研究方式です。
・要する経費のうち(独)高齢・障害・求職者雇用支援機構は､能力開発業務における技術援助及び人的な能力開発に
係る経費(施設・設備の維持管理に必要な経常経費など)を負担、民間機関等は､研究遂行のために必要となる直接
的な経費(旅費､材料費､備品､消耗品､印刷製本費､賃金､雑役務費､通信運搬費などを含む)を負担します。
・知的財産は､契約に基づき持分比率を決めます。

◆医療用ストロー加工装置の開発に関する研究（令和６年度）

◆お気軽にご相談ください。
テーマを募集しています。
　【お問い合わせ先】
　中国能開大　援助計画課
 　TEL（086）526‒3102

ストロー加工装置

受託研究・共同研究のご案内
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【受講者の声】

【事業主の声】

満足度調査結果

能力開発セミナーの品質向上のため、能力開発セミナーの受講者並びに
派遣された事業主のみなさまにアンケートにご協力いただいています。

　アンケートでは、多くの受講者様、事業主の皆様より、ご好評をいただいております。

2025年度能力開発セミナー満足度調査結果（ポリテクセンター岡山実施分）

受講を指示した
事業主様の満足度 受講者様の満足度

満足度

92.7%
満足度

99.4%

ぜひ、自社の従業員教育に能力開発セミナーを
ご活用ください！

▶ 現場改善や治具の選択肢が広がった。（機械設計のための総
合力学）

▶ 詳しくなった寸法の基準点など書くことで書き手の意図が
分かるようになった。（実践建築設計 2次元CAD技術（立
面編））

▶ 理論的に説明して頂いたので、課題解決を具現化しやすく
なると感じた。（収益性向上のための現場改善マネジメント）

▶ 測定器の校正方法を理解し、品質向上に繋がった。（実践機
械製図）

▶ 溶接は他社へ依頼していたが、内製化できるようになった。
（半自動アーク溶接技能クリニック）
▶ コマンドなどを使用し図面を仕上げるスピードとスキル
アップに繋がった。（2次元CADによる機械製図技術）

能力開発セミナー利用者の声

公式サイト

人気コースの例

○５軸制御マシニングセンタによる加工技術
○見て触って理解する金型技術
○生産現場の機械保全技術
○金属材料の腐食対策
○設計者CAEを活用した伝熱・熱応用解析

○ロボットシステム設計技術
○実習で学ぶ生成AIと実践的RAGｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発
○マイコン制御システム開発技術
○実習で学ぶ漏電診断技術
○HDLによるLSI開発技術

※詳しくは、公式サイトをご覧ください。

高度ポリテクセンター

千葉県千葉市美浜区若葉3-1-2  

043-296-2582

kodo-poly02@jeed.go.jp

高度ポリテクセンターは、職業能力開発支援業務における先導的な役割を担う施設として、全国の企
業等を対象とした年間700コース以上の豊富な在職者訓練を実施している施設です。

射出成形機・プレス加工機 ５軸マシニングセンタ 産業用ロボット・協働ロボット 組込み・AI開発環境 油圧・空気圧機器類

高度ポリテクセンター

さらなるスキルアップを
目指すなら！

充実した実習環境

お問合せ先

紹介ページ
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申込コースの開講日又は施設利用日の 2週間（14日）前までに、お知らせください。
それ以降の変更やキャンセル又はご連絡がない場合は、受講料又は使用料をご負担いただきます。

※4/10が土・日・祝であれば、その前の開庁日（平日）が期限となります。

申込コース又は施設設備利用サービスの変更やキャンセルの期日について

受講料振込後の変更・キャンセルの場合

受講料負担
受講料振込後の変更・キャンセルの場合

受講料返金

４
月
24
日

1
日
前

４
月
25
日

開
講
日

（
利
用
日
）

４
月
23
日

2
日
前

４
月
22
日

3
日
前

４
月
21
日

4
日
前

４
月
20
日

5
日
前

４
月
19
日

6
日
前

４
月
11
日

14
日
前

４
月
10
日

15
日
前

期日の考え方の例

本冊子裏表紙の「受講申込書」をコピーして必要事項をご記入の上、FAX、郵送又は持参にてお申し込みくだ
さい。またWEBでの申し込みが可能です。ホームページの能力開発セミナー受講申し込みフォームからお申し
込みください。

１　能力開発セミナーに申し込むにはどのようにしたらよいですか？？

各コースを学ぶ前提となる知識・技能・経験を有する方が対象です。コースにより内容や受講環境が異なりま
す。お申し込みに際し、前提や受講環境に不安がありましたら、お気軽にご相談ください。

２　申し込みの条件はありますか？？

できます。コース開講日の前日までにご連絡ください。

３　申し込み後に受講者を変更することはできますか？？

各施設までお電話ください。その際、「ご利用目的」、「ご利用日程・時間」等を確認させていただきます。確
認後、施設設備使用申請書のご提出をお願いいたします。施設利用のお申し込みは、原則としてご希望される
日程の２ヶ月前から１４日前までとなります。

４　施設設備使用を申し込むにはどうすればいいですか？？

請求書を受領後、開講日又は使用日の７日前までに、記載された銀行口座にお振込みください。受講料及び
施設設備使用料は税込金額をご請求いたしますので、請求書に記載の請求額をお支払いください。振り込み
手数料はお客様のご負担となります。

５　受講料及び施設設備使用料の支払い方法は？支払い期限は？？

ポリテクセンターは、ホームページの「在職者向け職業訓練(能力開発セミナー)のご案内」ページの分類別コ
ース一覧又は月別コース一覧をクリックして確認することができます。
より詳しい状況につきましては、各施設にお問合せ下さい。

７　申し込み状況を確認する方法は有りますか？？

下記のとおり、１４日前までにご連絡をお願いします。それ以降の変更やキャンセル又はご連絡がない場合は
受講料又は使用料をご負担いただきます。

６　申込コース又は施設設備利用サービスを変更やキャンセルしたいのですが、どのようにしたらよいですか？？

「キャンセル待ち」として受け付けいたします。キャンセルにより定員に空きが生じた場合にご連絡いたしま
す。

【お問い合わせ先】 ポリテクセンター岡山　訓練課 TEL（086）246‒2530
 中 国 能 開 大　援助計画課　　　　 TEL（086）526‒3102

８　希望コースが定員に達している場合はどうしたらよいですか？？

受講申し込みが一定数に達しない場合は、中止又は日程変更する場合があります。また、講師の都合、悪天候
等のやむを得ない事情により、開講直前に中止または日程変更する場合もありますので、ご了承下さい。

９　セミナーが中止又は日程が変更になる事はありますか？？

お電話にてご連絡ください。

10　申込コースを当日欠席や遅刻する場合はどうしたらよいですか？？

本冊子のコース詳細ページ（14ページ～）の受講者持参品欄に記載してあります。また、申込完了後に送付する
「受講票」の持参品欄にも記載してありますので、併せてご確認ください。

11　当日の服装・持参品はありますか？？

ございます。ただし、駐車台数に限りがありますので、公共交通機関のご利用や車の乗り合わせでの来所をお
願いします。

12　駐車場はありますか？？

事前に送付する「受講票」に会場を記載しています。また、本館玄関ホールにて会場案内を掲示していますので
ご確認の上、直接会場へお越しください。

13　セミナー会場（教室）へはどのように行けばよいですか？？

【ポリテクセンター岡山】
施設内に食事を提供できる施設、売店等はございません。徒歩圏内（１０分程度）に飲食店、コンビニがございます。
【中国能開大】
平日については、施設内に食堂がございますので、ご活用ください。また、徒歩圏内にコンビニもございます。

14　昼食はどうしたらよいですか？？

修了証書は、出席時間が12時間以上かつ総訓練時間の80％以上を満たしている場合に交付いたします。但
し、コースの総訓練時間が12時間（2日間）のコースについては、全12時間の出席が必要となります。

15　コースの修了証書や受講証明がありますか？？

全日程欠席された方でテキストの送付をご希望の場合は、お送りいたしますのでご連絡ください。但し、受講
料をお支払い済みの場合に限ります。

16　申込コースを全日程欠席した場合、テキストはもらえますか？？

連絡先：ポリテクセンター岡山　訓練課　事業主係　TEL（086）246‒2530
 中国能開大　援助計画課　　　       TEL（086）526‒3102
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よくあるご質問

申込コースの開講日又は施設利用日の 2週間（14日）前までに、お知らせください。
それ以降の変更やキャンセル又はご連絡がない場合は、受講料又は使用料をご負担いただきます。

※4/10が土・日・祝であれば、その前の開庁日（平日）が期限となります。

申込コース又は施設設備利用サービスの変更やキャンセルの期日について

受講料振込後の変更・キャンセルの場合
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期日の考え方の例

本冊子裏表紙の「受講申込書」をコピーして必要事項をご記入の上、FAX、郵送又は持参にてお申し込みくだ
さい。またWEBでの申し込みが可能です。ホームページの能力開発セミナー受講申し込みフォームからお申し
込みください。

１　能力開発セミナーに申し込むにはどのようにしたらよいですか？？

各コースを学ぶ前提となる知識・技能・経験を有する方が対象です。コースにより内容や受講環境が異なりま
す。お申し込みに際し、前提や受講環境に不安がありましたら、お気軽にご相談ください。

２　申し込みの条件はありますか？？
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３　申し込み後に受講者を変更することはできますか？？

各施設までお電話ください。その際、「ご利用目的」、「ご利用日程・時間」等を確認させていただきます。確
認後、施設設備使用申請書のご提出をお願いいたします。施設利用のお申し込みは、原則としてご希望される
日程の２ヶ月前から１４日前までとなります。

４　施設設備使用を申し込むにはどうすればいいですか？？

請求書を受領後、開講日又は使用日の７日前までに、記載された銀行口座にお振込みください。受講料及び
施設設備使用料は税込金額をご請求いたしますので、請求書に記載の請求額をお支払いください。振り込み
手数料はお客様のご負担となります。

５　受講料及び施設設備使用料の支払い方法は？支払い期限は？？

ポリテクセンターは、ホームページの「在職者向け職業訓練(能力開発セミナー)のご案内」ページの分類別コ
ース一覧又は月別コース一覧をクリックして確認することができます。
より詳しい状況につきましては、各施設にお問合せ下さい。

７　申し込み状況を確認する方法は有りますか？？

下記のとおり、１４日前までにご連絡をお願いします。それ以降の変更やキャンセル又はご連絡がない場合は
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「キャンセル待ち」として受け付けいたします。キャンセルにより定員に空きが生じた場合にご連絡いたしま
す。

【お問い合わせ先】 ポリテクセンター岡山　訓練課 TEL（086）246‒2530
 中 国 能 開 大　援助計画課　　　　 TEL（086）526‒3102

８　希望コースが定員に達している場合はどうしたらよいですか？？

受講申し込みが一定数に達しない場合は、中止又は日程変更する場合があります。また、講師の都合、悪天候
等のやむを得ない事情により、開講直前に中止または日程変更する場合もありますので、ご了承下さい。

９　セミナーが中止又は日程が変更になる事はありますか？？
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本冊子のコース詳細ページ（14ページ～）の受講者持参品欄に記載してあります。また、申込完了後に送付する
「受講票」の持参品欄にも記載してありますので、併せてご確認ください。
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ございます。ただし、駐車台数に限りがありますので、公共交通機関のご利用や車の乗り合わせでの来所をお
願いします。

12　駐車場はありますか？？

事前に送付する「受講票」に会場を記載しています。また、本館玄関ホールにて会場案内を掲示していますので
ご確認の上、直接会場へお越しください。

13　セミナー会場（教室）へはどのように行けばよいですか？？

【ポリテクセンター岡山】
施設内に食事を提供できる施設、売店等はございません。徒歩圏内（１０分程度）に飲食店、コンビニがございます。
【中国能開大】
平日については、施設内に食堂がございますので、ご活用ください。また、徒歩圏内にコンビニもございます。

14　昼食はどうしたらよいですか？？

修了証書は、出席時間が12時間以上かつ総訓練時間の80％以上を満たしている場合に交付いたします。但
し、コースの総訓練時間が12時間（2日間）のコースについては、全12時間の出席が必要となります。

15　コースの修了証書や受講証明がありますか？？

全日程欠席された方でテキストの送付をご希望の場合は、お送りいたしますのでご連絡ください。但し、受講
料をお支払い済みの場合に限ります。

16　申込コースを全日程欠席した場合、テキストはもらえますか？？

連絡先：ポリテクセンター岡山　訓練課　事業主係　TEL（086）246‒2530
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◆お気軽に、ご相談ください。
　【お問合せ先】
　　国立吉備高原職業リハビリテーションセンター
　　　　〒716-1241　岡山県加賀郡吉備中央町吉川7520
　　　　TEL (0866)56-9003（職業訓練部）
　　　　FAX (0866)56-7238
　　　　https://www.kibireha.jeed.go.jp/ 

詳しくはこちらから

1．受講対象者
　　在職されている方、または負傷、疾病等により受障し、休職されている方で、職業訓練により職場復帰を目
指す方です。

2．職業訓練の内容
　　職業訓練は、機械製図科・電子機器科・ＯＡ事務科・経理事務科・システム設計科・職域開発科の６科で
実施しています。
　　訓練内容は、事業主の要望や受講者のスキルを踏まえ、ご相談のうえ決定します。

3．訓練期間
　　訓練期間は、12時間以上６ヶ月以内です。
　　訓練期間については、訓練内容と同様に要望を踏まえ、ご相談のうえ決定します。

4．経　　費
　　受講料は無料ですが、訓練に必要な教材等の実費を負担していただきます。

5．宿泊施設の利用
　　入所者宿舎を利用することができます。
　　その場合、食事（３食）を含む宿泊費として、１日1，400円程度の負担となります。

6．受講申請手続き
　１）事業主と受講予定者との合意のもとで、当センター窓口に受講希望の連絡
　２）当センターより、必要書類の郵送→事業主からの書類提出
　３）訓練要望を踏まえた入所可否の検討・決定・連絡
　４）職業訓練の実施
　５）訓練修了の後、法律に基づき修了証書の発行

　障害のある方に対して、就職に必要な技能・知識を習得していただくための職業訓練や就職支援を行っていま
す。また、在職中の負傷や疾病等により受障し、リハビリを経て職場復帰をしようとしておられる休職中の方、また
は現在企業で働いている障害のある方の職業訓練をオーダーメイドで行っています。

国立吉備高原職業リハビリテーションセンターとは

◆オーダーメイド型職業訓練について

国立吉備高原職業リハビリテーションセンターのご案内
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　【お問合せ先】 岡山障害者職業センター TEL（086）235‒0830

　うつ病等のメンタル不全により休職されている方が、よりスムーズに職場復帰できるよう、事業所のご担当者や
主治医との連携のもとで行う復職に向けたウォーミングアップのためのプログラムです。
　利用料はかかりません。

上記のメニューを組み合わせて、事業主の皆様の採用計画の立案、社内研修、
職場定着・職場復帰等の活動をトータル的に支援いたします。

職場復帰（リワーク）支援について

○どのような仕事で採用したら
いいのかな？

○どんな障害のある人がいるの
かな？

障害者の新規雇用
○仕事の指導方法はどうすれば
いいのかな？

○上司が替わって指導がうまく
いかなくなって…

障害者の指導方法

○障害別にどんな配慮が必要
なのかな？

○障害者に関する社員教育は、
どうすればいいのかな？

障害特性、社員教育
○精神疾患で休職中の社員を
どのように職場復帰させれば
いいのかな？

休職者の職場復帰

障害者雇用に関するお悩みをお持ちの事業主の皆様に、
以下の支援を行っています

障害者雇用のための「体系的支援」サービス

◎雇入れのための助言
　（職務の切り出し等）
◎社員への研修・啓発
◎職場実習(職務試行法)

雇用の促進
◎ジョブコーチ支援
◎職場復帰のコーディネート
◎職場復帰（リワーク）支援

職場定着・職場復帰
◎事業主支援ワークショップ
◎雇用事例、助成金等支援
　制度の情報提供
◎障害者雇用支援
　人材ネットワーク事業

情報の提供

【支援の流れ】

休職者・企業・主治医
いずれからも
承ります。

ご依頼
相談により、

効果的な復職支援の
方法を整理します。

コーディネート
プログラムに
参加いただき、

復帰準備を行います。

リワーク支援
職場復帰後の
フォローアップを
行います。

フォローアップ

岡山障害者職業センターのご案内
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　３）訓練要望を踏まえた入所可否の検討・決定・連絡
　４）職業訓練の実施
　５）訓練修了の後、法律に基づき修了証書の発行

　障害のある方に対して、就職に必要な技能・知識を習得していただくための職業訓練や就職支援を行っていま
す。また、在職中の負傷や疾病等により受障し、リハビリを経て職場復帰をしようとしておられる休職中の方、また
は現在企業で働いている障害のある方の職業訓練をオーダーメイドで行っています。

国立吉備高原職業リハビリテーションセンターとは

◆オーダーメイド型職業訓練について

国立吉備高原職業リハビリテーションセンターのご案内
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　【お問合せ先】 岡山障害者職業センター TEL（086）235‒0830

　うつ病等のメンタル不全により休職されている方が、よりスムーズに職場復帰できるよう、事業所のご担当者や
主治医との連携のもとで行う復職に向けたウォーミングアップのためのプログラムです。
　利用料はかかりません。

上記のメニューを組み合わせて、事業主の皆様の採用計画の立案、社内研修、
職場定着・職場復帰等の活動をトータル的に支援いたします。

職場復帰（リワーク）支援について

○どのような仕事で採用したら
いいのかな？

○どんな障害のある人がいるの
かな？

障害者の新規雇用
○仕事の指導方法はどうすれば
いいのかな？
○上司が替わって指導がうまく
いかなくなって…

障害者の指導方法

○障害別にどんな配慮が必要
なのかな？

○障害者に関する社員教育は、
どうすればいいのかな？

障害特性、社員教育
○精神疾患で休職中の社員を
どのように職場復帰させれば
いいのかな？

休職者の職場復帰

障害者雇用に関するお悩みをお持ちの事業主の皆様に、
以下の支援を行っています

障害者雇用のための「体系的支援」サービス

◎雇入れのための助言
　（職務の切り出し等）
◎社員への研修・啓発
◎職場実習(職務試行法)

雇用の促進
◎ジョブコーチ支援
◎職場復帰のコーディネート
◎職場復帰（リワーク）支援

職場定着・職場復帰
◎事業主支援ワークショップ
◎雇用事例、助成金等支援
　制度の情報提供
◎障害者雇用支援
　人材ネットワーク事業

情報の提供

【支援の流れ】

休職者・企業・主治医
いずれからも
承ります。

ご依頼
相談により、

効果的な復職支援の
方法を整理します。

コーディネート
プログラムに
参加いただき、

復帰準備を行います。

リワーク支援
職場復帰後の
フォローアップを
行います。

フォローアップ

岡山障害者職業センターのご案内
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ポリテクセンター岡山　訓練課
〒700‒0951　岡山県岡山市北区田中580

TEL（086）246‒2530　FAX（086）241‒1909
https://www3.jeed.go.jp/okayama/poly/

●岡電バス「問屋町入口・健康づくり財団病院線」
　　天満屋（4番乗場）
　　　　➡岡山駅（4番乗場）
　　　　　➡大元駅前
　　　　　　　➡ポリテクセンター岡山前下車

（バス停①）
　　　　　　　※岡山駅より約30分
●岡電バス「平田経由北長瀬線」
　　北長瀬駅前
　　　　➡ポリテクセンター岡山入口下車

（バス停②）
　　　　　　　※北長瀬駅より約15分

JR・バスをご利用の場合

●国道2号線（大樋橋西交差点）より
　　西バイパス（国道180号線）を北へ約1.5㎞

車をご利用の場合

検索ポリテクセンター岡山

ポリテクセンター岡山へのアクセス

★
中国職業能力
開発大学校

新倉
敷駅

料金所
高
梁
川

くらしき作陽大学

長尾小学校

セブン・
イレブン GS

玉島I.C.

船穂JCT地下道

至真備
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車道
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を出てすぐ
船穂・真備方面
へ下る

中国職業能力開発大学校　援助計画課
〒710‒0251　岡山県倉敷市玉島長尾1242‒1
TEL（086）526‒3102　FAX（086）526‒2319
https://www3.jeed.go.jp/okayama/college/

●JR新倉敷駅下車
　　➡北口より
　　　・徒歩20分
　　　・タクシー5分
　　　・両備バス「中国能開大」行7分
　　　（土、日、祝日　運休）

JR・バスをご利用の場合

●国道2号線を船穂JCTで玉島IC方面へ
　　➡IC手前を左へ降りて、左折1分
●山陽自動車道玉島IC下車
　　➡出てすぐ船穂・真備方面へ下って2分

車をご利用の場合

検索中国能開大

中国職業能力開発大学校へのアクセス

車載ナビ検索用
TEL：086-526-0321（代）
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❼ ❽

❾

全国の研修コースは
こちらから検索できます。

鳥取職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター鳥取）

Ｐ鳥取

鳥取職業能力開発促進センター
　米子訓練センター
　（ポリテクセンター米子）

 
Ｐ米子

島根職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター島根）

 
Ｐ島根

岡山職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター岡山）

 
Ｐ岡山

中国職業能力開発大学校
　（中国能開大）

 
能開大

中国職業能力開発大学校附属
島根職業能力開発短期大学校
　（島根能開短大）

 
Ｃ島根

広島職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター広島）

 
Ｐ広島

中国職業能力開発大学校附属
福山職業能力開発短期大学校
　（福山能開短大）

 
Ｃ福山

山口職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター山口）

オーダーメイドセミナー 各施設では、公開中の能力開発セミナーのほか、事業主や事業主団体の皆様のご要望に応じて、
訓練内容・日程・時間帯を個別に相談しながら計画、実施するオーダーメイドセミナーを承っています。

事業主や事業主団体の皆様が、従業員の方の職業訓練や人材育成を目的とした研修の会場を必要とされる場合に、
施設の会議室・実習場・機械設備等をご利用できます。

事業主等の皆様が実施する教育訓練等の内容に応じ、訓練指導のノウハウを持った専門の職業訓練指導員
（テクノインストラクター）を派遣しています。

職業能力開発大学校及び短期大学校では、企業等の新技術の導入、新製品の開発、
業務の自動化や効率化などの技術的な課題解決について支援をおこなっています。

施設利用サービスのご案内

職業訓練指導員の派遣

受託研究・共同研究のご案内

 

〒689-1112
鳥取県鳥取市若葉台南7-1-11

〒689-3537
鳥取県米子市古豊千520

〒690-0001
島根県松江市東朝日町267

〒700-0951
岡山県岡山市北区田中580

〒710-0251
岡山県倉敷市玉島長尾1242-1

〒695-0024
島根県江津市二宮町神主1964-7

〒730-0825
広島県広島市中区光南5-2-65

〒720-0074
広島県福山市北本庄4-8-48

〒753-0861
山口県山口市矢原1284-1

0857-52-8802

0859-27-5115

0852-31-2828

086-246-2530

086-526-3102

0855-53-4567

082-245-4338

084-923-6408

083-922-2143

Ｐ山口
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●
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●
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施　設　名 所　在　地 ＴＥＬ ＨＰ

その他ご案内

中国地方の施設のご案内

　  64  　 　  65  　

ポリテク
センター
岡山

岡山
市役所

ENEOS

マクドナルド

フレックス
ハイエース
専門店

ひらた
旭川荘岡山県

健康づくり財団

バス停❷

西長瀬

中仙道幼稚園西
西小学校

大野辻

旧国道2号線

山陽本線

2

宇
野
線

西
バ
イ
パ
ス

至備前・姫路→←至倉敷

岡
山
駅

大
元
駅

備
前
西
市
駅

北長瀬駅

野田西

野田

笹
ケ
瀬
川

米倉大樋橋西

西市

下中野

下中野北

御南中口

大元一丁目

宗
忠
神
社う

ど
ん

く
う
ち
ゃ
ん

ハローワーク
岡山

岡山ドーム

御南
中学校

岡山市立市民病院

エ
デ
ィ
オ
ン

ローソン

ローソン

ベーカリー
レストラン
サンマルク

ソ
ラ
保
育
園

お
か
や
ま

ダイソー

トマト銀行

岡山バイパス

★
バス停❶ 平田西

ポリテクセンター岡山　訓練課
〒700‒0951　岡山県岡山市北区田中580

TEL（086）246‒2530　FAX（086）241‒1909
https://www3.jeed.go.jp/okayama/poly/

●岡電バス「問屋町入口・健康づくり財団病院線」
　　天満屋（4番乗場）
　　　　➡岡山駅（4番乗場）
　　　　　➡大元駅前
　　　　　　　➡ポリテクセンター岡山前下車

（バス停①）
　　　　　　　※岡山駅より約30分
●岡電バス「平田経由北長瀬線」
　　北長瀬駅前
　　　　➡ポリテクセンター岡山入口下車

（バス停②）
　　　　　　　※北長瀬駅より約15分

JR・バスをご利用の場合

●国道2号線（大樋橋西交差点）より
　　西バイパス（国道180号線）を北へ約1.5㎞

車をご利用の場合

検索ポリテクセンター岡山

ポリテクセンター岡山へのアクセス
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〒710‒0251　岡山県倉敷市玉島長尾1242‒1
TEL（086）526‒3102　FAX（086）526‒2319
https://www3.jeed.go.jp/okayama/college/

●JR新倉敷駅下車
　　➡北口より
　　　・徒歩20分
　　　・タクシー5分
　　　・両備バス「中国能開大」行7分
　　　（土、日、祝日　運休）

JR・バスをご利用の場合

●国道2号線を船穂JCTで玉島IC方面へ
　　➡IC手前を左へ降りて、左折1分
●山陽自動車道玉島IC下車
　　➡出てすぐ船穂・真備方面へ下って2分

車をご利用の場合

検索中国能開大

中国職業能力開発大学校へのアクセス

車載ナビ検索用
TEL：086-526-0321（代）
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全国の研修コースは
こちらから検索できます。

鳥取職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター鳥取）

Ｐ鳥取

鳥取職業能力開発促進センター
　米子訓練センター
　（ポリテクセンター米子）

 
Ｐ米子

島根職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター島根）

 
Ｐ島根

岡山職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター岡山）

 
Ｐ岡山

中国職業能力開発大学校
　（中国能開大）

 
能開大

中国職業能力開発大学校附属
島根職業能力開発短期大学校
　（島根能開短大）

 
Ｃ島根
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　（ポリテクセンター広島）

 
Ｐ広島

中国職業能力開発大学校附属
福山職業能力開発短期大学校
　（福山能開短大）

 
Ｃ福山

山口職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター山口）

オーダーメイドセミナー 各施設では、公開中の能力開発セミナーのほか、事業主や事業主団体の皆様のご要望に応じて、
訓練内容・日程・時間帯を個別に相談しながら計画、実施するオーダーメイドセミナーを承っています。

事業主や事業主団体の皆様が、従業員の方の職業訓練や人材育成を目的とした研修の会場を必要とされる場合に、
施設の会議室・実習場・機械設備等をご利用できます。

事業主等の皆様が実施する教育訓練等の内容に応じ、訓練指導のノウハウを持った専門の職業訓練指導員
（テクノインストラクター）を派遣しています。

職業能力開発大学校及び短期大学校では、企業等の新技術の導入、新製品の開発、
業務の自動化や効率化などの技術的な課題解決について支援をおこなっています。

施設利用サービスのご案内

職業訓練指導員の派遣

受託研究・共同研究のご案内

 

〒689-1112
鳥取県鳥取市若葉台南7-1-11

〒689-3537
鳥取県米子市古豊千520

〒690-0001
島根県松江市東朝日町267

〒700-0951
岡山県岡山市北区田中580

〒710-0251
岡山県倉敷市玉島長尾1242-1

〒695-0024
島根県江津市二宮町神主1964-7

〒730-0825
広島県広島市中区光南5-2-65

〒720-0074
広島県福山市北本庄4-8-48

〒753-0861
山口県山口市矢原1284-1

0857-52-8802

0859-27-5115

0852-31-2828

086-246-2530

086-526-3102

0855-53-4567

082-245-4338
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TEL（086）246‒2530　FAX（086）241‒1909
https://www3.jeed.go.jp/okayama/poly/

●岡電バス「問屋町入口・健康づくり財団病院線」
　　天満屋（4番乗場）
　　　　➡岡山駅（4番乗場）
　　　　　➡大元駅前
　　　　　　　➡ポリテクセンター岡山前下車

（バス停①）
　　　　　　　※岡山駅より約30分
●岡電バス「平田経由北長瀬線」
　　北長瀬駅前
　　　　➡ポリテクセンター岡山入口下車

（バス停②）
　　　　　　　※北長瀬駅より約15分

JR・バスをご利用の場合

●国道2号線（大樋橋西交差点）より
　　西バイパス（国道180号線）を北へ約1.5㎞

車をご利用の場合

検索ポリテクセンター岡山

ポリテクセンター岡山へのアクセス

★
中国職業能力
開発大学校

新倉
敷駅

料金所
高
梁
川

くらしき作陽大学

長尾小学校

セブン・
イレブン GS

玉島I.C.

船穂JCT地下道

至真備

至岡山

至福山

至福
山

JR山
陽本
線

国道
2号
線バ
イパ
ス

山陽
新幹
線

山陽自動
車道

山陽道・玉島インター
を出てすぐ
船穂・真備方面
へ下る

中国職業能力開発大学校　援助計画課
〒710‒0251　岡山県倉敷市玉島長尾1242‒1
TEL（086）526‒3102　FAX（086）526‒2319
https://www3.jeed.go.jp/okayama/college/

●JR新倉敷駅下車
　　➡北口より
　　　・徒歩20分
　　　・タクシー5分
　　　・両備バス「中国能開大」行7分
　　　（土、日、祝日　運休）

JR・バスをご利用の場合

●国道2号線を船穂JCTで玉島IC方面へ
　　➡IC手前を左へ降りて、左折1分
●山陽自動車道玉島IC下車
　　➡出てすぐ船穂・真備方面へ下って2分

車をご利用の場合

検索中国能開大

中国職業能力開発大学校へのアクセス

車載ナビ検索用
TEL：086-526-0321（代）

54

❶❷❸

❹❺

❻

❼ ❽
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全国の研修コースは
こちらから検索できます。

鳥取職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター鳥取）

Ｐ鳥取

鳥取職業能力開発促進センター
　米子訓練センター
　（ポリテクセンター米子）

 
Ｐ米子

島根職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター島根）

 
Ｐ島根

岡山職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター岡山）

 
Ｐ岡山

中国職業能力開発大学校
　（中国能開大）

 
能開大

中国職業能力開発大学校附属
島根職業能力開発短期大学校
　（島根能開短大）

 
Ｃ島根

広島職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター広島）

 
Ｐ広島

中国職業能力開発大学校附属
福山職業能力開発短期大学校
　（福山能開短大）

 
Ｃ福山

山口職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター山口）

オーダーメイドセミナー 各施設では、公開中の能力開発セミナーのほか、事業主や事業主団体の皆様のご要望に応じて、
訓練内容・日程・時間帯を個別に相談しながら計画、実施するオーダーメイドセミナーを承っています。

事業主や事業主団体の皆様が、従業員の方の職業訓練や人材育成を目的とした研修の会場を必要とされる場合に、
施設の会議室・実習場・機械設備等をご利用できます。

事業主等の皆様が実施する教育訓練等の内容に応じ、訓練指導のノウハウを持った専門の職業訓練指導員
（テクノインストラクター）を派遣しています。

職業能力開発大学校及び短期大学校では、企業等の新技術の導入、新製品の開発、
業務の自動化や効率化などの技術的な課題解決について支援をおこなっています。

施設利用サービスのご案内

職業訓練指導員の派遣

受託研究・共同研究のご案内

 

〒689-1112
鳥取県鳥取市若葉台南7-1-11

〒689-3537
鳥取県米子市古豊千520

〒690-0001
島根県松江市東朝日町267

〒700-0951
岡山県岡山市北区田中580

〒710-0251
岡山県倉敷市玉島長尾1242-1

〒695-0024
島根県江津市二宮町神主1964-7

〒730-0825
広島県広島市中区光南5-2-65

〒720-0074
広島県福山市北本庄4-8-48

〒753-0861
山口県山口市矢原1284-1

0857-52-8802

0859-27-5115

0852-31-2828

086-246-2530

086-526-3102

0855-53-4567

082-245-4338

084-923-6408

083-922-2143

Ｐ山口

●

●

●

●

●
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施　設　名 所　在　地 ＴＥＬ ＨＰ

その他ご案内

中国地方の施設のご案内
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岡山バイパス

★
バス停❶ 平田西

ポリテクセンター岡山　訓練課
〒700‒0951　岡山県岡山市北区田中580

TEL（086）246‒2530　FAX（086）241‒1909
https://www3.jeed.go.jp/okayama/poly/

●岡電バス「問屋町入口・健康づくり財団病院線」
　　天満屋（4番乗場）
　　　　➡岡山駅（4番乗場）
　　　　　➡大元駅前
　　　　　　　➡ポリテクセンター岡山前下車

（バス停①）
　　　　　　　※岡山駅より約30分
●岡電バス「平田経由北長瀬線」
　　北長瀬駅前
　　　　➡ポリテクセンター岡山入口下車

（バス停②）
　　　　　　　※北長瀬駅より約15分

JR・バスをご利用の場合

●国道2号線（大樋橋西交差点）より
　　西バイパス（国道180号線）を北へ約1.5㎞

車をご利用の場合

検索ポリテクセンター岡山

ポリテクセンター岡山へのアクセス

★
中国職業能力
開発大学校

新倉
敷駅

料金所
高
梁
川

くらしき作陽大学

長尾小学校

セブン・
イレブン GS

玉島I.C.

船穂JCT地下道

至真備

至岡山

至福山

至福
山

JR山
陽本
線

国道
2号
線バ
イパ
ス

山陽
新幹
線

山陽自動
車道

山陽道・玉島インター
を出てすぐ
船穂・真備方面
へ下る

中国職業能力開発大学校　援助計画課
〒710‒0251　岡山県倉敷市玉島長尾1242‒1
TEL（086）526‒3102　FAX（086）526‒2319
https://www3.jeed.go.jp/okayama/college/

●JR新倉敷駅下車
　　➡北口より
　　　・徒歩20分
　　　・タクシー5分
　　　・両備バス「中国能開大」行7分
　　　（土、日、祝日　運休）

JR・バスをご利用の場合

●国道2号線を船穂JCTで玉島IC方面へ
　　➡IC手前を左へ降りて、左折1分
●山陽自動車道玉島IC下車
　　➡出てすぐ船穂・真備方面へ下って2分

車をご利用の場合

検索中国能開大

中国職業能力開発大学校へのアクセス

車載ナビ検索用
TEL：086-526-0321（代）
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全国の研修コースは
こちらから検索できます。

鳥取職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター鳥取）

Ｐ鳥取

鳥取職業能力開発促進センター
　米子訓練センター
　（ポリテクセンター米子）

 
Ｐ米子

島根職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター島根）

 
Ｐ島根

岡山職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター岡山）

 
Ｐ岡山

中国職業能力開発大学校
　（中国能開大）

 
能開大

中国職業能力開発大学校附属
島根職業能力開発短期大学校
　（島根能開短大）

 
Ｃ島根

広島職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター広島）

 
Ｐ広島

中国職業能力開発大学校附属
福山職業能力開発短期大学校
　（福山能開短大）

 
Ｃ福山

山口職業能力開発促進センター
　（ポリテクセンター山口）

オーダーメイドセミナー 各施設では、公開中の能力開発セミナーのほか、事業主や事業主団体の皆様のご要望に応じて、
訓練内容・日程・時間帯を個別に相談しながら計画、実施するオーダーメイドセミナーを承っています。

事業主や事業主団体の皆様が、従業員の方の職業訓練や人材育成を目的とした研修の会場を必要とされる場合に、
施設の会議室・実習場・機械設備等をご利用できます。

事業主等の皆様が実施する教育訓練等の内容に応じ、訓練指導のノウハウを持った専門の職業訓練指導員
（テクノインストラクター）を派遣しています。

職業能力開発大学校及び短期大学校では、企業等の新技術の導入、新製品の開発、
業務の自動化や効率化などの技術的な課題解決について支援をおこなっています。

施設利用サービスのご案内

職業訓練指導員の派遣

受託研究・共同研究のご案内

 

〒689-1112
鳥取県鳥取市若葉台南7-1-11

〒689-3537
鳥取県米子市古豊千520

〒690-0001
島根県松江市東朝日町267

〒700-0951
岡山県岡山市北区田中580

〒710-0251
岡山県倉敷市玉島長尾1242-1

〒695-0024
島根県江津市二宮町神主1964-7

〒730-0825
広島県広島市中区光南5-2-65

〒720-0074
広島県福山市北本庄4-8-48

〒753-0861
山口県山口市矢原1284-1

0857-52-8802

0859-27-5115

0852-31-2828

086-246-2530

086-526-3102

0855-53-4567

082-245-4338

084-923-6408

083-922-2143

Ｐ山口

●
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施　設　名 所　在　地 ＴＥＬ ＨＰ

その他ご案内

中国地方の施設のご案内
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次のコースについて、訓練内容と受講要件(ある場合のみ)を確認の上、申し込みます。

月　　日 （　）

就業状況
（該当番号に○）

駐車場
利用の
有無

法人番号

会社名

〒 -

業種(※2)

所属団体名

TEL

〒 -

TEL

【必須】受講区分（※3）

○ご記入いただいた個人情報については、在職者訓練の受講に関する事務処理(連絡､修了証書の交付､修了台帳の整備)及び業務　統計、当機構の在職者
訓練や関連するセミナー･イベント等の案内に使用するものであり、それ以外に使用することはありません。

事務処理欄
(記入しないで下さい。) ■　入力　　　/　　　　　　記帳　　　/　　　　　　連絡　　　　/

※2　業種は、以下の２０種のうち該当するものを１つ選んでください。
　　　A．農業、林業　B．漁業　C．鉱業、採石業、砂利採取業 D．建設業　E.製造業　F.電気・ガス・熱供給・水道業G.情報通信業　H.運輸業、郵便業
     　I.卸売業、小売業　J.金融業、保険業　K.不動産業、物品賃貸業、L.学術研究、専門・技術サービス業　M.宿泊業、飲食サービス業
       N.生活関連サービス業、娯楽業　O.教育、学習支援業、P.医療、福祉　Q.複合サービス事業　R.サービス業　S.公務　T.分類不能の産業

※3　受講区分の｢会社｣を選択された場合は、受講者が所属する会社の代表者の方(事業主､営業所長､工場長等)にアンケート調査へのご協力をお願いしておりま
す。

（注1）受講の取消し、受講者の変更等もこの申込書をご利用ください。

（注2）訓練内容等について、ご不明な点、あるいは安全面･健康上においてご不安な点などございましたら、あらかじめご相談ください。

当機構の保有個人情報保護方針、利用目的

○独立行政法人高齢･障害･求職者雇用支援機構は、｢個人情報に関する法律｣(平成15年法律第57号)を遵守し、保有個人情報を適切に管理し、個人の権利
利益を保護いたします。

FAX

会社 個人 　受講料請求書のあて名について、｢会社｣、｢個人｣の該当する区分を○で囲んでください。

※1　訓練を進める上での参考とさせていただくため、今回受講する訓練内容に関連した職務経験、資格、教育訓練受講歴等をお持ちの方は、差し支えない範囲で
ご記入ください。　　（例：切削加工の作業に約5年間従事）

【連絡先　TEL】

Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

個
人
連
絡
先

住所

(※個人でお申し込みの場合のみ必ず記入してください。)
(※受講票/請求書等を郵送させて頂きます。)

申込
担当者

【申込担当者職氏名】 【所属部署】

勤
務
先

（法人番号がない場合は、以下の該当に○印）

１．団体、 ２．個人事業主、 ３．個人

従業員数

　①1人～ 29人　　②30人～ 99人
　③100人～299人　④300人～499人
　⑤500人～999人　⑥1000人以上
　(該当するところを○で囲んでください。)

所在地

(※受講票/請求書等を郵送させて頂きます。)

FAX

　男 ・ 女 １.正社員
２.非正規社員
３.その他（自営業等）

有 ・ 無
　　　　　年　　月　　日生

　男 ・ 女 １.正社員
２.非正規社員
３.その他（自営業等）

有 ・ 無
　　　　　年　　月　　日生

　男 ・ 女 １.正社員
２.非正規社員
３.その他（自営業等）

有 ・ 無
　　　　　年　　月　　日生

　男 ・ 女 １.正社員
２.非正規社員
３.その他（自営業等）

有 ・ 無
　　　　　年　　月　　日生

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ
受 講 者 氏 名

訓練ｺｰｽに関連する
経験･技能等（※1）

性別
生年月日(西暦)

令令和和　　　　　　年年　　　　　　月月　　　　　　日日

コース番号 研修コース名 開講日（初日）

受講申込書
変更

取り消し

ポリテクセンター岡山
中国職業能力開発大学校

ポリテクセンター岡山　ＦＡＸ 086-241-1909

 

中国能開大　　　　　ＦＡＸ 086-526-2319

□

□
受講申込書 変更

取り消し

　　　　年　　月　　日
申込先

※該当する

施設に

□して

　 ください。


